

































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ　ナゾトキ女について









　人生において分岐点というのは多々あるのだろうが、僕の人生最大の分岐点は間違いなく未み十とお士し早さ來きという少女と出会ったことだろう。もし彼女と出会っていなかったら、僕の人生は今と全く違っていたと言っても過言ではない。

　しかし、どんな人生を送ろうとも、僕は遅かれ早かれ、未十士早來に出会っていたに違いない。高校に入学した際、偶々たまたま同じ学校かつ同じクラスであったため、あまり特別感の無い出会い方をしてしまっていたが、もし違うクラスであったとしても、全く別の学校に進学したとしても、きっとどこかで彼女のことを知り、そして出会っていた。

　彼女と出会わない人生など、恐らくこの世のどこにも存在しないのだ。

　運命的、と言うとなんだかロマンチックな響きとなってしまうが、そんなことは全くない。必然的。もっと言うと、自動的だ。よほど特殊な人生を歩まない限り、またはよほどタイミングが合わない限り、僕の世代は自動的に未十士早來と出会うことになってしまう。

　野球やサッカー、バスケ、陸上、剣道、弓道、柔道。今上げていないものも含めて、ありとあらゆるスポーツの大会に出ては、その場を制し優勝をしてきた。また、文化系のコンテストにおいても、彼女は零こぼすことなく一位を獲得している。部活動として扱われている項目について、恐らく全て手を出していることだろう。

　その全てにおいてプロ級であり、プロも真っ青なテクニックを披露し、優秀な成績を収める。まさしく天才という奴やつだ。

　だが、どの道に進んでも一生安泰間違いなしの実力を持っていながら、彼女はあっさりとそれらをやめ、また別の何かに手を出す。それは決して飽きたというわけではなく、むしろその全てを心底楽しんでいるからであり、過去に優勝時のインタビューを受けた時も同様の言葉を残している。

　僕も彼女に直接確かめてみたところ、「当たり前ですよ」と力強く即答されてしまった。

　また、彼女は元来の性格として、非常に多趣味である。好奇心旺盛なのが背を押して、どんなことにも手を出す。首を突っ込む。コンテストも大会も行われない、ただ楽しいだけの「趣味」を、彼女は数え切れないほど持っている。

　つまり彼女は、この世の全てがただひたすらに楽しくて堪たまらなく、そしてその全てが単純に大好きなのだ。

　それ故についた異名が、「史上最強のアマチュア」である。

　アマチュア、とは「職とすることなく、趣味として愛好する者」のこと。なるほど、ただひたすらに自分の持つ「趣味」を全力で楽しんでいる彼女にふさわしい二つ名だろう。

　それ故に僕は──僕達は、長い学生生活のどこかで、きっと未十士早來と出会う。

　入った部活動で、習い事で、塾で、なにかのイベント会場で、果ては散歩中でだって。

　全ての事象は、未十士早來に通じているのだ。

　そして僕も例に漏れず、彼女と出会ってしまった。いや、出会っただけなら、きっとこんな関係にはなっていなかった。きっと一言二言話し、僕は才能ある者との格の違いを見せつけられて終わっただけだろう。

　それだけではなかった。

　僕は、あの未十士早來に目を付けられてしまった。

　ひょんなことから僕は彼女と一つの共通点を持ち、彼女と秘密の共有者となった。それからというもの、彼女は僕を巻き込んでくるようになった。友達とも違うなにか。この関係性を一体どう表したらいいのか、僕にはわからない。

　ただ一つ、僕がわかることと言えば。

　恐らく今日も、僕は彼女の趣味に巻き込まれるということだけだった。











第一章　ナゾトキ女と消えたクラスメイト









「唯ただ乃のさん！　見てくださいこれを！」

　未み十とお士し早さ來きがちんちくりんな身体からだを目一杯動かして楽しそうに一枚の写真を見せてきた。

　むふー、というフィクションでしか見たことがないようなドヤリ表現をしながら、無い胸をこれでもかというくらいに張ってくる。最も早はやこの時点で嫌な予感しかしない。

「……ちょっと待ってください。なんでそんな嫌そうな顔をしているのですか」

「悪い、隠し通せていなかったみたいだ」

「この私が頼っているのですから、唯乃さんも私と同じ様に胸を張ったらどうですか？」

「どんだけ自信たっぷりなんだよお前は……」

　しかし、残念なことにその言葉は事実だ。

　未十士早來を頼る人間は数多くいれど、未十士早來に頼られる人間は果たしてこの世界にどれほどいるだろうか。

　高校生になってからもう半年ほど経たつというのに「中学一年生です」と言っても全然通用する身長。肩にかからないくらいの綺き麗れいな黒いミディアムヘア。端整な顔立ち。文芸部の僕ですら、力を入れたら折れるんじゃあないかと思えるくらい華きゃ奢しゃな身体。外見だけ見れば、これほどまでに「可か愛わいらしい女の子」もそういないだろう。

　事実そんな女はどこにもいない。現実は非情だ。

　史上最強のアマチュアと世間から評されるこの女──未十士早來は、全ての側面においてハイスペックである。成績は常に上位だし、手先は器用で美的センスもかなり高い。ならば運動はからっきしかと言われれば決してそんなことはなく、あらゆる部活から常に勧誘を受けている状態だ。

　一度、未十士が自分の二倍はあるのではないかという体格差の成人男性と組み手を行い、軽く背負い投げをするという動画を見たことがある。あれ以来僕はこいつは女の皮を被かぶったゴリラなのではないかと疑っている。

　可か憐れんな見た目に騙だまされるな。こいつは片手でリンゴを潰すぞ。

　とまあ、それほどまでに一人でなんでもできる女なわけだ。そんな奴に頼られるというのは、確かに少しは胸を張っても良いのかもしれない。少なくとも、誰かが畏敬の念を抱いている人間に頼られるというのは、悪い気はしない。

「まあ写真は見ないけどな」

「あれ!?　なんだか長考していたのでこれは写真を見る流れかと思ったのですが!?」

「悪いが忙しいんだよ。〆しめ切きりが近いんだ」

　作家デビューを目もく論ろむ僕、唯乃壱いち時ときは現在、あらゆる方法で作家になる道を模索している。小説家をめざし始めてからは目に付いた新人賞に片っ端から応募しているし、Ｗｅｂの小説投稿サイトも定期更新を怠ったことはない。今は月末〆切の新人賞に応募することを目標として新作を執筆しつつ、Ｗｅｂに投稿している短編小説を書いているところだ。まさしく、千里の道も一歩から、というやつである。

　おかげで初期の頃よりは文章力も向上し、Ｗｅｂ上では好意的な感想も多くなってきた。ここで勢いを殺すわけにはいかない。僕の最優先事項は世間の有名人に頼られることなんかよりも、小説を書き続けることだ。

「まあまあ、クールぶっているのも今のうちですよ。この写真の内容を聞いたら、唯乃さんも興味を持ってしまうに違いありません」

　その言葉を聞いた僕が危険を察知して顔を背ける──前に、先回りして未十士が視界に写真を差し込んできた。

　そこに写っていたのは、我らが一年一組の教室。

　クラスメイト全員が開催まで二週間を切った文化祭に向けて毎日頑張って作っていた小道具達は見るも無む惨ざんな姿になっており、そして教室の真ん中にはぽつんと女子の制服が一着落ちていた。
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「『今日の夜、一年一組で人体消失事件が起きる』──そういう未来を撮影したのです！　こんな謎、解明せずにはいられません！」




　意気揚々と、目を輝かせながら言う未十士。

　ああ──また「謎解き」とかいう、未十士の厄介な趣味に巻き込まれるのか。

　なによりもタチが悪いのは。

　その謎というのが、興味を惹ひく内容だということだった。







「人体消失事件か……。悪い意味で流行に乗っているな、この学校は」

「そうはいっても、流行はやりに乗っかるという姿勢はとても大事なものです。唯乃さんも流行とはほど遠い作品ばかり書いても意味ないですよ。意識しておかないと」

「余計なお世話だよ」

　人体消失事件。最近世間を騒がしている超常的な現象だ。

「その場に衣類や装飾品、バッグなどの身の回り品だけを残し、人体のみが消失する。名前や戸籍など『その人物が存在した』という情報や記憶はこの世から一切なくなり、『名もわからぬ誰かがそこに存在していた』という事実だけが残る──これが最近流行りの人体消失事件です」

　隣の席には誰もいないはずなのに、仕事に関係する書類と知らない筆跡のメモが机の上に散乱していた。

　自分は男なのに、朝起きたら記憶にない女性の衣類や化粧道具が置かれている部屋を発見した。

　ＳＮＳではこういった事例が写真と共にＵＰされている。当初は手の込んだいたずらだと笑われていたが、事例の報告が後を絶たないこと、そしてそこまで盛り上がっている事柄をメディアが一切取り上げないことから信しん憑ぴょう性が増していき、今では日本全体を巻き込んだ都市伝説として拡散されている。

「そして、そんな人体消失事件が二日前ついに我が校でも発生しました。他とはちょっと違う形で」

「お前、まだそこ気にしているのかよ」

「勿もち論ろん。今までネットに流れていたどの人体消失とも合致しない部分ですからね。我が校独自のオリジナリティというやつです」

　未十士は楽しそうな表情を浮かべながら言う。

「現在流行っている人体消失事件は、その名の通り『人体が消失した』事件。我が校ではそれに加えて『器物破損事件』が加わったのです！」

「一年三組で起きたんだっけか。教室に置いてあった学祭で使う予定の小道具が全て破壊されていた状況下で、女生徒が消失した」

「そうです。ただでさえ『人体消失』という不可解な現象が起きているというのに、そこに『器物破損』という要素が加わった。『一見関係のなさそうな事柄が、同じ空間で同時に発生している』──こんなの面白いに決まっています！」

　目を輝かせながら言う未十士。

「まあ、学校側は大きな騒ぎになることを避けたのか、何者かによるいたずらって扱いで処理していたけどな」

「一件だけなら隠蔽できても、今後はそうはいかないでしょう。今日の夜私達一年一組で起きるこの事件。壊された小道具達に消えた女生徒──似ている点が多すぎます。これは同一犯による連続事件に違いありません！」

　未十士は嬉うれしそうにぴょんぴょんと跳びはねながら言う。そんな未十士とは対照的に、「また運命さだめカメラのせいで貴重な時間が潰れちまう……」

　僕ははあ、とため息を吐つく。超ちょう理り具ぐなんていうものがこの世にあるせいで、僕の執筆時間がまた大幅に削られてしまうのか……。




　そう、超理具──世界の理ことわりを超えた道具。




　この世には、そういった人類の常識という枠に囚とらわれない道具が確かに存在する。

　何を非現実的な話を始めるんだコイツは。頭がおかしいのではないか？　等と思われるかもしれないが、残念なことに紛れもない事実であり、僕の頭は正常である。

　現に未十士が見せてきた写真は、彼女が持つ超理具──運命カメラによって撮影されたものだ。

「運命カメラのせいでとはなんですかせいでとは！　こんな良いもの滅多にありませんよ！」

「お前にとっては良いかもしれんが、僕にとってはそれが辛つらいんだよ」

　なまじ相性が良いせいで、いつもこいつの『謎解き』とかいう趣味に付き合わされているし……。こいつと出会ってから、僕の執筆時間は右肩下がりだ。

「私の運命カメラに一体なんの不満があるというのです。未来を写す素晴らしい超理具ですよ？」

　未十士は首からぶら下げていた運命カメラを手に取り僕に見せつけながら、

「『撮影時から三日以内に起きる撮影箇所の運命の確定点』を写すカメラ──故に運命カメラ。おかげで趣味が捗はかどりますよ！」

「運命の確定点ねえ……」

「はい。例えばりんごが落ちるのを見てニュートンは万有引力を思いつきました。この場合、この『りんごが落ちる瞬間を目撃した』場面こそがその後のニュートンの人生を決めた運命の確定点となります。もっと身近なことで言うと、そうですね、私の両親ですが、学生時代、教室で父が母に一ひと目め惚ぼれしたことが付き合うきっかけだったそうです。つまり『一目惚れした瞬間』こそが父の運命の確定点であり、『一目惚れされた』ことが母の運命の確定点。このカメラはそういった運命の確定点が起きる未来を撮影するのです」

　そこまで話して、未十士は再度写真を手に取り、

「そしてこの運命カメラは、撮影時から三日以内に運命の確定点が訪れない場合は単純に撮影場所の三日後の風景を写し出す──つまり、今日の夜を写し出したこの写真は、運命の確定点を写し出した、ということです。まあ当然でしょう。人一人が消えていなくなる。こんなわかりやすい運命の確定点なんてそうそうないでしょう」

「仮にニュートンが万有引力を知る未来を写せたとしても、それはただ『ニュートンが落ちたりんごを見ていた』っていう他愛もない写真だもんな……それに比べたらまあわかりやすいが」

　僕の一言を聞いて満足げに頷うなずく未十士。

「こう話すと、改めて良い超理具だということがわかりますね。これ一つで謎解きの幅がぐんと広がります」




『よせやい、照れるだロ』




　未十士が運命カメラのことをべた褒めしていると、どこからともなく電子的な声が脳内に響いてきた。

「うお、びっくりした……」

『いやなんでだヨ。お前はそろそろ慣れろヨ。ボクが喋しゃべることも知っているだろうガ』

「ノーモーションでいきなり喋り出すんだから、そりゃびっくりするだろう。常に死角から話しかけられるみたいなもんだぞ。むしろ『カメラが喋る』という現象を受け入れているだけありがたいと思っていただきたい」

　そう。




　未十士が所有しているこの運命カメラ──喋るのである。




　なんかもう僕は完璧に受け入れてしまっているのだが、改めて考えるとよくわからない事象だな……。しかし、超理具の中でも特別なようで、他の超理具は彼──ボクという一人称と言葉遣いからして恐らく男性なのだろう──の様に喋ったりはしない。

　所有者が特殊なら超理具も特殊なようだった。そもそも超理具という存在自体が世界の理を超えた存在らしいので、今更そのうちの一つが喋り出すことくらいいちいち気にすることでもないのかもしれない。

　そういう超理具なのだ、と一度認識し納得してしまえば、結構すんなり受け入れられる。

「まあちょっと脱線してしまいましたが。さすがに一枚ではわかりにくいので、これから更に教室の写真をパシャパシャと数枚撮影したいと思います。最終的にはどこかで犯人を待ち伏せして、現行犯捕獲を行えればと。そこで！」

　未十士は勢いよく僕を指差してくる。

「唯乃さんにはぜひ！　私に同行していただきたいと思いまして……！」

「いや、僕必要ないだろう」

　未十士のお願いをばっさりと切り捨てる。いやあ、要らないでしょ僕。

「未十士一人で大体の危機は突破できるって。大丈夫、自分の力を信じろ」

「確かに私はそこらの暴漢程度なら一ひねりする自信がありますが、それを加味してでも唯乃さんにいていただけると非常にありがたいのです！　ここはほら、私の顔に免じて！　可か愛わいらしい私の顔に免じて！」

「なんで可愛らしいを強調したんだよ。……いやなあ、時間がなあ」

　今執筆時間を削って参加するとなると、今後のタイムスケジュールをまた見直す必要が出てくるわけで。数々の〆しめ切きりも近づいてきているわけだし、ちょっとリスクがなあ。

「結構厳しいな。正直な話、作業に追われているんだよ」

『いつもそんなに忙しそうにしていないだろ、唸うなってばかりデ』

「それこそ夏場とかはもう少し落ち着いているように見えていたのですが」

「僕もいつもはもう少し計画性を持って執筆活動に取り組んでいるつもりだよ。今年が──というか今がいつもと状況が違うんだ。──主にお前のせいでな」

「ええ!?　私ですか!?」

　未十士は顔を朱あかく染めて恥ずかしそうに身体からだをくねらせながら、

「私が魅力的なのは承知していますが、まさかこの唯乃さんまでをも虜とりこにしてしまうなんて……我ながら罪な女ですね！　すいません、貴方あなたの夢への道のりに私という頑丈な鉄壁を配置してしまって！」

「それは遠回しに自虐していると捉えて良いのか？」

「なぜ私の胸を見ながら言う。誰が頑丈な鉄壁ですか！　ちゃんと柔らかいですよ！」

「変な誤解をするな。お前のせいではあるが、別にお前自身の虜になったとかそういうことでは断じてない。──学園祭だよ。うちのクラス、やる気が凄すごいだろ」

「『あー』」

　僕の言葉に合が点てんがいったのか、二人は納得の声を上げる。

　今は十月中旬。来週末には学園祭が待ち構えており、今は学年問わずどこのクラスもそれに対する準備を行っている。例に漏れずうちのクラス、一年一組もそうだ。僕達のクラスは和風喫茶という、簡単に言えば袴版メイド喫茶を行うこととなった。

　通常なら後は女子が家とかから袴を持参して、内装をそれっぽくする程度の小道具を作製もしくは持ち寄り、客に出す用の料理を軽く練習する──それくらいで済むはずだった。

　未十士早來さえいなければ。

　幸か不幸か──少なくとも僕にとっては不幸なことに、我がクラスには未十士早來という特異点が存在したのだ。

「お前のお陰でうちのクラス、あらゆるものにかなり凝りだしただろ。あれのせいで毎日放課後かなりの時間残ることになったからな……」

「良いことじゃあないですか。既製品を使って何が楽しいのですか。こういう時こそ自らの手で一からものを作り出して、初めての学園祭を思う存分楽しみ、人生のかけがえのない青春の一ページとして永遠に心のアルバムに刻むべきでしょう」

「言っていることは立派かもしれないが、ちょっとレベルが高すぎるだろう。一ページじゃあ収まりきらないだろこれ。心のアルバム一冊作れちゃうよこれ」

　そう。この才能の塊──未十士早來に触発されて、うちのクラスは全ての小道具を手作りで仕上げることとなった。

　全て、である。

　和風喫茶を営むに当たって必需品となる袴は手縫いとなり、テーブルクロスも自作となり、雰囲気作りの壁紙も生徒達で描くこととなった。料理は仕込みからきちんと行うこととなり、接客を担当しない男子生徒は皆料理男子へと変貌していった。

　限りある準備期間を最大限にフル活用して、僕達のクラスは学園祭売り上げ一位という目標に向かって走り出している。

　良いことだ。学園ものの漫画やライトノベルではこれ一つで１巻書けそうなほど。今までバラバラだった皆が一つの目標に向かって一致団結している様は確かに感動的だ。

　だが。

「うちのクラスがやる気に満ちあふれているお陰で、僕は執筆にかかる作業時間が極端に減ってしまったんだよ……十分な時間が確保できていないんだ。だから時間が惜しい。こうやって人目を盗んでは文芸部室に来て、ちまちまと作業を進めていくしかないんだよ」

「あ、がっつりサボらない辺り、一応罪悪感はあるんですね」

「そりゃあな。クラスメイトが頑張っているのは知っているし、僕もできるだけ力を貸したいという気持ちは勿もち論ろんある。なにより、こういう特別な経験は小説のネタになるだろ」

『やっぱ大事なところはそこになるんだナ』

　当たり前だろう。基本的に僕の行動は「より自分の小説を面白くする」ことが軸になっているのだ。「特別な経験」は作品の幅を広げ、面白さの質を上げる。今回のような面白いイベントを逃す理由が存在しない。ただ、このままだと〆切に間に合わなそうだから、支障が出ないギリギリの範囲でサボっているだけだ。

「しかしなるほど。クラスメイトの皆さんの頑張りはきちんと評価していると」

「そりゃそうだろ。お前に触発された結果、殆ほとんどのクラスメイトが自分の力量を超えたものを作り上げているんだから。つい先日まで家庭科の授業でしか裁縫をしてこなかった生徒がたった数日で袴を縫い上げているんだぞ」

「私はちゃんと基礎を固めていますから。わかろうという意欲を持っている方にはきちんと理解できる教え方をしているだけですよ」

「いや、それにしたってだろ。影響力強すぎるわ。よく聞く『男子ぃーちゃんと作業進めてよー』が一切無いとは思わなかったわ。むしろ男女どちらも必要最低限の会話以外全く交わさずに黙々と作業を進めていてちょっと怖いくらいだわ」

「カリスマ性の為なせる業といったところですかね。フッ……デキる女でごめんなさい」

「鼻を殴るぞ」

「殴った痕跡が残ることも厭いとわずに確実に人中を!?」

　バッとすかさず鼻を守る体勢に入る未十士。チッ、言わなきゃ良かった……。

「なんだか本当に狙おうとしていたような気を察知したのですが、そんなことないですよね？　唯乃さんは女性に優しい紳士ですよね？」

「ああ、女性には優しい紳士だよ」

「含みしかない言い方！　こんな可か憐れんな美少女を目の前にしてなんて言い草ですか！」

「可憐な美少女はりんごを片手で潰さない」

「りんごもただ無機質で鋭利な刃物に淡々とその身を切り裂かれていくよりかは、可憐な美少女の温ぬくもりを感じながら一瞬で潰される方が本望でしょう」

　自分を肯定することに関しては一流過ぎるだろこの女！　本当に鉄壁じゃあねえか！

「つーことで、確かに興味はそそられるが、今回はちょっとなあ」

　僕がそう言って同行しない方向に舵かじを切っていると、

『駄目だぜ未十士。お前の顔がいくら可愛くても、こいつはそれじゃあ動かなイ』

　机に置かれていた運命カメラがなにやら不穏なことを言い出した。

『未十士、こいつはそういう押し方じゃあ駄目ダ。お前の可愛さを押し出したところで意味がなイ』

「ええ!?　私ですよ!?　そんなことあるんですか!?」

「いやお前自分の容姿にどれだけの自信を持っているんだよ。逆に尊敬するわ」

　ショックを受けたかのように項うな垂だれる未十士。世の中の人間が全員こいつくらいポジティブだったら、もっと明るい世界になるんだろうなあ……。

『このむっつりはどれだけ未十士早來という存在を可愛いと思っていても、そう簡単には表に出さないのサ。だってむっつりだかラ。口に出したりするのは抵抗があるんだヨ』

「なんだ、そうだったんですか。私に魅力がないというわけではなかったのですね。良かった良かった。ふう、焦あせりましたよ」

「止やめてくれないその解釈を通そうとするの。結果僕がむっつりって落としどころで納得するの止めてくれない!?　じゃあいいよそれでも！　確かに未十士は可愛いさ！　でも僕にはそれを差し置いてでも優先すべき事象があるということだ！」

　むしろ可愛らしい女性に言い寄られても夢を追い求めるその姿勢を評価して欲しいくらいだ！　勝手に脳内エロまみれ扱いされるのは心外だわ！

「か、可愛いだなんてそんな！　嬉うれしいこと言ってくれるじゃあないですか！」

『そんな堂々と女を口説こうとするなんて……男になったナ』

「どう転んでも不本意！」

　嫌な連係プレーを見せてくるなよ！

『まあ、冗談は置いておいてダ。いいのかお前、未十士の誘いに本当に乗らなくテ』

「しつこいぞ。いいって言っているだろう」

『お前が常日頃から欲ほっしている「特別な経験」なのにカ？』

「……ぐっ！」

『人体消失事件の謎を暴あばくなんて、世にいる殆どの人間が味わったことのない経験だゾ？　これ以上ないネタにもなル。それでも本当に乗らなくていいのカ？』

「ぼ、僕は……〆切が……Ｗｅｂには短編を待ってくれている読者もいるし……」

『持ってくれている読者、ねエ……』

　ごくり、と未十士が生唾を飲む音が聞こえてくる。嫌な緊張が文芸部室内に走る。

『ボク達は知っているんだゾ？　お前が言う『待ってくれている読者』の間で最近一番人気があったのは、未十士と二人で解決した事件が元ネタの話だったよナ』

「そ、それは──！」

　確かにそうだ。あの回はとても受けが良く、僕がＷｅｂに投稿した話の中で最も評価が高かった。あの回の口コミで閲覧数がちょっと増えたくらいだ。

　コメント欄にも「ヒロインがぶっ飛んでいて面白い」「まるで体験したかのようなリアル感がある」みたいな感想が多かった。

　そりゃそうだ。あの短編に出てくるヒロインの元ネタは、リアルが既にフィクションみたいな女である未十士早來だし、僕の体験談を元に書いているのだからリアル感があるのは当たり前だ。

　目の前では未十士が「いやあ創作物を通してでも私の魅力は伝わるのですね」とかなんとかほざいている。いや確かにヒロインへの好意的なコメントは多かったけれども、モデルに改めて言われるとなんか恥ずかしいなおい！

『読者のことを考えるのならば、今後の短編のネタのためにも乗っておくのがベストなんじゃあないのカ？　今後の作品に生かせるかもしれない特別な体験をすることができて、直近の短編に必要な読者が望むネタを得ることもできル。こんな旨うまい話、逃す手はないだろうヨ』

「確かに。カメラさんの言うとおりですね。どう転がるかはわかりませんが、ただ一つ言えることと言えば、明日になれば今回激写した人体消失事件は既に終わっているということです。次もまた校内で起きるとは限りませんし、起きたとして私が運良く撮影できるかもわからない。チャンスというのは常に一度きりであるということです」

　カメラの渾こん身しんの一撃に、更に未十士が追撃をかましてくる。

　なんて奴やつらなんだ……！

『さあ、どうすル？』

　二人が選択を迫ってくる。

　読者に楽しみを届ける作家になることを夢見てきたこの数年間。

　僕は。僕は──！







「この角度から写真を撮影したのですよ」

　多角度からの写真を撮影するため、僕達は一年一組の教室へと来ていた。

　ああそうだよ。乗ったよ。乗っちゃったよ。カメラのあの一言はずるいだろ……！　ネタを選択するしかないじゃあないかあんなん……！

「ここって、僕の机じゃないか」

　廊下側一番端の列、一番後ろの席。実際には僕の後ろにもう一人分机を置ける余裕はあるのだが、人数調整の都合上何も置かれていない空きスペースとなっている。

「クラス全体が見渡せるいい席です。結構順調に作業が進んでいたので、未来──三日後の進捗具合はどうだろうなー程度の軽い気持ちで撮影してみたのですが……」

「写し出されたのはあの惨状だったってわけか」

「そんな大きな事柄なんて起きないと踏んでいたんですけれどね……単純に七十二時間後が写った写真が手に入ればそれで良かったのですが。もしなにかあったとしても、クラスの男女が学祭マジックで告白！　みたいな、その程度だと思っていました」

『甘あま酸ずっぱい出来事を期待しようにもこれが起きたら元も子もないナ』

　そんなことを言いながら、未十士の首からぶら下がっているカメラを僕はこつんと叩たたく。カメラは『おっと悪イ』と全く悪びれない声で僕達に謝罪してきた。

　カメラの声は所謂いわゆるテレパシー的な理屈で脳内に直接届いており、超理具と無関係の一般人には伝わらない仕様となっている。しかし、そのせいで他者からは「見えない第三者と会話する痛い人間」のように見えてしまうため、基本的にカメラにはこういった人目に付く場所では極力喋しゃべらないようにして貰もらっているのだった。

　僕は隣にいる未十士の方を向き、

「他人の告白をその程度とか言うな。かなりの勇気を振り絞っているんだから」

「おっと失礼。軽率な発言でしたね。……とまあそんなわけなので、ここから死角になる部分を撮影していきたいと思います」

　そう言って未十士はパシャパシャと隅から隅までカメラで撮影し始めた。写り込んでいる生徒達はピースしたりやめてよーと言いながらしっかり決め顔を作ったりしている。残念だったな。そのカメラから君達の姿が現像されることはないだろう。

　しかし、こういうことが許される環境になって良かったな……作業真っ盛りの以前はこんなにほんわかした雰囲気ではなかった。未十士の教育技術とそこからなる意欲の高さによって、我がクラスの小道具達はほぼ全てでき上がっていた。これだったら僕ももう少しサボ……抜け出して執筆作業に時間を回せるかもしれない。

　一週間前の鬼気迫る空気はどこへやら。今は和わ気き藹あい々あいとお喋りしながら普通に学祭準備を行っている。未十士は夢中になって、恐らく僕のことすら忘れて教室内をうろちょろしている。ありゃもう少しかかるな。

　……あれ？

　もしかして今の僕、俗に言う「手持ち無沙汰」ってやつじゃあないか？

　未十士は確かに僕の助力を請こうていたけれど、さすがにこの状況では僕は要らないだろう。恐らく僕のことが必要になるのはもっと夜が更ふけてからだ。僕としても、さすがに今の状況から得られるネタはない。

　クラスも前ほど作業を強要するような空気になっていないし、そもそも既に僕以外にも何人か作業をせずに友人と喋っているだけの人間がいる。




　つまり僕は今ここにいる必要が無いというわけで。




　おいおい、なんだよ。もうちょっと早くに気づけば良かったぜ。時間を浪費してしまったじゃあないか。

　気づかれたら厄介だ。音を殺しながら教室を出よう。なに、聡そう明めいなあいつのことだ。僕がここにいなかったら文芸部室に戻ったんだと察するだろう。心配させることはない。

　僕は慎重にじりじりと教室の後ろドアへと足を進める。あと、あとちょっとだ……！

「やあ壱時君。なにしているんだい？」

「だっはあすいません!?」

　こそこそしているところをいきなり呼び止められたせいでなんか変な叫び声出しちゃった！　未十士含め、教室にいたクラスメイトが全員こちらを振り向く。止めて！　見ないで！　「クラスではそんなに喋らない唯乃がよくわからん奇声を発した……」って目で見ないで！

「あっはっは。なんだい今の声。ださいねー」

「直球の罵倒！　……って、摘つみ方かた先輩ですか。あーびっくりした」

「ごめんごめん。私としては普通に声を掛けたつもりだったんだけど」

　申し訳なさそうに笑う摘方先輩。いえ、その、悪いのは全てこちらなんですけどね。

　摘方由ゆ江え先輩は一学年上の二年生。焦げ茶色のロングヘアーに、高めの身長。鉄壁ではなくクッション。たった一歳しか違わないのにも拘かかわらず、大人の魅力満載の女性だ。

　本来ならば僕のような人間は彼女と関わらないままに高校生活を終えるのだろうが、そこは運が味方した。

　昨年、部員の少なさから文芸部は存続を危ぶまれた時期があったらしい。だが、話を聞きつけた摘方先輩が名義を貸してくれたお陰でなんとか文芸部は潰れずに済んだそうだ。それ以来摘方先輩は便宜上文芸部員となった。リアルにこんな人間がいるのかと、話を聞いたときは思わず拍手をしそうになった。優しい先輩だ。

　名義を貸してくれているだけでもありがたいのに、部活動にも積極的に参加してくれており、作品こそ書けないものの、僕達が作った文章を客観的に評価し鋭い指摘を入れてくれるありがたい存在だ。ちなみに、僕もそれきっかけで仲良くなり、本の趣味も合うことから、今は本の貸し借りを定期的にする仲だ。

「どうしたんですか、わざわざ下級生の階に来るなんて」

「うん。ちょっと頼まれ事をね。未十士早來ちゃんっている？」

「はいはいいますよー！　……あら、摘方さんじゃあないですか！」

　未十士はニコニコと笑いながら言う。

「あれ、先輩たちって知り合いだったんですか？」

「いいや、全く。早來ちゃん有名だから、一方的に知ってはいるけれどね」

「私は唯乃さん経由で、お名前とお顔だけは何度か」

　よくそれであのテンションを通したなお前……先輩もまるで普段どおりだし。

「早來ちゃん。初対面でいきなり悪いんだけれど、ちょっと時間貰ってもいいかい？」

「はい。全く構いませんよ」

「さすが。ありがたいね。──いいらしいよ。入っておいで、紬つむぎちゃん」

　摘方先輩はドアの外に声を掛ける。もう一人いたのか。

　紬ちゃん、と呼ばれた少女は、おずおずと教室の中へと入ってくる。後ろ髪を三つ編みお団子でまとめた、小動物系の女の子。未十士や摘方先輩といった、どちらかというと自分に自信を持っている系の人間ではないことが窺うかがえる。

「この子は細さい峰ほう紬ちゃん。早來ちゃんにお願い事があるみたいでね。君の友達であるところの壱時君と知り合いだった私が繫つなぎ役を任されたのさ」

「ど、どうも……。お邪魔しちゃってすいません……」

　ぺこり、と会え釈しゃくをする細峰先輩。うわ、なんだこの感じ。僕のような体力少なめ文学男子でさえ守ってあげたいと思えてしまうこの感じは。僕が普段接する女子は史上最強のアマチュアと称される程度には何でもできてしまう未十士しかいないからか、とても新鮮に感じる。

　絶対裏で男子にモテているタイプとみた。

「これはこれは！　わざわざどうも。未十士早來と申します」

「唯乃壱時です。よろしくお願いします」

「お、お願いします」

　ほら、と摘方先輩に促され、細峰先輩は一歩前へ出てくる。

「私、手芸部で部長をやっていまして。今、全国規模のコンテストに提出するための着物を縫っているんですけど、顧問の布ぬの束たば先生にダメ出しをくらってばかりで……そこで、素晴らしいデキと噂うわさされている未十士さんが学祭用に作った袴を見て、色々学ばせて貰えたらなあ、と思いまして」

「なんとなんと！　そういうことでしたか！　いいですよ、私の自慢の作品、ぜひご覧になってください！　よければ摘方さんもどうぞ！」

「じゃあ、お言葉に甘えようかな」

　そう言って先輩二人は教室の窓まど際ぎわへと案内された。そこにはクラスの女子達が手作りした袴達がずらりと並んでいた。

　そして、その中央に、やけにデキの良い袴が一着。

「も、もしかしてこれですか？」

「そうですさすがお目が高い！　これが私の自慢の一着となっております！」

　なんでセールストークみたいな話し方になっているんだよ。胡う散さん臭くさいな。

「へえ、凄すごいな……。手芸関係の知識はからっきしな私だけれど、それでも早來ちゃんの袴が他より数段デキが良いってことはわかるよ」

　驚いたように摘方先輩はそう呟つぶやく。僕も同感です。

　未十士が作った薄桃色の地に花柄があしらわれた生地の袴は、ずらりと並んだ袴の中で一際目立っている。目を惹ひくのだ。

　感覚的に、なんとなくだけれど、他の袴と明らかな差があることがわかる。

　全く無知な僕らでこれなのだ。手芸部部長として全国を狙おうとするくらいには裁縫の道を歩んでいる細峰先輩は、僕らの何倍も未十士の才能を感じているのだろう。

「す、凄い……！　プロが作ったって聞かされても信じちゃうよこんなの……！　私、布束先生にいっつも言われているの。『人の目を惹く服を縫え』って。他に埋もれたら駄目だって。この袴は、私が目指しているものそのものだよ……！　ち、ちょっと色々お話聞いてもいい!?」

「ええ勿もち論ろんですとも。なんでも質問してください。私はどんな質問でも答えますよ！」

　静かに興奮する細峰先輩に、褒められて気を良くした未十士が二つ返事でそう答えた。こりゃ長くなりそうだな……。

　僕がちらりと摘方先輩の方を見ると、困ったような苦笑が返ってきた。先輩も僕と同じ判断をしたらしい。……さすがにこの場で先輩を置いて僕だけ文芸部に戻る、なんて行動は取れないなあ……。先輩二人とも一応未十士とは初対面なわけだし。

　僕としては今先輩と話すのはちょっと気まずいのだけれど……。実を言うと、僕は以前この摘方先輩に告白して、そしてあえなく散っているのだ。所謂失恋というやつである。先輩の方は一切変わりないのだけれど、フラれた側はちょっと厳しい。

　吹っ切れたと思ってはいるのだが、それはそれとしてやっぱりまだちょっと意識してしまうものなのだ。

「あ、壱時君。これ」

　そんなことを考えながら僕が軽い挙動不審になっていると、先輩が僕に手提げ袋を渡してきた。

「これ……この前お貸しした小説じゃあないですか。わざわざすいません」

「いやいや、今回も面白かったよ。やっぱり壱時君はセンスが良いね」

「楽しんでいただけたようでなによりです。あー……また近いうちにオススメの本、お貸ししますね」

「お願いするよ。ありがたい」

　言いながら僕は手提げ袋を受け取る。相手がいつもどおりなのにこちらがいつもと違うのもどうかと思ってしまい、また会う約束を取り付けてしまった。……まあ、仕方がない。

「どうだい、執筆活動の方は。順調かい？」

「恥ずかしながら……。今月頭にアイツに目を付けられてからは、文化祭準備も相まって、正直そんなに」

　僕は目を輝かせながら細峰先輩と熱く語り合う未十士を見ながら言う。

「あっはっは。最近君達の噂は確かによく聞くよ」

「え、噂なんて流れてんですか？　どんな？」

「『史上最強のアマチュアにつきまとっている男がいるぞ！　なんだ馴なれ馴れしい！』って話題になっているよ」

「絶対良くない噂！　しかもなんですかつきまとっているって！」

　どちらかというとつきまとわれているのは僕の方なんだが！

「まあ、早來ちゃん可か愛わいいからね。ファンも多いし」

「はあ……」

「あっはっは。納得できないって感じだね」

　先輩が笑いながら言う。いやまあ、確かに見てくれは良くはありますけど。なんだろう。普段振り回されているからか、素直に可愛いと思えないというか……。

「好きなことをしながら楽しそうに笑う女の子を見て、可愛くないと思わない人はどこにもいないだろう。そういうことだよ。だから彼女は可愛いんだ」

「……まあ、理屈はわかりますが」

　史上最強のアマチュアである未十士早來は、この世のあらゆる事象を楽しんで生きている。あいつと少しでも関わったことがある人間ならば、誰でも知っていることだ。

　楽しいことをする。だからあいつはチャレンジ精神の塊であり、なんでもかんでも首を突っ込むし、やりたいことを全力でやる。人生楽しんだ者勝ちを地で行く女だ。

「いいよねえ。楽しいことがあるっていうのは。凄く良いことだ。人生が彩いろどられる」

「なんだか深そうなことを言い出しましたね」

「あっはっは。我ながら割と真理を突いていると思うけれどね。あらゆる事象は、楽しくないと続かないじゃあないか。早來ちゃんの多彩な趣味然しかり、君の執筆然り」

「大変なことも多いですけれど……まあ、そうですね。確かに、結局楽しんでやっているのかもしれない」

「紬ちゃんもそうだよ。裁縫に関しては無知な私からしたら何やっているのか正直さっぱりわからないけれど、でも彼女は恐らく楽しいから裁縫を続けていて、より楽しくなりたいから早來ちゃんに会いに来たのさ。だから私も紬ちゃんに力を貸してあげたくなった」

　私は楽しいことの味方だからね、と摘方先輩は袴の前で激しくディスカッションしている二人に温かな目線を送りながら言う。

　ぱっと見でわかるほど盛り上がっている──二人して笑いながら話している。それを見て、僕はちょっとだけ安あん堵どした。

「ホッとした表情をしているね。なにか心配していたのかい？」

「いえ、そんなたいしたことではないのですが……細峰先輩は大丈夫そうだなと思って」

「大丈夫そう？」

「ええ。良くも悪くも、未十士早來は天才ですからね。あいつの才能を受け入れられなくて、逆恨みしたり、その道を引退したり……そういった人が、何人もいます。あいつは、人に影響を及ぼす人間ですから」

　僕だってそうだ。あいつと出会う前と後では、やっぱり違う人生を歩んでいるだろう。少なくとも、Ｗｅｂ版の読者は今より少ない。

「なので、細峰先輩はそういう心配がなさそうで良かったなと思いまして」

「あれだけ楽しそうなんだ。杞憂だよ、杞憂」

　摘方先輩は笑いながら言う。その通りだ。

「いやあすいません、お待たせしました」

「ごめん摘方さん。待たせちゃって」

　一通り語り合い終わったのか、未十士と細峰先輩が手を繫つないでこちらにやってきた。

「紬ちゃんは素晴らしいですね、部長を任されるのも当然です。伸びしろがありますよ彼女は！　この未十士早來が保証します！」

「やめてよ早來ちゃん、恥ずかしい……でも、ありがとうね」

　いやどんだけ仲良くなっているんだよ。ちょっと怖いわ。なんか背景にお花が見えそうになるくらい仲良くなっているんですけど！　細峰先輩、なんで同学年の摘方先輩には「名字＋さん」呼びなのに未十士は「名前＋ちゃん」呼びなんだよ!?

　元々未十士は強コミュ力の持ち主だし、それに加えて多趣味故に他人と絶対に共通点が生まれるんだよなあ。性質的に友達を作りやすいというか、親しみやすいというか。

「良かったね紬ちゃん。参考になったかい？」

「うん！　摘方さんもありがとうね。お陰で本当に勉強になった──まだまだ上を目指せそうだなって、前向きな気持ちになったよ。……さすがに早來ちゃん程すごいものは作れなさそうだけど」

「お力になれたのなら幸いです。また是非いつでも来てください！　というか、学園祭当日来てください！　お金を落としに！」

「最悪な客引きをするな。まあ、余裕があれば是非来てください。料理も凝ってますし、損はさせないと思いますので」

　僕らの言葉に、細峰先輩は最初来たときのおどおど感はどこへやら、にっこりと笑って、

「うん、楽しみにしているね。──あ、ええと、唯乃君。ごめんね、早來ちゃんとの時間を奪っちゃって」

「え？」

「あんなに魅力的な子なんだもん。そりゃああんな噂が出回っても一緒にいたいよね」

「すいません細峰先輩。あなた絶対誤解していると思うんですが……！」

「いいのいいの！　ありがとう二人とも！　貴重な時間をごめんなさい！」

「細峰先輩ちょっと待って！　話を聞いて！」

「あー、ありがとうね二人とも。忙しいときにごめんね」

「いえいえー！　楽しかったです、ありがとうございましたー！」

　手を振りながら先輩二人は自分達の教室へと戻っていった。なんだか凄い誤解を抱かせたまま帰らせてしまった気がする。大丈夫かこれ。噂に尾ひれつかないよなこれ。

「どうしました？」

「……いや、なんでもない」

　考えたって仕方がない。どうせもう不本意な噂うわさは広まってしまっているのだ。

「さて、では写真の確認をしていきましょうか。結構様々な角度から撮影しましたから、なにかしらのヒントはあるはずですよ！」

　そう言って未十士は僕の前の席に座り、机の上に写真をバサッと置く。

　学祭作業をしないことでクラスメイトからとやかく言われないかちょっと不安にもなったのだが、廊下側一番後ろの二席はあまり目立つ席でもないので、まあ大丈夫だろう。

「いや本当に結構な量あるなおい……」

　僕の一言に無言でドヤ顔を決める未十士。デコピンしてやろうか。

　一枚一枚、なにかおかしな点が無いか一応入念にチェックをしていく。僕も今後のネタのためだ。手を抜くと面白そうなネタを見逃してしまう可能性もある。それは避けたい。

　……しかし、特筆すべきことは無いな……。教室にぽつんと制服が落ちている点や、その教室に置かれている小道具が一つ残らずきっちり壊されている点など、三組の人体消失事件に似ている点は多々あれど──それ以上のものは出てこない。

　僕がそんなことを思いながら写真を確認していると、

「ああ────!?」

　と未十士が叫びながら勢いよく立ち上がった。ガッ、と教室内の視線がこちらへと集まる。

「……こほん。すいません、なんでもありません。皆さん作業へお戻りください」

　少し恥ずかしそうにしながら未十士は着席し、

「はあー……いや、マジ、はあー……」

　と深いため息を吐つきながら項うな垂だれた。

「うわ、なんだよお前いきなり。なにか発見したのか？」

「ええ、はい。まあ、そういうことになりますねえー」

　うわ、とびきり雑な返事。なんだこいつ、一体何を発見したっていうんだ？

「いや私の趣味は謎解きで、今回の人体消失事件そのものが謎みたいなものですから？　真相がわかったというのはとても喜ばしいことですし？　そこに関しては楽しみを得ているんですけれど」

　言いながら未十士は僕に一枚の写真を手渡してくる。その写真は、袴など損害を被る側とは反対のこちら側──廊下側を写しているものだった。丁度今座っている教室の後ろ側を中心とした写真だ。

「でもなんというか……悪い意味で期待を裏切られたといいますか……。そっちかーい！って感じですよ」

　そう言って、未十士はその写真の一カ所を指で示す。

　示されたのは、廊下側一番端の僕の席──の後ろの席だった。

「明らかにおかしいですよね、これ」

「……確かに。おかしいな」

　僕は思わず後ろを振り返る。うん、机は置かれていない。視界に入るのは壁と横の扉だけだ。

「そうなんです。廊下側で一番端に置かれているのは、唯乃さんの机なんですよ。なのに、夜になるとそこにもう一つ机が追加されている」

　更に、と未十士は赤ペンを手に取って、

「見てくださいこれを。この机はただ置かれているわけじゃあない。机の中には『置き勉』が存在し、横には『巾着袋』が掛けられている。『人間が使った痕跡』があるんです。これはつまり」

「──『もう一人、クラスメイトがいたかのように見せている』ってことか……？」

　はい、と未十士は静かに頷うなずく。

「ここで、ちょっと確認しましょう。今一番ホットな話題──人体消失事件を。あの事件はその名の通り、『人間がこの世界から消失する』という事件です。記憶にも記録にも残らず、世界から存在が消失する。なのに、私達は何故人が消失したことがわかるのか」

「……消えたのはあくまで身体だけであり、服やその他痕跡は残ったままだから」

「そうです。人体消失で消えるのはあくまで人だけであり、人以外は消えません。つまり、この写真と現状を照らし合わせて考えると──今日の夜に何者かが『人体消失が起きたという状況』を作り出す、ということです」

「見せかけの人体消失を作るってことか。一体なんのために──!?」

「お気づきになりましたか？」

　未十士はにやりと笑い、

「ああ。そうか。確かに僕達の学校で起きる人体消失事件は、ただの人体消失事件じゃあなかったな……。『器物破損』。犯人の狙いは、これか──！」

「はい。この学校では二日前にも同様の事件が起きました。そして今日も起きる。私達はきっと、『これは連続性を持った人体消失事件だ！』と思うことでしょう。器物破損はこの学校特有の要素の一つでしかなく、あくまで主となるのは人体消失事件であると、そう思ったことでしょう。それこそが犯人の狙いだったんです。実際は人体消失は要素の一つであり、主となるのは器物破損。この事件は『器物破損を伴った人体消失事件』ではなく、『偽にせの人体消失を伴った器物破損事件』だったんですよ！」

　なるほどな。木を隠すなら森の中、ということか。より大きな事件を起こすことで、小さな事件から目を逸そらさせる。

　器物破損と人体消失。時流も合わせて考えると、どちらの方が人目を惹ひくのかなんて一目瞭然だ。人体消失に決まっている。だから犯人は、大きな事件──人体消失事件を偽装したのだ。

　未十士ははあ、とため息を吐き、

「今晩はカレーだよって言われて、ルーカレーを期待していたら出てきたのはドライカレーだったみたいな……いやどちらも美味おいしいし好きなんだけれどなんかこう……今の自分の需要にマッチしていない感じです」

「言いたいことはわかるけれども……」

　まあ、未十士が項垂れるのはわかる。当初は人体消失事件として今回の謎に取り組んでいたからな。僕としては、これはこれでミステリーみたいでちょっと面白いけれど。逆にネタとしては使いやすそうだとすら思える。

「で？　どうするんだこれから」

「……犯人は捕まえます。予定どおり待ち伏せをして。期待と違うものになってはしまいましたが、乗りかかった船というやつです。クラスの皆さんの頑張りを無駄にするのも後味悪いですし」

　細峰先輩と話していたときよりも明らかにテンションを落としながら未十士は言う。

「まあ、そう気を落とすなよ。僕も手伝ってやるから。な？」

「……それは、項垂れている未十士早來が可哀想かわいそうだから、立ち直るための力になりたくて、ということですか？」

「いや、単純に小説のネタになりそうだから」

　僕が一瞬の間も置かずにそう言うと、未十士は「唯乃さんのぼけなすー！」と言いながら僕の足をてしてしと蹴ってきた。

　普段は僕がからかわれているからな。いい気味だ。

　確かに多少未十士が言った様な側面もあったっちゃああったが──それを言うとまた「唯乃さんは私のこと大好きなんだから！」みたいな反応が返ってくるのが目に見えていたので遠慮しておいた。

　それに常に前を向いているこいつのことだ。最初のがっかりという反応は正直な気持ちだったかもしれないが、てしてし足を蹴ってきている今はどっちかっていうと暇な時間が生まれたから構って欲しいだけだろう。夜まで長いからな。絶対元気だよこいつ。

「足を蹴るな」

「傷心中の美少女に脳天チョップ!?」

　ほらね。







「……ちょっと動いてもいいか」

「駄目です」

「お願いだ……頼む……！　もう限界なんだよ！」

「いやちょっと！　ごそごそするの止やめてくださいよ！」

「仕方がないだろ！　なんかが太もも裏に突き刺さっていて痛いんだよ！」

　二十一時過ぎ。




　僕と未十士は、一年一組の教室にある掃除用具入れの中に無理矢理入っていた。




　いや、特別な経験はネタになるとは言ったけれど、まさかこんなベタベタ展開を経験する日が来るとは思わなかったわ……。

　運命カメラが写し出した写真に記載されていた時刻は二十二時。しかしあの写真では既に全てが終わった後だったため、実際犯行が行われるのはもう少し前だろうと僕達は推測した。

　色々考えた結果、一時間前に掃除用具入れに隠れることに。まあ、教室内ではここくらいしか隠れるところないしな……。仕方がないといえば仕方がない。

　ちなみに、夜間に侵入する際ネックだった教室の鍵は未十士が昔趣味で会え得とくしたらしいピッキング技術でいとも簡単に開けていた。僕は普通に引いた。

　で、今である。

　僕と未十士は掃除用具入れの中に隠れていた。経歴に似合わず小柄な未十士だからこそできる芸当だろう。暗闇なのも相まって、変に音を立てなければ犯人にバレる心配もない。そこはいい。そこはいいのだが──

「もう無理だ。これ以上我慢すると僕の太ももに望まない穴が開く。動くわ」

「え!?　唯乃さんちょっと！　や、止めてください！　あ、擦こすれて……んっ！」

　問題はこれだ。未十士がとても近い。いや、掃除用具入れの狭さ上仕方のない問題ではあるのだが……それでもだ。

　なんだこのシチュエーションは。現実か？

「止めろお前。別に変な部分に触れてはいないだろうが。変な声を出すな」

「やや、お気に召しませんでしたか。今更ながら唯乃さんの貴重な執筆時間を頂いたことに対して罪悪感を抱いてしまいまして。なにかお返しを差し上げなければなと」

「本当に今更過ぎる！　もっとあるだろお返し！　なんでわざわざ最悪なチョイスをした!?」

　止めてくれ！　僕に「今ぴったりとくっついているのは女性である」ということを認識させないでくれ！　女性とこういう風に触れ合わない人生を送ってきたんだ。紳士であろうと滅め茶ちゃ苦く茶ちゃに頑張っているんだぞ!?

　布越しに伝わる体温だけでも結構ドキドキしているんだぞ!?

「私の胸が大きければ、この待ち時間ずっと唯乃さんに癒やしの感触を提供できたのですが……いやまあしかし、小さいお陰でこうやって掃除用具入れに収まったわけですし」

「止めろ、変なことを言うな。それに小さいお陰って言うけれど、かなりぎゅうぎゅうだぞ……。お前、扉に頭常にぶつかっているだろ」

「まあ、無理矢理閉めましたからね。でも仕方のないことです。閉まらなければ目的を達成できないのですから。──唯乃さんに私を意識させるという目的を！」

「犯人に見つからないよう隠れるって目的だろうが！　なんだそのクソ迷惑な目的は！」

　この距離感なら意識せざるを得ないわ！　布何枚もの隔たりがあるとはいえ、女性とぴったりくっついているというこの状況だけで相当だぞ!?　男子高校生舐なめんな！

「まさかお前、暇つぶしにわざとセクハラ発言して僕をからかっているな!?」

「いやいやまさかそんな！　私がそんな幼稚なことをするとお思いですか！　確かにいつもはあまり私を『素敵な乙女』として扱わない唯乃さんに対して、ここぞとばかりに女性アピールをかますことができるなとは思いましたけど！　それだけですから！」

「十分だよ馬鹿！　素敵な乙女はこんな幼稚なことをするか！」

　僕がそう突っ込むと、クスクスと未十士の楽しそうな笑い声が耳に入ってきた。こいつ……！　何が素敵な乙女だこの野郎……！

　暗闇になれてきたのか、夜目が利きいてきた。未十士のやつ、一体どんな顔して笑っていやがるんだ？　面つらを拝んでやらあ……！

　そう思いきっと下を向く僕。すると……




「ふぁ……!?」




　未十士と目が合った。

　掃除用具入れの小窓から薄く差し込む月明かりが、ちょっとだけ未十士の顔を照らしていた。大きな瞳は潤んでおり、顔はどことなく赤みがかっているように見えて……んん？

　そういえば、僕もドキドキしてあまり気にしていなかったが、よくよく考えてみればくっついている未十士の体温なんだか高くないか……？

　僕は思わずもう一度未十士の方を向く。またもや目が合う。

　いつもと違うシチュエーションだからか、はたまたぼんやりと照らしてくる月明かりのせいか。未十士なんかに対してちょっと妖よう艶えんさを感じてしまい、唇の方に目が行って──

「ちょっとカメラ！　カメラ出てきてカメラ！　僕らとお話ししようよカメラくーん！」

『えエ……』

　不法侵入した深夜の学校だということもお構いなしな僕の必死の叫び声に、明らかに困惑して引いているような声でカメラが応答してきた。

『今いいとこだっただロ……ボクわざわざ水を差したくないんだガ……』

「そんなことない、ナイスだカメラくん！　さあ一緒に楽しくお話ししようじゃあないか！　できるだけ性のことを意識しない感じの話題チョイスで頼む！」

『しかも話題振るのボクかヨ。あー、じゃああれダ。オマエ、妹いたロ。その話とかどうダ。妹とはいえ、身内の話ってのは性の話とは遠い位置にあるだロ』

「あ、私も気になります。唯乃さんちの家庭事情」

　ベストチョイスだカメラくん！　特に未十士の気を引いた辺りが本当にナイス！　わざわざ蒸し返さずに済む！　僕の心の欲望に百パーセント応えてくれているぞ！

「とはいっても、特筆すべきことはないんだけどな。至って普通だし、僕の妹」

「他にご兄きょう妹だいはいらっしゃらないんですか？」

「ああ。妹だけ。四人家族だよ。今んとこは仲良くやってる。……今年で中学二年だし、これから反抗期が来るって考えるとちょっと辛つらいところはあるが……」

『良いじゃあないカ。きちんと育っている証拠だロ』

「なんで親目線なんだよお前は」

　しみじみとした口調で話すカメラに思わず突っ込む。身体からだを持っていたならうんうんと頷うなずきながら話してそうだ。

「反抗期かあ。考えてもいませんでしたね。うちもそうなるのかなあ」

「え、なにお前。兄妹いるの？」

「はい。兄妹というか、姉妹ですね。姉と妹が一人ずつ」

「うわあ」

「おい、一体どういう心情が漏れ出たんですか今」

　いやだって、あの未十士早來の家族だぞ？　絶対どぎついに決まっているだろ……。

『お前の考えている通りだゾ。あの姉妹はヤバイ』

「なんですかカメラさんまで。至って普通の家族ですよ！」

　未十士はバシバシと僕を叩たたいて反論する。おい止めろ、埃ほこりが立つだろうが。

『いや、それはなイ。じゃあなんか例を挙げて訊きいてみたらいいだロ』

「唯乃さん！　普通の妹は毎朝学校に出かける前に数分間のハグを請こうてきますよね!?」

「もう止めろ未十士。恐らくお前の家族は普通じゃあない」

「ええ!?」

　断片だけで多分違うことがわかってしまった。絶対その妹はシスコンを拗こじらせている。

　僕とカメラで未十士の家族に若干の恐怖を覚えていたら、

「っ……お二人ともお静かに。誰か来ます」

　さっきまでとは打って変わって、真剣な声色で未十士が僕達にそう忠告してきた。

　数秒後、カチャン、と鍵の開く音と共に、静かに教室の扉が開く。

　犯人のお出ましだ。

　事前に決めた位置に犯人が辿たどり着いた時に掃除用具入れから飛び出し、力がある未十士が取り押さえるという段取りになっている。僕は、いざという時のために待機だ。

　一歩、二歩、三歩──今だ！

　僕は勢いよく掃除用具入れの扉を開ける。同時に、未十士が前線に出てスマホのライトで犯人を照らす。

「そこまでです！　貴方あなたの犯行は既にお見通しですよ！　大人しく観念なさい！」

「────！」

　いきなり光を当てられて犯人は顔をしかめる。さて、一体誰がこんなことを──!?

「……布束先生!?」

「っ──！」

　思わず犯人の名を声に出してしまった。未十士から強い光を当てられていたのは、手芸部顧問、家庭科の男性教師──昼間話題に上がったばかりの、あの布束先生だった。

「くそっ！」

　布束先生は素性がバレたとわかった途端──未十士が縫製した薄桃色の袴に向かって一直線に走り出した。

「なにをする気ですか！」

　未十士が止めようとするも、先生は一心不乱に袴に手を伸ばす。

　そして──鞄かばんの中から取り出したナイフで、未十士の袴を切り裂いた。

「なっ──！　なにをするんですか！　そんなことをしても意味なんて！」

「うるさい！　黙れ！」

　先生は未十士の袴に留まらず、他の生徒が作った袴や小道具、壁紙など無差別にナイフで傷を付けていく。

　ああ、これはもう──やるしかないか。いざという時だ。

　僕は心の中でそう決心するやいなや、制服のポケットから懐中時計を取り出し、ボタンを押して蓋を開けた。




　そして、世界は三分巻き戻る。




　三分前は、丁度僕達が掃除用具入れから出ようとする直前だった。

「未十士、犯人は手芸部顧問の布束先生だ。理由はわからんが、先生は言葉では止められない。スマホで照らすと、一瞬だけ怯ひるむ。その隙に動きを封じた方がいい」

「……戻ってきたんですね。わかりました」

　小声で未十士に指示を出す。未十士もすぐに事情を理解してくれた。ありがたい。

　そう。
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　僕も未十士同様──超理具の所有者だ。




　超理具の名は「懐かい旧きゅう時ど計けい（未十士命名）」。見た目はなんの変哲も無い懐中時計なのだが、「蓋を開けると世界の時を三分巻き戻せる」という、これまた理ことわりを超えた能力を持っている。一度使用すると三分かけて自動で蓋が閉まるまでは再度使えない（連続使用できない）という縛りは存在するが──運命カメラと同じく、使い勝手の良い能力だろう。

　未十士が僕に頼ってくるのも、この懐旧時計があるからだ。簡単に言えば、この超理具を使用すれば「失敗」することがないのだから。

　今回の失敗も未十士に伝えた。こいつはこれで聡そう明めいだ、こんだけ言っておけば前回の未来でなにが起こったかは大体考えつくだろう。

　僕は掃除用具入れの扉を開ける。前回と同じ様に、未十士はスマホで布束先生を照らし──そして前回とは違い、そのまま先生の方に向かって走り出した！

「ちょっと失礼しますね！」

　クラスメイト達の机を踏み台にして、未十士はホップステップジャンプの要領で先生に近づいて行く。そして──




「結構痛いとは思いますが、内申点に響かせるのだけは止めてくださいね！」

　光に怯んでいる先生の頭上に、勢いよくかかとを落とした。




「あぐぁ……!?」

　悲痛な声と共に、その場に崩れ落ちる布束先生。うわあ……あれは痛いだろうなあ……。

　ともあれ、悪は倒れた。一件落着だな。

　僕達はそそくさと先生の手足を縛り上げる作業を始めるのだった。







　数十分後。頭に強い衝撃を受けて気絶していた先生の意識が回復した。目を覚ましてすぐに抵抗しようとしてきたものの、手首足首ががっちり縛られていることがわかると、この世の終わりだと言わんばかりに青ざめてその場に項うな垂だれてしまう。

　教師としてあるまじき行為に及ぼうとしたのだ。当然の感情である。

「布束先生、おはようございます。先生が起こそうとした『人体消失事件』のトリックに関して、私なりに推理してみたので、確認させてください」

　未十士は待っていましたというように、ウキウキで解説を始める。

「まあ、そもそも『人体消失事件』として取り扱うことが間違いですね。布束先生、貴方が起こそうとしたのは──人体消失『偽装』事件です」

「──！　な、なにを」

「反論は無駄ですよ先生。気絶している間に、鞄の中を見させていただきました。……持ってきていますよね、女子の制服を」

　僕は先生の鞄から女生徒の制服を取り出し、机の上に置く。先生はそれでも何か言おうとしたが、覆くつがえせるほどの台詞せりふが思いつかなかったのかそのまま黙ってしまった。

　未十士は制服を自分の身に当て、

「つまり、先生は架空の人物を作り上げようとしたのです。そしてその人に罪を被かぶせようとした。今、世間は人体消失事件の話で持ちきり。だから『まるで人体消失が起きたかのような状況』さえ作ってしまえば、現場を見た目撃者達は必然的にこう思ってしまうわけです──『自分はここにいたはずの人間の記憶を失ってしまったのかもしれない』と。少しでも疑念を抱かせればしめたもの。後は生徒達が盛り上がっていき勝手に『人体消失が起きた』と判断してくれる──そんな風に考えたのでしょう」

　くるくると先生の周りを回りながら未十士は推理の説明を続ける。

「そのための下準備もしてきてましたね。見ましたよ、教室の外。どこからか机と椅子をセットで持ってきていましたね？　机の中には『まるで置き勉をしていたかと見せかける』ための教科書や筆記用具などが入っていました」

　こちらも既に確認済みだ。工作用の道具は既に全て揃そろっていた。

「それを一組の教室に設置し、『あたかも一人の生徒が存在していた』かのように見せる──これこそが先生が考案した、明日起きるはずだった人体消失のトリックです」

「……な、なんでそこまで……！」

　憎らしいという感情をこれでもかと声に乗せて、布束先生は未十士を睨にらむ。未十士はふふんと笑い、

「私の手にかかればこれくらいの謎は一瞬で解けますよ。残念でしたね！」

　と胸を張って宣言した。まあ、「未来を写すカメラで知りました！」とは言えないよな。

　僕は昼間未十士がショックを受けた、クラスの誰にも当てはまらない机が置かれた写真を思い出す。

　人体消失事件が起きた後に見たら、『もしやこの席は消失した生徒の席なのでは？』と疑ってしまうが、起きる前に見てしまったらただの違和感でしかない。

　布束先生からしてみたら、そんなわかり方あるかよって感じだろうけれど。

「人がいた痕跡さえ残しておけば、後は想像力豊かな若者が勝手にそれを人体消失に結びつけていく──先入観や誰もが持つ非日常への憧れ、そういった人の心理を突いた、素晴らしいトリックです」

　当初、まんまと乗せられて人体消失に結びつけ、一人ワクワクしていた未十士がなんか言っていた。なんでそこまで「まあ私は最初から気づいていましたけど？」みたいな顔できるんだお前は。

「さてさて、以上がこの学校で起きた人体消失偽装事件に関しての私の推理の全てです。後は正解か不正解か、この事件の当事者である貴方から回答を頂きたいのですが」

　そう言って期待に目を輝かせながら未十士は先生に返答を促す。

「……その通りだよ。未十士、お前の推理が全てだ。俺は、人体消失事件を利用して、お前らのクラスの小道具をぐちゃぐちゃにしてやろうと思った」

　その言葉を聞き、未十士は「よし！　よし！」と嬉うれしそうに笑いながらガッツポーズを繰り返す。

　風ふ情ぜいってものがないのかお前は。

「くそ……人体消失が起きただけであの騒ぎだ。絶対に上手うまくいくと思ったんだけどな……お前らに目を付けられるとは……！」

　ら、って。僕も未十士と同類扱いされていないか？　心外だな。僕はただ人生経験を積んで、小説に反映させたいだけなのに。

　あ、反映させると言えば……。

「先生、一体なんでこんなことを？」

　動機を聞いておかないと。文章に落とし込んだとき、リアリティが薄くなる。

　布束先生は、吐き出すように言葉を発し始めた。

「今度な、手芸部部長が全国コンテストに出場することになった。品目は着物。……俺はなあ、過去、あと一歩のところで受賞に届かなくてな……悔しかったよ。だから、生徒達にはあの気持ちを味わわせないよう、厳しく指導してきたんだ。だから、全国で通用するレベルまで生徒に技量が付いたのは嬉しかった」

　ちょっとだけ口角を上げながら先生は言う。

「ただ、その部長は力はあるんだがちょっと引っ込み思案でな。全国で通用するには技量だけでは足りない。自分の作品に自信を持たなければいけない。だから、手先だけではなくメンタル面の強化を図ってやらねばならない。そう思っていた矢先のことだ。授業でこの教室に来たとき──俺はその袴を見てしまった」

　先生は、ゆっくりとある一点を指さす。先にあるのは、未十士早來作の袴。

「これは駄目だ。俺は一瞬でそう思ったよ。圧倒的すぎるデキの良さ。おかしい。高校生、しかも一年生が作れる代物ではない。そして、こうも思った。『これを見たら、きっとあの部長は、自信を失ってしまう』。人間というのはそういうものだ。圧倒的な才能を見たら、自分の天井を理解してしまう。これはいけない。あの子にはもっと上に行って欲しい。だから俺は、一人の生徒のために──この計画を練った」

　未十士早來は天才だ。そしてその才能は、人に影響を与える。

　良くも悪くも。

　今回はそれが、悪い方に傾いた。

　だから時を戻す前、先生は一目散に未十士の袴を切り刻みに行ったのだろう。失敗したことがわかっても、第一目標だけは確実に達成しようとした。

「俺も教師だ。こんなことをしていいのかという葛藤は勿もち論ろんあった。でも──」

「あ、すいませんちょっといいです？」

　先生が熱を籠こめて動機語りを続けようとしたその時、未十士がそんなことどうでもいいというような声色で手を挙げてきた。

「一応お前が動機の核だぞ。聞こうとは思わないのかよ」

「全く思わないですね。ここまでされることはそうそうないですが、こういった感情をぶつけられることは日常茶飯事ですし。私としては趣味さえ進められれば別に聞かなくともよいことです。わざわざ聞いたところで、意味など無いでしょう」

「相変わらずだよお前は……」

　未十士早來は、自分が楽しいと思うこと、自分が興味を惹ひかれたこと中心に生きている。今回の場合も、以前同じ様な状況に陥ったときも、同じ様な態度だった。未十士の感覚からして、先生の動機はありふれたものであり、全く興味を示せなかったのだろう。

「先生。先生は恐らく、自分が悪事を働こうとしたことを私達の手によってこれから世間にばらされるのではと思っているかもしれませんが──そんなことはありません。私も唯乃さんも、今回の件を他者に口外することは一切ありません」

「僕がトリックを作品内で使うことはあるかもしれませんが、その程度です。先生が特定されるような情報は一切書きません」

「その代わり、といってはなんですが……先生には、もう少しだけ私の趣味に付き合って貰もらいたく思います」

　未いまだ手足を縛られたままの先生の元に、とことこと未十士は近づいて行き、




「はい、ちーず」




　ぱしゃり、と夜の校舎にシャッター音が鳴り響いた。

　予想だにしない行動に啞あ然ぜんとする布束先生。気にせず写真に文字を入れる未十士。そして、相変わらず良い趣味してんなこいつ……と呆あきれる僕。

「先生結構写真写り良いですね！　一発で綺き麗れいに撮れましたよ！」

　そう言って未十士は今日の日付を記し「解決！」という言葉と共に自作の顔文字を添えたスタンプを押した写真を先生の眼前に置いた。

「解いた謎をスクラップするのも趣味でして。誰にも見せることはないですが、この写真と共に今日の事件をまとめさせていただきますね！」

　未十士の言葉に顔を引きつらせる先生。わかりますよ、その気持ち。

　なんだこいつってなりますよね。

　隠したい事件を、よりにもよってあの未十士早來にまとめられて手元に置かれる。本人に自覚はないだろうが、これ以上ない再発防止効果を持っているだろう。

「これにてこの事件に関わる私の趣味は終了です。ご協力、ありがとうございました！」

　場の空気など一切読まず、満足げに一礼する未十士。やっぱお前すげえよ。

　史上最強だよ、色んな意味で。

　帰宅する前に、未十士と二人で呆ぼう然ぜんとしたままの先生の拘束を解く。

　過あやまちを犯したことには間違いないが、公になることは無く明日も出勤できるのだ。せっかくなので、これだけ伝えておこう。

「今日の昼頃、手芸部部長の細峰先輩がうちのクラスに来ていましたよ。噂うわさになっている未十士の袴を見に」

「!?　な、あいつなんてことを!?」

　先生は血相を変えてこちらを見てくる。曲がった感情ではあるものの、生徒のことを思ってはいるのだろう。

「安心してください。先生が予想したような事態には全くならなかったですよ。勉強になった、やる気が出たと、前向きな感情を示して戻られました。今日会ったばかりの僕が言うのもなんですが、先生が思っているより細峰先輩は強い方だと思います」

　僕の言葉を聞いて、先生はなんとも言えない表情を浮かべる。

　細峰先輩の心が折れなかったことへの安あん堵どと、自分が世間体をかなぐり捨ててまでことに及んだ覚悟が無意味だったというやるせなさ。そういった感情がごちゃ混ぜになったような表情。

「そうですよ」

　僕の言葉に、事件の元凶である未十士が続く。

「紬ちゃんは才あるお方です。努力を続ければきっと大成することでしょう。この私が保証します！」

　他人の心を折るほどの才能を持った未十士。事件の発端となった史上最強のアマチュアが、細峰紬の才能を認める発言をした。

　布束先生はその言葉を聞き、ボロボロと涙を流し始める。

「俺は……俺は……なんて馬鹿なことを……」

　自分の罪を嚙かみ締めるかのように言葉を漏らす。




「くそっ……先に、この学校で人体消失なんて起きなければ……！　それに感化なんてされなければ……！　俺の心が弱かったばかりに……！」




　床をどんどんと叩たたいて嘆く先生。……いや、ちょっと待て。

「先生。今、なんと仰おっしゃいました？　『この学校で人体消失なんて起きなければ』？　この学校で起きた人体消失は、二回とも先生が起こしたエセ人体消失なのでは？　一回目──三組の事件は、人体消失ということを生徒に意識づけるために、先生が起こしたものなのではないのですか？」

　未十士が真剣な声色で確認する。

「……いや、違う。俺が起こしたのは──起こそうとしたのは、今回だけだ……。三組で起きた人体消失事件を見て、俺はこの犯行を思いついたんだよ……」

　先生が起こそうとしたのは今回だけ。三組の人体消失に感化されて思いついた。ということはつまり──三組の人体消失事件だけは、本当の人体消失だったということ。




　この学校では、本当に人体消失が起こっていたということになる。




　意気消沈する布束先生。それとは真逆に、未十士早來は──目を爛らん々らんと輝かせていた。

「ねえ、唯乃さん」

「……なんだよ」

　嫌な予感がする。怖いほどに声色が明るい。未十士は泣き崩れている大人の横で、宝物を見つけた子供のように満面の笑みを浮かべ、

「これから、まだまだ楽しくなりそうですね」







　寝不足だ。

　昨日、家に着いたのは結局日付が変わった後だった。それから事件のトリックをまとめて、応募用小説を進めて、投稿用小説にも手を付けて……。

　気づけば外が明るくなり始めていた。取れたのは睡眠というか、最も早はや仮眠レベルだ。

　そんなこんなで今非常に眠たい。

　僕は席に座り、今一度教室を眺める。昨晩あんなことがあったとは思えないくらい、いつも通りの光景。道具達は全て傷一つなくそのまま窓まど際ぎわに並べられている。

　……ん？　あれ、なんとなく違和感が……？

　僕が正体不明の違和感を覚えたその時、

「おはようございます」

　僕の前の席に未十士が座ってきた。

「おはよう。お前の席はここじゃあないだろ。なんの用だ」

「用がなくとも来たっていいではありませんか。爽やかな朝を儚はかなげな美少女と他愛もない会話で楽しみましょうよ」

「誰が儚げだ。生命力の塊みたいな人間がなにを言っていやがる」

「美少女の部分は否定しないのですね」

　何故なぜか勝ち誇ったように未十士はにやりと笑い、

「まあ、今日は普通に用がありまして。ほら、昨日夜遅くまで私の趣味を手伝っていただいたじゃあないですか。そちらに関して、お礼をさせていただこうかなと思いまして」

「……なにか裏とかないよな？」

「人の善意に裏を感じ取ろうとしてはいけないですよ。私は心からの感謝を込めた品物を持ってきたのですから。ええと、こちらを」

　正論をかまされてぐうの音も出ない僕の机の上に未十士は折りたたんだ小さな布を置いてくる。

「昨晩付き合っていただいたお礼として、ハンカチをどうぞ」

「おお、普通に気が利きくお礼品。悪かったよ疑って。さんきゅ、ありがたく頂くわ。……もしかして手縫いか？」

「勿論です。実は昨晩帰宅してから、なぜか創作意欲がめきめきと湧いてきてですね。新たに袴を一着縫ったんですよ。ほら」

　未十士は以前薄桃色の袴があった場所を指差す。

「そちらのデキが良かったので、取り替えたんです」

「本当だ。ガラは一緒だけれども、紺色の袴に替わっている」

「大人っぽい私にはそういう落ち着いた色の方が似合うかなと。で、せっかくなのでハンカチも一緒に作ったのです。急ごしらえではありますが、そちらもデキはいいですよ」

　ふふん、とドヤリながら言う未十士。なにがせっかくなので、だよ。片手間で縫えるものでもないだろ。

　誰が大人っぽいって？　と突っ込んでやろうかと思ったが、良い品を貰えたこと、化粧で隠したつもりなのだろうが目の下にうっすらと隈くまが見えたのでやめておいた。

　こういうことをするから憎めないんだよなあ。

「よし、受け取りましたね。では、これからまだまだ人体消失事件について調べる予定なので、よろしくお願いしますね！」

「うわ、汚きたねえこいつ！」

　舌をぺろりと出して茶目っ気を出してくる未十士。こいつ……！　憎たらしい……！

「さてさて、約束も取り付けたことですし、唯乃さんは眠そうですし、恥ずかしながら私も眠いので、そろそろ席に戻らせていただきますね」

「おう、わざわざありがとうよ。大事に使わせて貰うわ」

「ふふ、それはありがたいですね。こう見えて私、友達に何かをあげた経験っていうのが殆ほとんどないもので。……では、おやすみなさい」

　寝る気満々じゃあねえか。なんで夜みたいな別れ方してんだよ。

　未十士はそのまま、若干ふらついた足取りで自分の席へと戻っていった。

　……さて、僕も寝るか。ＨＲまでまだ時間もあることだし。

　僕は机の上に突っ伏そうと、未十士が置いていったハンカチを手に取る。貰もらったばかりのものをいきなり涎よだれ拭き代わりに使うのも忍びない。

「……あれ」

　僕はあることに気づき、ハンカチをもう一度よく見る。

　薄桃色で花柄。

　未十士から貰ったハンカチは、人の心を変えてしまう服で作られていた。











第二章　ナゾトキ女と未来を変える事故









「唯ただ乃のさん！　見てくださいこれを！」

　未み十とお士し早さ來きがちんちくりんな身体からだを目一杯動かして楽しそうに一枚の写真を見せてきた。

　入学してから今日までほとんど話したことのない未十士からの急なアプローチに、僕は面食らってしまう。どんなコミュ力してんだこいつ。

　十月頭。学園祭準備期間突入初日。

　クラスの雑用係に任命された僕は、彼女と共にクラスの出店に関して必需品である着物生地の買い出しに出かけていた。

　裁縫班も小道具班もレシピ発案班も、全部がこの女のせいで忙しそうだったからな……。クラスの皆みんなも僕の事情を考慮して、あまり忙しくない係を任せてくれたのかもしれない。

　基本的には買い出しと、言われた雑務さえこなせば良いだけだからな。

「いきなり声を張るなよ、びっくりするだろ」

「いやいや、待ちきれなかったんですよ！　せっかく他生徒が寄らなさそうな場所まで誘導したのです。良いでしょう！」

「誘導……？　どういうことだ？」

　買い出し案内は「私良い店知っていますよ！」と胸を張って言っていた未十士に一任していたのだが、なんかこいつ不穏なこと言い出したぞ!?

「騙だましていたのはごめんなさい、でも私の趣味のためなんです！　さあさあ唯乃さん、この写真を見てください！」

「今日初めてきちんと話したレベルなのに距離の詰め方がエグい！」

「な、何言っているんですか！　昔からの知り合いでしょう！」

　言っている意味がわからないまま未十士がグイグイと差し出してきた写真を受け取り、それを見る。

「たく、なんでそんなに僕に見せたが…………」

　途中で言葉を失ってしまった。隣では未十士が、「やっぱり」といった表情を浮かべる。そこに写っていたのは、僕と摘つみ方かた先輩が校舎裏で会っている場面だった。

　なんで、この場面を──いや、大丈夫だ。この場面を見られたくらいだったら、問題ない。

　写真を持つ手が震える。……落ち着け僕。何を心配しているんだ。たとえ相手が史上最強のアマチュアでも、僕の秘密を暴けるはずがない。

　あの件は無かったことになっているのだから。

「私は有名人なので、唯乃さんもご存じかもしれませんが……趣味をいっぱい持っているんですよ。ジャンルを問わず、様々な趣味をエンジョイしています」

「あ、ああ……知っているよ。だから色んな道に精通しているんだろ」

「そうですそうです。で、ですね。最近は『謎解き』という趣味にハマっていまして。興味を惹ひかれた謎を解明することにハマっているんです」

　何を言い出しているんだ、こいつは。なぜだかとても嫌な予感がする。

「もう勘づいているかもしれませんが、今回私が興味を惹かれた謎というのは、唯乃さんが写っているこの写真に関わることでして」

　鋭い目で未十士はこちらを見てくる。恐らく、蛇に睨にらまれた蛙かえるというのはこういう気分なのだろう。

「私、超理具という世界の理ことわりを超えた道具を所持しているんです。運命さだめカメラというのですが、このカメラは撮影時から三日以内に起こる運命の確定点を写し出します」

「……おいおい、電波発言は止やめてくれよ。何を言い出しているんだ」

「そして撮影されたのがこの写真。写真には昨日の日付が記されています。私がこれを撮影したのは、確か二日前でしたね」

　未十士は僕の言葉を無視して話を続ける。

「もう一度言いますが、このカメラは運命の『確定点』を写し出します。確定、つまり変化することのない未来を写し出すのです」

　これ以上は駄目だ。僕の勘がそう告げる。これ以上、未十士に踏み込ませてはならない。

　しかし、僕が何かを言う前に未十士は言葉を紡つむぎ、

「ここで、謎が生まれました。この写真の画えが、いつの間にか変わっていたのです。最初の画から、今の画へ。謎です。確定したはずの未来が変わっていた」

　そして、未十士は核心に触れる。




「唯乃さん。貴方あなた、なんらかの超理具を使って、未来を無かったことにしましたね？　『摘方由ゆ江えに告白してフラれる』──そういった未来を」




　未十士はドヤ顔でそう言った。




　　　　＊




　摘方先輩を校舎裏に呼んだ。

　異性の先輩を校舎裏などという人目につかない場所に呼んですることなど、一つしか無い。

　告白だ。

　入学当初に文芸部で知り合って約半年。本の趣味が合って、貸し借りする仲に発展して、よく話すようになって……気づけば好きになっていた。

　恋とはこんな簡単に落ちるものなのかと、我ながら驚いた。

　しかし、自覚したなら即行動に移さねば。相手はあの摘方先輩。色眼鏡を外しても相当な美人だ。いつどこで誰に狙われているかわかったものではない。

　ドキドキしてきたが、もう後には退ひけない。進むしかないのだ。

　僕は持ってきた手提げ袋をぎゅっと握りしめて、先輩の到着を待つ。すると、

「やあ、すまないね。ちょっと用事があって遅れてしまった。待たせてしまったかな？」

　ふわりと長い髪を靡なびかせて、摘方先輩はついにやってきた。

「い、いえ！　全然！　待ってないです！」

「あっはっは。どうしたんだい緊張して。声がうわずっているよ」

　恥ずかしい！　いやいや心が折れてはいけない。進め唯乃壱いち時とき！

[image: ]

「あ、あのですね。ちょっと先輩に伝えたいことがありまして」

「だろうね。なにかな？」

「あの、その……」

　もじもじするな僕。格好悪いぞ、男を見せろ！

　告白なんて、自作の中で何度も書いてきたじゃあないか！　最も早はやお前は百戦錬磨だ、恋愛マスターと言っても過言ではない！

　意を決し、僕は言う。




「摘方先輩。僕はあなたのことが好きです。付き合ってください」




　言った。一度口に出すと、気が楽になる。そして──好意が止まらなくなる。

　僕は頭を下げながら、浮かんだ言葉をそのまま口に出す。

「楽しそうに笑うところが好きです。何事にも楽しそうに取り組む姿勢が好きです。僕と、僕と付き合ってください」

　心臓が飛び出そうだ。世のカップルは皆こんなことをしてあんな風になっているのか。何が恋愛マスターだ。数秒前の自分を殴りたい。

「……壱時君」

　先輩が口を開く。僕は恐る恐る、頭を上げる。

　目に映ったのは──大好きな先輩の、申し訳なさそうな笑顔だった。

　ああ──そうか。

「ありがとう。とても嬉うれしいよ。うん。でも──ごめん。君の好意には応えられない」

　フラれたのか、僕は。

「今は自分のやりたいことを精一杯やりたいというかさ。恋愛とか、そういうところに目を向けようと思えないんだ。本当に申し訳ないんだけれど……」

　悲しそうな顔をする先輩。その表情を見て、僕はまた心臓が潰れそうになってしまう。告白に失敗するということは、今までの心地よく楽しい関係にはもう戻れないということなんだということを改めて知る。

　ああ。

　こんなことになってしまうのなら、いっそ──。




　そう思った瞬間、僕はポケットの中に隠し持っていた懐中時計をおもむろに取り出し、開閉ボタンを押した。




　三分前。僕が先輩に告白する直前に戻る。

「あっはっは。どうしたんだい緊張して。声がうわずっているよ」

「──すいません。なんとなく雰囲気に吞のまれてしまいまして」

「ああ、確かに。まるで告白でも起きそうな場所だしね。……まさか？」

「いえ、そういうわけじゃあ……」

　先輩の核心を突く質問を、僕は慌てて否定する。先輩は「なんだ、残念だな」とからかうように笑った。

「えーっとですね、呼び出させていただいた用件の方はこちらになります」

　僕はこんなこともあろうかとあらかじめ用意しておいた手提げ袋を先輩に渡す。

「ん、これは？」

「オススメの小説です。手元にある本は大体読み終わったって言っていたので、最近読んだ中で面白かった本をチョイスしてお貸ししようかと」

「ああ、確かに言ったね。うわあ、良いのかい？」

「ええ、ぜひぜひ」

「ありがとう。君のオススメは本当に面白いものばかりだからね。安心して読める」

　本の入った手提げ袋を受け取り、先輩はそんな嬉しいことを言ってくれる。

「喜んで貰もらえたようでなによりです」

「嬉しいよ。私は良い後輩を持った。鼻が高いね。……おっと、すまない。ちょっと学祭の関係があってね。悪いがもう戻らないといけないんだ」

「ああ、どうぞどうぞ。忙しい中呼び出してしまって申し訳なかったです」

「いやいや、嬉しかったよ。これ、ありがとう。読んだら返すよ」

　そう言って先輩は再度僕にお礼を言い、校舎内へと帰っていった。

　その姿が見えなくなったことを確認して、僕はその場にへたりと座り込む。

「ああ……フラれた……」

　口に出し、事実を咀そ嚼しゃくする。フラれた。ショックは強いが、思ったよりもダメージを受けていない気もする。自分の先輩への好意はそんなものだったのかと自分自身にがっかりすると同時に、すぐにとはいかないだろうがずるずると長くショックを引き摺ずることもなさそうで、そこに少しだけ安あん堵どする。

　せっかく未来を変えたのに、先輩への態度がよそよそしくなっては意味がない──そして、既にそういうことを考え始めている自分に気づき、また嫌になった。

　フラれたことに対する心の整理をしながら、僕は自分にもう一つの感情を抱く。

「情けないなあ……」

　フラれたことを無かったことにしたこと、それを見越して保険を持ってきておいたこと。

そんなことを実行した自分が、情けなくて仕方がない。

　他の男女は皆こんな現実を受け入れて、それでも毎日生きているというのに──超理具とかいう不思議アイテムに頼って、それらから惨みじめに逃げた自分が恥ずかしい。

「そんなことを考えながら、それでもこいつに頼ってしまうあたり、僕は駄目だ……」

　この懐中時計を手に入れてから、何度目かの自己嫌けん悪おに陥る。

　上を見ると、雲一つ無い晴天だった。

　澄んだ青が、汚い僕を責めているように感じて仕方がなくなり、僕は目を閉じた。




　　　　＊




「唯乃さん。貴方、なんらかの超理具を使って、未来を無かったことにしましたね？　『摘方由江に告白してフラれる』──そういった未来を」

　未十士早來は、力強い視線を僕に浴びせてくる。これは詰みというやつだ。恐らく、こいつは殆ほとんどを把握した上で僕に詰め寄ってきている。どう足搔あがこうとも、逃げることはできないだろう。

「──ああ、そうだよ。昨日僕はフラれた。お前の言うとおりだ」

「やっぱり！　よしよし、今回も推理は当たっていたようですね！」

　観念した僕の告白を聞いて、未十士は非常に嬉しそうに喜ぶ。おい、人が隠そうとした秘密を暴いてそんなに喜ぶな。人としてどうかと思うぞ。

「しかし、よく僕が未来を無かったことにしたってわかったな」

「簡単ですよ。……実はこの写真、最初に撮影した時は『唯乃さんが摘方さんにお辞儀をしている写真』だったのが、ある日を境に『唯乃さんが摘方さんに手提げ袋を渡している写真』に変わったんです。信じられなかったですよ、未来の確定点が変わるだなんて。私の様に未来を知ることができない限り、確定点は変えられないはず。でも──だからこそ、そのお陰でわかったこともありました。『起こるはずのない未来の確定点変動が起きている』──即すなわち、誰かが超理具を使って未来を変えたのだ、と」

　未十士はスマホを取り出しなにやら操作しながら言う。

「でも、それだけだったら僕が変えたのかどうかなんてわからないだろう。摘方先輩の方かもしれない」

「それは絶対にあり得ませんよ。変えたのは唯乃さんしかいません」

「なんで断言できるんだ」

「簡単な理由ですよ。まずそもそも、校舎裏で男が女にお辞儀するという状況から、私は唯乃さんが摘方さんに告白した可能性が高いと判断しました。そこまで考えたら後は楽勝です。フッた側よりもフラれた側の方が未来を変えるメリットがある──だから唯乃さんだと判断しました。あ、ちょっと失礼しますね」

　未十士はそう言うと僕の方に近づいてきて、

「写真撮りますよー。はい、ちーず」

　パシャリ、とツーショット自撮りをかましてきた。

「うわ！　なんだよいきなり」

「趣味で解いた謎を写真付でスクラップにしてまとめているんです。今回の件も、同様にまとめさせていただきますね。あ、安心してください。誰にも口外はしませんから……うっわ唯乃さん写真写りわっる！　滅め茶ちゃ苦く茶ちゃ怪け訝げんな顔してるし！　もうちょっと楽しそうに笑ってくださいよ！」

「無茶なことを言うな！　やめろ、もう一度撮ろうと近づいてくるな！」

　僕はぐいぐいと近づこうとしている未十士の肩を摑つかみ歩みを止めさせる。あんな急に写真を撮られて、笑えと言う方が無茶だろう！

「あと、唯乃さんにはもう一つ質問がございまして」

「なんだよ。こうなったらもう、僕に答えられることなら何でも答えるぞ」

「では、お言葉に甘えて。唯乃さんの所有している超理具は、過去に戻ることができる能力を持っていますね？」

　未十士のその言葉に、僕はちょっと面食らってしまう。なんでそこまでわかる？

「お、どうやらその反応から見るに正解なようですね」

「あ、ああ……しかし、なんでわかった？」

「手提げ袋です」

　当たった嬉しさを微み塵じんも隠すことなく未十士は言う。

「告白失敗時と未来変更時、両方の写真で持っていた手提げ袋。しかも未来変更時は本来告白する瞬間に渡している。ということは恐らく、『告白をする代わりに手提げ袋を渡したのだろう』──手提げ袋は告白失敗時の保険だったということがわかります。未来を変える方法は二通り。『先んじて未来を知る』か『未来から過去に戻る』かの二択です。でも、保険を持つということは、結果がどうなるかわからないから持っているということです。先んじて未来を知ることができるのであれば、わざわざ保険なんて持っていく必要がない。なので、唯乃さんの超理具はもう一つの選択肢──未来から過去に戻ってこれる超理具なのだと、判断しました」

「……悔しいがその通りだよ」

　僕の言葉に、未十士はふふん！　とドヤ顔をかましてくる。くそ、憎たらしい……。

「見せてくださいよ、唯乃さんの超理具！」

「ちょっと待て。……ほら、これだ」

　ポケットから懐中時計を取り出し、未十士に渡す。未十士は「ほおー、へえー」と声を漏らしながら隅々まで観察する。

「そこにボタンがあるだろ？　それを押すと、時計の蓋が開いて世界の時間が三分だけ巻き戻る。時を戻した後は、蓋が三分掛けて自動で閉まるんだ。その間は能力を使用できない」

「連続使用できないってことですか。はあー……」

「なんだよ」

「いや便利だなーと思いまして。過去に戻るのって良いですよねえ。ロマンがあります。懐中時計っていうのもまた良いセンスですよね」

「たった三分だけだし、蓋を開けたら強制的に時が戻ってしまうから本来の使い方は一生できないんだけどな」

「ふむ……過去に戻る……過去……懐なつかしい……懐旧……懐中時計……よし、この子は懐かい旧きゅう時ど計けいと名付けましょう！」

「おい待て。なにいきなり人の超理具に名前を付けているんだ」

「懐中時計だと他と差別化できないじゃあないですか。これはあくまで懐中時計ではなく超理具なのですから。新たな造語を作って名付けた方がわかりやすいですって！　あっ……それとも唯乃さん、懐旧の意味をご存じない？」

「やめろ、煽あおるような目でこちらを見るな。昔のことを懐かしく思う──みたいな意味だろ、確か」

「ですです。懐旧と懐中、響きも似ているし語呂も良い。素晴らしいネーミングセンスじゃあないですか！　これはもう懐旧時計と呼ぶほかありません！」

「ああ、わかったわかった。もう良いよそれで。懐旧時計な、懐旧時計」

　未十士のよくわからない理屈と無駄に強い圧に押し負けてしまった……。まあ、いいか。どうせこいつの前以外では使わない言葉だ。

　僕が心の中で一人なんとか納得し頷うなずいていると、

『いや、三分で何ができるっていうんだヨ。微妙に扱いにくいだロ』

　と、どこからともなく感情のこもった電子音声が聞こえてきた。

　というか、直接脳内に響いてきた。

「いやいや、結構色々できますよ、三分って。清算終わった後に買い忘れたものとかあったことに気づいたときとか、もう一回レジに並ばなくて済むじゃないですか」

『そう聞くと便利だけど、それでも超理具を使う割には小ちっちゃいナ……』

「時間を巻き戻し続ければビュッフェの料理全制覇だってできますよ！」

『世界の理ことわりを超えてまでやることがそれで良いのかって思うゾ』

　そして、その電子音声と未十士が会話を続ける。

　──え、いや、どういうこと!?

「待て待て未十士。僕への説明を放棄するな。なんだ？　今この場にはもう一人人間が存在するのか？　透明人間かなにかか？」

「いやだなあ唯乃さん。透明人間なんてこの場にはいませんよ。今の声はこの方です。じゃん」

　未十士は首にぶらさげていたポラロイド型のカメラを持ち、




「こちらが先程お話しした私の超理具、運命カメラさんです。未来の確定点を写し出すから運命カメラ。命名私。このカメラさん、喋しゃべるんです」

『よろしク』




「あー…………ん……？」

「心配しないでください。声が聞こえるのは私や唯乃さんのような超理具所有者だけらしいので。他の方には聞こえていません」

「いや、そこに関しては確かに心配だったが今はどうでもいいというか……え、なに？　喋るの？　超理具が？」

　僕は未十士が持っている運命カメラを指差して、もう一度確認する。

『よろしク』

「ああ、よろしく──じゃなくて！　え！　喋るの!?　超理具が!?　ものだろ!?」

『声を荒げるなよ恥ずかしイ。人の目を考えロ』

「誰のせいで荒げていると思っているんだよ！　いやマジでなんだこれ。現実かこれ」

『現実だヨ。お前だって超理具なんてもんを持っているんダ。今更だロ』

「いやまあそう言われたらそうなんだけどさ……」

　……いや、確かにそうだな。そう言われてみればそうだわ。未来を見たり時を戻したりできるんだ。そりゃカメラも喋る。……喋るよな？　うん、喋る喋る。

「いや無理だろ！　全然納得できない！」

「もう観念してくださいよ。自分の常識より目の前の現実です。唯乃さんがどう思おうと、カメラさんは喋れるんですから」

　未十士にため息を吐つかれながら説得される。僕は未いまだに現実との折り合い点が見つからなかったものの──

「──僕は唯乃壱時だ。よろしく、運命カメラ」

『おう、よろしク』

　絞り出すように自己紹介をしたのだった。

『しかし、やっぱり連続使用できないっていうのは勿もっ体たいないナ。必ず蓋が閉まるまで三分待たなきゃいけないものなのカ？』

「ああ、らしいぞ。買ったときにそう説明された。『蓋は三分掛けて自動で閉まるから、三分より前には戻れない仕組みになっているよ』って。あ、未十士お前、今更だけど丁重に扱えよ。それ五千円もしたんだぞ。買ったからには長く使いたいし」

「誰に言っているんですか。人のものを手荒く扱うはずないでしょう。美少女ですよ？」

「美少女に『ものを丁重に扱う』という意味があるとは知らなかったわ」

「これを機にまた一つ賢くなりましたね……って、ちょっと待ってください。唯乃さん、これ買ったんですか!?」

　びっくりしたように懐旧時計を指差しながら言う未十士。

「ああ、そりゃそうだろ。購入以外にどうやってこんなもん手に入れるんだよ」

「いつ、どこで、誰から!?」

　なんだかぐいぐい質問してくる未十士。その目はきらきらと輝いている。

　こいつ、もしや興味本位の好奇心のみで訊たずねてきているな？　まあ、隠すほどのことでもないし、普通に教えてやるか。

　あれは今からひと月程前。夏休みのことだった──




　　　　＊




　やってしまった。ミーンミーンと蟬せみの鳴き声だけが鳴り響く。じわじわと身体からだから吹き出ている汗は、夏特有の照りつける太陽の仕業なのか、それともヤバいという冷や汗か。




　僕は乗っていたマウンテンバイクの鍵を、重い蓋で閉ざされた道路の側溝の隙間から落としてしまったのだった。




「マジでやってしまった……」

　コンビニでちょっと買い物して、飲み物を飲もうとした拍子に手が滑って落とす。ちょっと注意していたら防げていたはずのアクシデントだったのに。

　さてどうする……スペアの鍵なんて今この場にないし、家まで押して帰るしか選択肢はないか!?　いやでもさすがにこの距離は……くそ、調子に乗って遠出しすぎた！　ああ、どうする──

「君」

　僕が頭をフル回転させていると、急に何者かに肩を叩たたかれた。

　その人はこんなクソ暑い夏だというのに黒いコートを羽織って、ハットを被かぶって、




「今君、時を戻す道具が必要だったりしないかい？」




　男性とも女性とも捉えられるような中性的な声色で。

　有り体に言ったら、不審者だった。

「な、なんですかあなた!?」

「今君はそのマウンテンバイクの鍵をもう拾うことの叶かなわないそこの側溝へと落とした。それを拾いたいんだろう？　そのために時を戻す道具が必要なのではと聞いたんだ」

「そ、それは……」

　確かにそんなものがあればありがたい。正直財布の中は五千円ちょっとしかはいっていない。タクシーで家に帰れるかというと微妙なところだ。

「私は今、こんなものを持っている」

　不審者はコートのポケットをごそごそとまさぐり、一つの懐中時計を取り出した。

「これは時を三分巻き戻す懐中時計だ。蓋を開けるボタンを押すと、時が三分巻き戻る」

「な──」

　なんだその怪しい道具!?

「これを今なら、うん……五千円で売ってあげよう。買って使用して、それでも鍵を取り戻せなかったら返品して貰もらってもいい。お金は返そう。さあ、どうする？　もうすぐ君が鍵を落としてから三分経たってしまうよ？」

　不審者は煽るかのように僕にそう告げてくる。だあくそ、どうする。正直この不審者は怪しいことこの上ないが、しかし今の僕が鍵を取り戻すためにはもう時を戻す以外に方法がないのも事実。

　鍵は重くとても持ちあげられない蓋のついた側溝に落ち、家に帰る手段もない。入学祝いに買って貰ったマウンテンバイクはここに置き去りとなり、家へ帰ると親にこっぴどく怒られることだろう。「あと一分を切ったね」

　五千円……。五千円で今の事態を切り抜けられるというのであれば、安いものか？　限られた時間の中で、僕は頭をフル回転──

「あと五十秒」

「あああああ！　買う、買います！」

　する暇すら与えて貰えなかった。

「よし。じゃあ、懐中時計のここに名前を書いて。ほら、早く」

　急せかされるがままに、僕は走り書きで「唯乃壱時」と記す。

「はい、契約完了。じゃあ、ここのボタンを押して」

　契約!?　と怪しい言葉に突っかかる暇もなく、不審者の指に後押しされて僕は懐中時計のボタンを押してしまう。




　瞬まばたきをすると、そこは僕が手から鍵を滑り落とした瞬間だった。




「うわあああああ!?」

　僕は咄とっ嗟さに足で落ちた鍵を蹴り飛ばす。なんとか側溝に落とす未来を回避できたようだ……。手の中では僕が五千円で買った懐中時計が、ゆっくりと蓋を閉めていた。

　僕が鍵を拾うと、後ろからパチパチと拍手の音と共に、

「未来の変更おめでとう」

　不審者が僕の元へと近づいてきた。

「……ありがとうございます。咄嗟に買ってしまいましたけど、なんですかこれ」

　ぐい、と不審者の目の前へと懐中時計を持って行く。ハットを深く被り口元も隠しているせいで、表情は一切読めない。

「世界の理ことわりを超えた道具──超理具。この世にはそういった道具が存在するんだ。君に売ったそれも、その一種さ」

「は？」

　何言っているんだ、こいつは。

「いいよ、常識の範囲外からの攻撃だ。頭が追いつかなくても仕方がない。でも──もっと根本的な部分で、君はそれを理解しているはずさ。だって、君は時を戻して未来を変えたんだもの」

　ぐっ……確かに。この不審者が何を言っているのかはさっぱりだが、しかし脳が納得している。目の前にいる人間の発言は正しいと。

「というわけで、はい」

「はい？」

「五千円。なかったことになった未来で、君はこの懐中時計を購入するという契約をしたんだ。対価は支払うべきだよ」

「ああ、そういう……」

　僕は財布の中からありったけの札を取り出し、不審者に渡す。

　まあ、五千円でこんな道具を買えたと考えれば、安いものなのだろう。むしろ安すぎて不安になる。

「あの……契約って、どういうことですか」

「あれ。ああ、そうか。時間がなかったからそこまで説明はしていないのか」

　不審者は懐中時計を指差し、

「君は時を戻す前その懐中時計に名前を記したはずだ。それこそが契約。超理具っていうのは、『所有者』がいないとその能力を発揮できない。超理具に自身の名を刻むことで、その者は所有者となる」

「僕はあの短時間で契約を済ませたってことか……」

　かなり悪徳商法まがいのことに引っかかった感じはあるが、致し方がない。

「あと、一度所有者が決まった超理具は他者の手でも使用することが可能となる。もし盗まれたらその盗んだ犯人も使用できるから、気を付けるように」

「わかりました」

　不審者はその後、懐中時計の使用方法をざっくりと僕に伝え、

「じゃあ、いっぱい使ってくれ」

　と言ってその場を去って行った。嵐のような人物だった。

「…………」

　僕は再度、購入した懐中時計を見る。三分はとっくに経っており、蓋はぴっちりと閉まっていた。




　　　　＊




「とまあ、こんな感じで僕は懐旧時計を手に入れたんだよ」

　後から考えたら別に買わなくとももっと別の方法もあったのだろうが、あの時はそこまで頭が追いついていなかった。購入に対する回答を迫られたのが原因だろう。

「はあー。これほどのものを、そんな簡単に手に入れられたんですね」

「そう言う未十士は、どうやって運命カメラを手に入れたんだ？」

　僕がそう聞くと、未十士はにやりと笑って、




「私はある日帰宅したら机の上に置いてありました」




「お前にだけは手に入れ方についてどうこう言われたくない！」

　そんなことあっていいのか!?　僕が高校一年生のなけなしの五千円を払って買った品を無料で手に入れるなんてことあっていいのか!?

　僕は勢いよく未十士の首からぶら下げられている運命カメラを見る。

『本当だゾ。当事者であるボクが言うのだから間違いなイ。……まあ、ボクもなんで未十士の机の上にいたのかは覚えていないんだけどナ』

　僕の視線を感じ取ったカメラがそう念押ししてきた。ええ、マジかよ。

「家族に聞いたら誰も存在を知らなかったのですが、箱に書いてあった宛名は確かに私でしたので、まあいいかと思い名前を書きました。そしたらカメラさんの声が聞こえて、今に至ります」

「えらく端折はしょられた気もするが、まあなんとなくわかった」

　多分深掘りしても結局同じ様な答えしか返ってこないのもわかった。

「ということは、カメラは記憶喪失みたいなものなのか？　なんで自分が喋しゃべれるのかとかわからないのか」

『残念ながら、全くわからなイ』

　自信満々に言うなよ。所有者に影響受けてんのかお前は。

「当時、私は『謎解き』を趣味にし始めたところでしたので、丁度いいので、カメラさんが私の元に送られてきた、という謎も現在進行形で解いているところです。まあ、こちらは情報が全然集まらなくてちょっと辛つらいところですが……」

『偶然お前がフラれた写真を撮れてよかったゼ。このままだと未十士に時間を浪費させ続けてしまうのではないかとヒヤヒヤしていたんダ』

「偶然……まあ、そうですね。カメラさんにもアドバイスを貰って写真を撮りまくって、やっと一人ですから」

「……お役に立てたようで何よりだ」

　この広い世界で、こんな近くに超理具所有者がもう一人いただけでも奇跡みたいなもんだろうしな。そういった意味では運が良いのかもしれない。

「その口ぶりだと、結構色々探し回ったりしているのか？」

「はい、それはもう。暇さえあれば外へ出て、写真を撮って未来を見て。なにかおかしなことはないか探す日々でした」

『未十士はあくまでボクのためではなく趣味のためだけどナ。ボクの記憶探しはその趣味に付随しているだけダ』

「そんな軽い感じでいいのか……」

『失なくしていると、逆に不安にならないもんだゼ。ある種なんでも受け入れられル』

　そういうもんなのか……こればっかりは当事者でないとわからない感覚だな。よかった。自分じゃ到底知ることのできない情報というのは、創作をする上で非常に助かる。

「あ、見ますか？　今までの活動実績」

　未十士はどこからか写真の束を取り出し僕に見せてくる。

「こちら、全部運命カメラで撮影した写真となります」

「結構撮ってんだな……」

「まあ、なにも起こらない未来も写してますけどね。例えば──」

　未十士は床に向けてカメラを構え、ぱしゃりと一枚撮影する。程なくして、カメラからできたてほやほやの写真が吐き出された。

「こちら、印字された日付をご覧ください」

「……今から丁度三日後、七十二時間後だな。秒はわからんが、分までしっかりしてる」

「そうなんです。三日以内に運命の確定点が発生しない場所は、単純に撮影時から三日後の同時刻の場面が写し出されます。そういうのも結構多くて……世の中は平和なんだなと改めて思い知らされましたよ」

「異変を待ち望むな。良いだろうが平和で。……ああ、本当だ。結構何事もない写真が多いな」

　未十士から渡された写真に軽く目を通していく。どれも何事もない日常風景だ。主婦の方々が買い出しに出て、サラリーマンが帰宅して。お爺じいちゃんが犬と散歩したりしている。いつもと変わらない、よく見る風景だ。

　と、そんな平和な写真群の中に一枚、異様な光景を写し出しているものを発見した。

「……お前、これもなにも起こらない未来扱いしているっていうのか？」

「え？　なにかありました？　お渡しした束の中にはなにも引っかかるシーンは写っていなかったと思うのですが。ああ、ここからもうちょっと行ったところにある交差点で撮ったやつですね。それも特になにもなかったかと──」

　そう言いながら未十士は僕の手の中にある写真を覗のぞく。そして、驚き信じられないといった具合に目を大きく見開いて、




「──未来が、変わっている……!?　これは、今日このあとすぐの未来……!?」




　そう呟つぶやいた。

　未十士はそちらの異変に釘くぎ付づけのようだが、しかし今の僕にそこに食いつく余裕なんてなかった。

　運命が変わった一枚の写真。

　そこに写っていたのは、歩車分離式信号設置の交差点。歩行者信号が青になっているところに、車が突っ込んだ後。

　道路には轢ひかれた被害者が倒れ込んでおり、周りには血が飛び散っている。痛ましい事故。見ただけで、人によっては吐き気さえ催しそうな程に、あまりにもリアルな現場。

　そして──




「この交通事故の被害者は……僕の妹、唯乃双ふた葉ばだ……！」




　生気の無い目でこちらを向いて倒れているその顔は、今朝行ってきますと意気揚々と登校していったあの妹と同じだった。制服も、体型も、髪型も。毎日見ている妹そのものだ。

「それ、本当ですか？　この制服、中学生ですよね？　中学生はこの時間まだ授業中のはずでは？　それにこの中学、この付近でもないですし……」

「双葉の学校は今日午前授業だ。ここにいるのは、双葉が小学生の下校ボランティアに参加しているから。今日は、この近くの学校が対象だったんだろう」

　妹は社交性のない僕を反面教師にしたのか、対人関係、交友関係に非常に重きを置いている。そのため、多種多様なボランティア活動に手を出しているのだ。

　この下校ボランティアもその一つ。昨日、小さい子達に会うのを楽しみにしていたというのに……こんなことになるなんて。

　現場にはもう一人、小学校低学年らしき男の子も一緒に倒れ込んでいた。恐らく、この子と共に下校していたのだろう。

　現実は非情だ。小説と違って、フラグなんてあったもんじゃない。唐突に、ある日突然、身近な者に死が訪れる。

「この写真から見るに、運命の確定点は『事故の発生』ではなく『被害者の死』でしょうね。記載された時刻までに辿たどり着いても、既に事故は発生しているかもしれない」

『写真に写っているのは結果でしかないから、どの方向から妹さん達が轢かれたのか割り出すのも難しそうだナ……』

「……お前ら、一体何を話しているんだ？」

　なにやら真剣に話し合っている二人。一体この局面で、何を。

　僕が質問すると、彼女達は一旦会話を止やめ、未十士がこちらをくるりと振り向いて、

「何って……唯乃さんの妹さんを助け出す方法を模索しているんですよ」

　と、先程までと変わらぬ口調で、さらりとそう言った。

「つい先刻までは、この写真は平穏な未来を写し出していました。それが、いつの間にか残酷な未来へと変貌している……またしても、『運命の確定点』が変わったんです。しかも今回は唯乃さんの時とは違い、『発生する前』にそれを知ることができた。関わらない手がありますか？　今私達が介入したら──また、未来を変えることができるかもしれないんですよ？　人助けもして未来も変える……成功したらどう転んでも皆ハッピー、これはやりがいがありますね！」

『未十士の言うとおりダ。先に知った未来ならば、変えることができるかもしれなイ。これでもボクはハッピーエンドが好きなんだヨ。絶対に死なせるものカ』

　芯の通った強い声でそう話す二人。むしろなんでそんな疑問を抱いているんだと言わんばかりの目でこちらを見てくる。

「いや、無理だろ……！」

「なんでもう無理だと言えるんですか？　助けたくはないのですか？」

「そんなわけない。たった一人の妹だ、助けてやれるなら助けたいさ。でも、事故現場までは結構な距離がある。写真から察するに、事故発生まであと五分程度。走ってギリギリ間に合うかどうか……それに、間に合ったところで、止められるかどうかも運次第だ。無理だよ、こんなの」

「やってみたのですか？」

　僕の弱気な答えに、なんだかイライラした語気で未十士は僕に聞いてくる。

「無理だ無理だと言っていますが、実際にやってみたのですか？　何もやっていないのに、数ある選択肢を全て潰してもいないのに、ただ自分の勝手な憶測だけで無理だと判断して諦めているんじゃあないですか？」

　異質な空気をまとって、未十士は僕に詰め寄ってくる。




「いいですか、唯乃さん。この世に最初から『できる』『できない』の二択は存在しません。自分自身で挑戦して初めて、その事象に対する証明ができるのです。なにもしないで、なんとなくそう感じたとか根拠のない憶測で勝手に諦めて悔しがって、そして自分の中の可能性を潰す人間は──愚か極まりないです」




　ああ、これが。

「自分の可能性を信じてください、唯乃さん。やってみないとわからないのです。挑戦しないと判断なんてできないんです！　それとも、貴方あなたは愚かな人間なのですか!?」

　これが、史上最強が史上最強たる所以ゆえんか。

　未十士早來が史上最強のアマチュアと呼ばれている理由は、いくつかある。一つ一つの物事に対する飛び抜けた才能。そしてそれら全てをきちんと楽しめる感覚。偏見を持たず、色々なことに興味を示す好奇心。

　でも恐らく──史上最強の根幹はこれだ。

　途絶えることなく、折れることのない挑戦心。

　他人の作った常識に囚とらわれることなく、自分の基準をきちんと設けるその心。

　これが、未十士早來が史上最強のアマチュアたる所以。

　あらゆる道に未十士が立ちはだかる理由。

　飽くなき挑戦心を抱けるからこそ──未十士早來は全ての事象に興味を抱け、全ての事象に飛び込めるのだ。

「唯乃さん、どうなんですか」

　もう一度、試すように未十士は僕に言う。

　全ては、経験だ。経験を積むことで、創作の幅は広がっていく。

　経験を積もう。




「やるよ。やってやる。僕は双葉を──諦めない」




　諦めないという、経験を。







「唯乃さん!?」

　時を三分前に戻した僕は、即座にその場から走り出した。どうやら三分前は、丁度僕が事故の写真に気づいた辺りだったようだ。

　いきなり走り出した僕に驚く未十士の姿を横目に、僕は事故現場へと向かう。申し訳ないが説明している時間はない。

　僕が長々と意味の無い葛藤なんてものをしていたせいで、妹が事故に遭うまでの猶予を大分削ってしまったのだ。もうこれ以上無駄に使える時間なんて存在しない。

　僕は一心不乱に走り続ける。

「はあ、はあ、はあ！」

　もう息が上がってきた。ちらりと握りしめていた懐旧時計を見てみると、蓋はまだ半分も閉まっていない。一分前後走っただけで、ここまでヘロヘロになるのかよ……！

　パソコンと向かい合うばかりじゃなく、たまには運動もしておくべきだったぜくそ！

　時を戻す前、未十士が教えてくれた事故現場までの最短ルートを駆け抜ける。動きを止めるな、少しでも止まろうものなら身体からだが動かなくなってしまうぞ。

「だっは、ふう、はあ、はあ！」

　足全体が痛い。脇腹も痛くなってきた。運動不足が如にょ実じつに現れてきやがる。

　もうちょっと持ってくれ、僕の身体よ。あとちょっとなんだ。あとちょっとで……！

　そして僕は息も絶え絶えになりながら、なんとか交差点へと辿り着く。辿り着いた瞬間、僕の目の前に飛び込んできたのは、妹の双葉の姿。

　そして──その真横には、猛スピードで突進してくる一台の車両。




　全てが目に入った瞬間、懐旧時計の蓋が閉まる音が僕の耳に鮮明に入り込んできた。




　僕はボタンを連打し、ことが起きる前にすぐさま時を戻す。

「……唯乃さん？」

　未十士は血眼になって辺りをキョロキョロと見回す僕を見て、怪け訝げんそうな声を上げる。

　さっきの一回で、僕の脚力で事故に間に合うのは無理だということがはっきりとわかった。未十士から教えて貰もらった最短ルートを駆使してあの結果だ。どう足搔あがいても、真横まで来ていた自動車から双葉を助け出すのは難しい。

　なら、別の方法を探すまでだ。

　全ての選択肢を試す、可能性を否定しない──未十士に言われたばかりじゃないか。

　時を戻す前、双葉に電話を掛けてみたものの、出ることはなかった。恐らく授業を受けている時の設定のまま、サイレントマナーモードにでもしているのだろう。あいつに直接干渉することは不可能だ。

　ということは、僕の目標は一つ──双葉が横断歩道を渡ろうとする前に、交差点に辿り着くことだ。

　僕の身体を、あそこまで持って行く必要がある。だが、僕自身の脚力では到底不可能だ。我が身を以もって経験したのだから、間違いない。

　なにか使えるものはないか、僕がキョロキョロと周りを見渡していると──道路沿いに置かれていた、一台の自転車が目に留まった。

「あれだ！」

「どれです!?」

　必死に視線を動かしていたかと思えば、急に声を張り上げた僕に驚いた未十士がびくりと肩を震わせる。構わず僕は自転車の方へと向かった。

　鍵付チェーンでガードレールにくくりつけられ持って行かれないようにしているものの、汚れ具合等から察するにどうやら乗り捨てされた放置自転車のようだ。自転車をペタペタと触って、動くかどうかを確かめる。

　ふむ、ブレーキは効くようだ。タイヤの空気圧も、特に問題はない。元々ギリギリで事故に間に合わなかったのだ、これに乗っていけば恐らく時間的な課題はクリアできることだろう。

「でも鍵がなあ」

　ガチガチにくくりつけられているからなあ。引きちぎるなんてこと絶対に無理そうだし。懐旧時計を見ると、もう少しで蓋が閉まりそうだった。これは時間を巻き戻してまた別の方法を考えるしかなさそうだな……。

　ガチャガチャと僕が放置自転車を力ずくでなんとかできないか試行錯誤していると、

「あ、あのー……唯乃さん？」

　いつも自信たっぷりの未十士が、何故なぜか控えめに声を掛けてきた。

「なにをしていらっしゃるのですか？」

「見てわかんないか？　この自転車のチェーンを壊そうとしてるんだよ」

『いやわかるわけないだロ』

「お言葉ですが、気が狂ったのかと思いました」

　呆あきれた声を出す未十士とカメラ。どうせ時を戻すのだ、どう思われようと関係ない。

「というか、それくらいなら私に言ってくださいよ」

「いや、それこそなんでだよ。お前に言って解決するのかこれ」




「まあ。私、昔趣味でピッキング勉強してたんで。大体の鍵なら開けられますよ」




　かちり、と蓋が閉まる音がした。僕は時間を三分戻す。

「未十士いいいいいいいいいい！」

　僕は戻るやいなや、隣にいた未十士の肩をガンガン揺さぶる。

「うぁうぁ!?　なんですか唯乃さん!?　いきなり私に発情なんかしちゃって!?　ちゃんと話したのは今日が初めてなんですよ!?　顔さえよければ誰でも良いのですか貴方は!?」

「最悪な勘違いをするな！　お前の力が必要なんだよ！」

　ああ畜生、この反応に対応しなきゃいけない時点で今回はもう間に合わない！　僕は経緯を簡潔に未十士に説明して、とりあえず検証だけすることにした。

「ああ、なるほど。そういうことでしたか……」

　胸をホッとなで下ろす未十士。一人で勘違いして勝手に盛り上がりやがって……。

『で、どれがその自転車ダ？』

　慌ただしくしていた僕らと違い、落ち着いた声でカメラが言う。

「お前の位置からは見えないよな。……っと。これだよこれ」

　僕は二人を自転車のある場所へと連れて行き、

「この自転車だ。前回既に状態確認はし終わっていて、チェーンの鍵さえ開ければ乗れそうなんだが……」

　ガチャン。

　僕が説明していると、なにやら下の方から重たい音がした。

「開きました」

「え？」

「だから、開きましたよ。これで乗れます」

「…………」

「いやいや、なんですかその反応！　お望み通りのことをしたまでですよ私は！」

『いや、そうなんだけどナ』

「はっきり言うと、手て際ぎわが良すぎてちょっと怖い」

　なんですと!?　とショックを受けた表情を見せつけてくる未十士。いや、妥当だよ妥当。思った数倍ピッキング上手だったわ。

「でもまあこれで足はなんとか確保できたな……」

『待テ。確かにそうだが、お前が戻ってまたボク達に一から説明して……ってやっていると、結局現場に到着する時間は変わらないんじゃあないカ？』

「あっ……」

　確かにその通りだ。未十士がいくらピッキングが上手うまかったとしても、どうしてもタイムロスは発生してしまう。

　しかし、

「いえ、その点は大丈夫です」と、未十士はやけに自信満々にそう言ってきた。

「時を戻したらすぐに、私の下の名前を呼んで『そこにある自転車のチェーンの鍵を開けてくれ』と命令してください。それだけで大丈夫です。私は指示通りに動きます」

「ええ……？　どこからそんな根拠が……？　今のお前と過去のお前は状況への理解度が違うんだぞ？」

「それでも、両方私ですから」

　僕の疑問に未十士はそう答え不敵に笑う。ああもう仕方がない。他に方法も無いんだ。縋すがれるものには全部縋ってやろうじゃあないか！

「ほら、唯乃さん。もうすぐ時間です。心の準備はよろしいですか？」

「おう。できることはなんでもやるって意識でいると、意外と簡単に心の準備はできるもんだぜ」

「私の名前は覚えていますか？」

「早來、だろ。忘れるはずがない」

「それは私が美少女だから？」

　未十士は僕に名前を呼ばれると、嬉うれしそうにはにかみながらそう聞いてきた。

「美少女はものの数秒で解錠できるほどのピッキング技術を持っていない」

　僕は懐旧時計のボタンを押した。
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「早來！」

　戻るやいなや、即座に僕は未十士の名前を呼ぶ。「ふぇ!?」と未十士は顔を朱あかくして驚いた表情をこちらに向けてくる。

　おいおい、大丈夫かこれ!?　いや、未来の本人が大丈夫って言っていたんだ。押し通すしかない！

「あそこにある放置自転車のチェーンの鍵を開けてくれ！」

「え!?　えと、はい!?」

　さすがの未十士もいきなりの僕の指示に混乱を隠せていないようだったが、しかし言われるがままにピッキングを始めてくれた。おお……！　さすが未十士だ！

「これでいいですか!?」

「ああ、最高だ！　恩に着るぜ未十士！　じゃ！」

「ええ、ちょっと!?」

　未十士って……と呟いてなんだか寂しそうな顔をする彼女を置いて、僕は自転車に跨またがりペダルを漕こぎ出す。徐々にギアを上げていく。

「おらああああああ！」

　立ち漕ぎをして更にスピードを上げる！　速い速い！　これならいけるぞ！

「間に合え……」

　あと数メートル。僕は点滅する青信号を急いで渡り、最後の直線に突入する。

「間に合え……！」

　そして──ついに、交差点に着いた。

　歩行者信号は青。車両の信号は赤。

　目の前にいるのは──！




「双葉ぁぁあああああ！　渡るなぁぁぁああああああああああ！」




　僕は声の限りに反対側へと叫ぶ。びくり、と子供の手を握って今にも横断歩道へと足を伸ばそうとしていた双葉の動きが止まる。僕と目が合い、なぜここにいるのかと怪け訝げんそうに首をかしげる。




　そんな僕と双葉の間に、一台の自動車が勢いよく割って入ってきた。




　自動車は勢いを保ったまま直進し、ドガシャアン！　と凄すごい音を立てて交差点の先に路駐されていた自動車に思い切り衝突した。

　いや、その事故はかなりの大惨事のようだが今はそんなことどうでもいい。僕は今一度、視線を目の前に戻す。

　またもや、双葉と目が合った。

「やった……」

　全身の力が抜ける。目の前の双葉もやっと状況が飲み込めたようで、もしそのまま自分が横断歩道を渡っていたらどうなっていたかに気づいたらしく、その場にぺたりとへたりこんだ。

　歩行者信号はまだ青。僕は自転車をその場に捨て、双葉の元へと駆けつける。

「双葉！」

「……お、お、お兄ちゃん……！」

　僕の姿を見て、双葉は子供が隣にいることも気にせずに涙ぐみ始めた。

「唯乃さん！」

『おい、大丈夫カ!?』

　未十士とカメラが少し遅れて到着する。恐らく状況と写真から、僕が何を成し遂げたのかを把握したのだろう。

「──ああ、大丈夫だ。僕達は全員無事だ」

　僕は鼻をすんすんと啜すする双葉の頭を撫なで、頰に手を当てた。

　温かい。血が通っている。それでやっと、僕は双葉が生きている、という実感を得る。

「良かった……。本当に……。諦めないで、良かった……！」

　周りの目を気にしだし、先に我に返った双葉が、自身の涙を拭いながら「恥ずかしいよ、お兄ちゃん！」と言ってくるも、それを無視して僕は双葉を撫で続けた。

　これくらいの褒ほう美びは、貰もらっても許されるだろう。







「じゃあ、この子を送らなきゃいけないから。遅くなるとお母さんに心配掛けちゃうし、私はここで。早來さん、兄のことよろしくお願いいたします」

「任されましたー！」

　数分後。さすがに怒られた僕は、双葉を撫でるのを止やめ、未十士（とカメラ）にことの経緯を改めて説明した。双葉が近くにいるので詳しいことは言えなかったが──ニュアンスと写真、僕達の状態から大体の事情は察してくれたようだった。

　その間、双葉はなにやら大変なことだけを感じ取り同じく泣きそうになっていた小学校低学年くらいの男児をあやしつつ、僕と未十士を交互にチラチラ見ていた。

　で、ここで先程の一言に繫つながる。なにを思ったか、妹は僕と未十士がただならぬ関係だと勘違いしやがったのだ。

　視線だけでなんとなく思っていることがわかってしまった僕は反論を試みるも、

「おい、やめろ。変な妄想をするな。いいか、恐らく今思っていることは勘違いだ。そもそも僕とこいつは今日初めて喋しゃべったくらいの関わりも薄いクラスメイトだ」

「そんな言い訳が通じると思う!?　あの交友関係激げき狭せまなお兄ちゃんが！　授業中に！　二人きりで買い出しに出ているんだよ!?　それにこんな美人さん！　有り得ないでしょ!?」

　と捲まくし立てられてしまった。

　もう一人の当事者である未十士に至っては、

「いやあ泣く子も黙るほどの美人さんなんて！　まあその通りですけどね！」

　と自分に都合の良い部分だけ耳に入れたあげくに過大解釈していた。いや否定しろよ。今日とか帰ったら色々聞かれるのかなあ……。あいつもそういうのが気になるお年頃だし、仕方がないか……？　中学生だからなあ。

　そんな未十士は、他の野次馬と一緒に事故現場の周りをうろちょろしにいった。楽しそうだなあ……。

　僕も一体どんなやつがこんな運転をしやがったのだと確認しに行ったのだが、既にドライバーは運転席にはいなかった。運転席には下着含め雑に衣服が置かれており、全裸の人間の目撃情報もなく、逃げたかどうかも判断がつかない。そもそも逃げたにしたってなぜ服を脱ぐ必要があるのかって話だが。

　情報だけ聞くとネットで噂うわさされている人体消失事件のことが頭をよぎるが──まあ、これ以上は僕には関係のないことだ。というか、これ以上関わろうという気が起きない。どうやら路駐していた車に人は乗っておらず、この事故による犠牲者はいなかったらしいし。

　疲れた。

　いざ終わってみれば良い経験になったと思うし、色々と考える良い機会にもなったとは思うが……もうこういうのはごめんだ。

　そういや未十士は今どの辺りにいるのか。一応授業時間内である今、目を離してどこか遠くに行かれると不味まずい。僕は事故現場の方を見る。あいつ身長低いからな、野次馬の中に入るとマジでどこに行ったかわからなくなってしまう。

　周りをキョロキョロと見渡していると、野次馬の中に我が校の制服を着た少女を発見した。隙間からだから制服しか見えなかったが──この時間だし、こんなところにいるのは僕ら以外いないだろう。




「お疲れ様でした」




「うお!?」

　ぴとり、といきなり頰に冷たい感触が!?

「いや、そんな驚きます？　これこそ創作やっていたら一回は書く光景でしょうに」

　僕に攻撃を仕掛けてきたのは、反応が予想外で面白かったのかにやにやと笑う未十士だった。……あれ？

「お前、今さっき野次馬の中にいなかったか？」

「いえ、見るものは大体見終わったので、さっさと退散していました」

「あれ……まあいいか。なにこれ、貰って良いのか？」

「当たり前です。一番の功労者ですから」

「じゃあ、遠慮なく」

　僕は未十士から缶ジュースを貰う。思えば学校から出てきて今までずっと喉を潤していなかった。ごくごくと体内に水分を行き渡らせる。はあ、染しみる……。

「ありがとよ、未十士。お前のお陰で助かった」

「いえいえ、私はなにもしていませんよ。頑張ったのは貴方あなたじゃあないですか」

「そんなことはない。お前がいなかったらとっくに妹はあの世に行っていた。今日お前と出かけられて良かったよ」

「唯乃さんがフラれた未来を無かったことにしたお陰ですね」

「僕の情けなさで妹を救えたっていうのなら儲もうけもんだな」

　あの時はまさかこんなことになるなんて思ってもいなかった。ただただ現実から逃げていただけだった。

　目の前にいるこの史上最強のアマチュアに感化されてしまった今の僕なら、どういった対応をしたのだろうか。やはり時を戻したのだろうか……なんて考えそうになったが、すぐに思考を止める。

　どうせあの時には戻れないのだ。僕が戻れるのは──あくまで三分前まで。

「さて、唯乃さん」

　未十士は楽しそうに口角を上げて、僕に話しかけてくる。

「私達はこれで、晴れて秘密の共有者となったわけです。この広大な世界の中で、私達が秘密を共有できたということは奇跡に等しいでしょう。とても低い確率です」

　未十士は僕の目の前へと立ち位置を変えてまっすぐとこちらを見据え、




「ですので。改めてこれから仲良くしていただければ、とても嬉うれしいです」




　そう言って優しく笑いながら、自身より身長の高い僕へ手を差し伸べてきた。

　その姿がなんだかとても絵になっていて……思わず見とれてしまう。

「どうかしましたか？」

「え、ああ、いや、なんでもない」

　超理具が紡つむいだ縁。当事者ながら、変な縁ができたものだ。こんな経験、滅多にないだろう。

　それは、とても良いことだ。

　僕は差し伸ばされた手を握る。

　彼女と出会い、僕はまた得ていくのだろう──

「これから、よろしく」

　──特別な、経験を。




　次の日。

　僕はいつも通り文芸部室でカタカタとキーボードを叩たたいていた。

　昨日の事件がかなり刺激的だったのか、創作意欲もアイデアも湧くわ湧くわ。

　久しぶりに手が止まらない。

　未十士早來という存在も大きいだろう。あんなインパクトの強い人間、そういないからな。新しいキャラはアイツを下地に作成してみた。怖いくらいにするする動く。

　作品に直で還元できるくらいに濃い経験ができて、作品内に登場させても違和感のないくらい強いキャラクター性を持った奴やつと知り合えて……僕の作品の厚みが確実に増した感覚がある。なんてありがたいんだ。

「……くふ」

　ちょっと気持ち悪い笑いが出そうになるくらい、文章を書くスピードが落ちない。良いことだ。

　ただでさえ今は学祭のせいで放課後の時間が限られているからな……今も抜け出している最中だし。できる時に集中してやらなければ勿もっ体たいない。

　そう思っていた矢先、他のことに意識が行かないくらい没頭していたはずなのに、僕はなにかを感じ取ってキーボードから手を離す。

　なにか来る。そんな予感がする。良い予感か悪い予感かはわからないが。

　僕はパッと部室のドアの方を見た。すると、ガラガラガラ！　と音を立ててドアが開く。

　一人の少女が入ってきて、なんだか楽しそうなステップを踏みながらこちらへと近づいてきて、ついには僕の机の前までやってきた。

　高校生になってからもう半年ほど経たつというのに「中学一年生です」と言っても全然通用する身長。

　肩にかからないくらいの綺き麗れいな黒いミディアムヘア。端整な顔立ち。文芸部の僕ですら、力を入れたら折れるんじゃあないかと思えるくらい華きゃ奢しゃな身体からだ。

　──史上最強の、アマチュア。




「唯乃さん！　見てくださいこれを！」




　未十士早來がちんちくりんな身体を目一杯動かして楽しそうに一枚の写真を見せてきた。











第三章　ナゾトキ女と絶対に直る補塡









「唯ただ乃のさん！　見てくださいこれを！」

　未み十とお士し早さ來きがちんちくりんな身体を目一杯動かして楽しそうに一枚の写真を見せてきた。

「お前は本当に毎日写真を持ってくるな……」

「毎日私とお喋りできて楽しいでしょう？」

「今日はどんな写真が撮れたんだ？」

「あれ、無視ですか？　元気はつらつな美少女から毎日話しかけられているのですよ？」

「はつらつにも程があるだろ。よくいつもそのテンションでいられるな」

　横ピースにポーズを付けながら僕に元気アピールをしてくる未十士。こっちはお前のテンションについて行くだけでいっぱいいっぱいだよ。

　僕達が布ぬの束つか先生の人体消失偽装事件を未然に食い止めてから五日後。週も明け気分も気持ちも目標もリセット……なんてことは一切無かった。

「というか、そもそもよく毎日自分の琴線に引っかかる写真を持ってこれるな。毎日何枚撮ってんだよお前」

「どんなことにも興味を抱くことが大事なんですよ。人生を楽しく生きるコツは、常に好奇心と探究心を持ち合わせていくことです。一見するとなんてことない写真でも、時間や状況を見ると一気に不自然になったり」

「お前が言うと説得力凄すごいな……」

　僕の告白失敗写真だって、あれ単体で見たらなんでもない写真だったしな。

「まあ後は、その日行った場所では絶対に一枚写真を撮ることですかね。今のご時世、どこでなにが行われているのかなんてわからないですから」

「それも説得力があるから困る」

「なんで私の発言を否定したがっているんですか！」

　ぷりぷりという擬音が似合う怒り方をするなこいつ。生き方自体がコメディ寄りだしな。

『それはあれだヨ。こいつは可か愛わいい女子にはいたずらしたくなるタチなんダ。大人なお前が大目に見てやってくレ』

「おいカメラ、僕を小学校低学年の男児と一緒にするな」

「あ、なるほど……。すいません気づかなくて。まあ任せてください。私は成熟した美少女ですから、それくらいで怒鳴ったりなんかしませんよ」

「お前自分が成熟しているって言うなら、中学あがりたての女子だって成熟扱いしなきゃいけなくなるだろ。自分の発言には責任を持て」

「ちょっとどこを基準にして成熟かどうかを判断しているのか教えていただきましょうか。身長か？　まさかとは思いますが胸ではないでしょうね!?」

　とても成熟しているとは思えない反応が返ってきた。

　ていうか自分で挙げるってことは、そこが成熟していない自覚はあるんだな……。

「いやなんでさっきより優しい目で見てくるんですか!?」

「ああ、まあ良いじゃないか。ほら、写真の説明をしてごらん？」

　なんか成熟した対応をされました！　と子供のように憤慨しながら、未十士は写真を僕の顔に近づけてくる。

　あの日、布束先生の人体消失偽装事件こそ未然に防げたものの、その前に発生した人体消失事件は全く別のものだということが判明した。実際その後も、人体消失こそ同時発生していないものの、学祭の道具を壊す器物破損事件は連日起こり続けている。

　学生の興味は既に器物破損へと向けられており、放課後は毎日学祭実行委員が不審者がいないか見回っている。

　僕も未十士もあの日以降人体消失が全く起きなくなったことに違和を感じたが──起こらないということは詰め寄る機会がないということ。人体消失に関する情報を集めることは不可能となった。未十士は同時に起きたことから関連性が高そうな器物破損事件を追ってはいるけれど。

　そんなこんなで、最近は未十士の持ってくる写真を見ることに非常にどきどきしている。もし写真が人体消失及び器物破損事件関係だったら、また夜通し手伝わされることになりかねない。

　しかし──

「──なんだこの写真。ただの教室じゃあないか」

　見たところ特に目を惹ひく箇所はない。至って普通の風景写真だ。

「ちっちっち。浅はかですね唯乃さん。ちゃんと記載された日付を見てくださいよ」

「……今日の十七時だ。今から数時間後の未来が写っているのか」

　運命さだめカメラは三日以内の未来に起きる運命の確定点を写し出す。なにもなければ、七十二時間後の未来が写し出される。

　つまり、この写真はきちんとなにかが起こった後ということだ。

「この写真は、二年三組の教室を撮影したものとなっております。今日の四時間目が終わった後に撮影したものです」

　四時間目。今は学祭準備に割り振られているが六時間目の最中だから、ちょっと前に撮った写真か。

　僕ら一年一組と同じく、窓側に白い布やらマントやら血の付いた看板やらが立てかけられている。後はハリボテの斧おのに棺かん桶おけ。ああ、なるほど。

「この写真を見てわかる通り、二年三組は学祭にてお化け屋や敷しきを出店する予定でした。実を言うと、私もちょっと加担していましてね」

「へえ、まあ確かにいきなり現れたらビビる奴とかいそうだもんな」

　過去に才能を見せつけられて心が折れた奴とか、お前見たら絶叫しそうだもんな。

「何故なぜお化けキャスティングなんですか。違いますよ、特殊メイク担当です。昔特殊メイク技術取得を趣味にしていた時期がありまして。知り合いに頼まれて技術の貸し出しを行っているんですよ」

「なんだ、てっきりお前がそのまま飛び出すのかと思った」

「何故特殊メイクを施したお化けに一切の加工を施していない私が混ざらなくてはならないのですか！　……ああ、あれですか私が美少女過ぎていきなり間近で見たら失神してしまうとかそういう」

「お前特殊メイク技術とかも持ってんのか。なんかもう驚かなくなってきたわ」

「あれ？　私の言葉ガンスルーですか？」

　おかしいなあ、核心を突いたと思ったんだけどなあと呟つぶやく未十士。何言ってんだお前。

「持ってますよ。お化けとか異星人とか、所謂いわゆる『よく見る特殊メイク』は勿もち論ろんのこと、全く別の他人に顔を変えることも可能です」

「最も早はや整形レベルだな……」

「鼻を高くする、みたいなのはできないですけどね。身内の方でも全体的に顔を捉えて見たら気づかない、くらいのレベルまで持って行くことはできます」

『フィクションでよく見る顔の皮パリパリ剝がして『変装だったんだよ』をリアルでできるって感じカ』

「大体そんな感じですね」

　カメラの言葉に同意する未十士。さらりと言っているけどおかしいからなそれ。改めて未十士の趣味の幅と深さに感心する。ちゃんとその技術が錆さび付いていないのもまた凄い。

「まあ、そんなわけで私は二年三組の協力者として、四時限目が終わった時に午後の学祭準備時間は行った方がいいのか聞きに行ったわけです」

　すると、と言って未十士はスマホをいじり、僕に画面を見せてくる。

「三組の教室はこういった状況になっていたのです」




　そこに写っていたのは──先程の未来の写真とは真逆で、まるで一年三組の人体消失事件と同じ様にぐちゃぐちゃに壊された学祭の小道具達だった。




「連日起きている器物破損事件。二年三組はその対象になってしまったようです。四時間目は体育で授業時間中教室には誰もいなかったようで、そこに忍び込まれたみたいで。ドアの鍵は壊されていました」

「今回も器物破損だけか」

　写真を見ても、生徒の制服は落ちていない。

　放課後は学祭実行委員の見回りがあるから、昼に犯行時間が移されたのだろうか。見回りをきっちりやったのが逆に仇あだとなったか。

「今回私が興味を惹かれた謎は、器物破損事件そのものではないんですけれどね。気になったのは時間です」

「時間？」

「はい。ここまで完璧に破壊されたものを二、三時間で完全修復するのは正直至難の業です。挑戦したことがないのではっきりとは言えませんが、私レベルの技量でも難しいでしょう。一つ一つの作業量はたいしたことないかもしれませんが、量が量ですから」

　確かに、お化け屋敷という出し物自体結構な小道具を作製しなければいけないし、その幅も広い。僕らの和風喫茶なら大半が袴などの布製品だが、こういうのはそういうわけにもいかないし。衣服からハリボテまで多種多様だ。

「そこで私が立てた仮説は『誰かが超理具を使用している』というものです」

「……まあ、妥当っちゃあ妥当だよな。普通の人間じゃあ難しい以上、普通ではない要因に目を向けた方がいい」

「はい。『ものを修復できる超理具』の所有者が校内に存在していれば不可能ではないでしょうね。……まあ、超理具であってほしいという願望もちょっとあるのですが」

　未十士は少し恥ずかしそうにしながらそんなことを呟く。珍しい反応だったので、思わず僕は未十士の方を無言で見つめてしまった。

「ああいえ、なんと言いますか。二年三組の皆さんが三週間程の限られた時間の中で作り上げてきたものが、超理具のような理ことわりを超えた存在無しに二、三時間で完全修復されてしまうのは悲しいじゃないですか。皆さんの努力がちんけなもののように見えてしまって」

「……なるほどね。良いこと言うじゃん」

「私の口は良いこと以外発せられることがありませんからね」

　照れを隠すように未十士が早口で言う。

「デマカセを発するな」

『超理具所有者の目星は付いているのカ？』

　カメラが疑問を口にする。

「いえ、そこまでは。しかし手掛かりはあります」

「手掛かり？」

「はい。唯乃さん、器物破損事件の被害に遭ったクラスに対して、『補塡』が行われているのは知っていますか？」

「補塡？　……いいや、知らない。初めて聞いた」

「でしょうね。この情報自体、殆ほとんど出回っていないみたいですから。私も今日二年三組にたまたま居合わせたから知ることができたようなものです」

　情報に敏感なこの未十士ですら、今日まで知らなかったとは。

「器物破損事件の被害に遭ったクラスは皆、生徒会から補塡を受けているようです。なにやら、それで小道具を直して貰もらっているとか……。先程はそこまで詳しく聞けなかったのですが……」

「でも、補塡を受けていたのならそこまでセットで聞こえてくるはずだよな。僕も器物破損事件の方はよく耳にしていたけれど、よくよく思い返してみればその被害に遭ったクラスの小道具が直った、なんて後日談は聞いたことがない」

「恥ずかしながら私もです。恐らく意図的に情報がシャットアウトされていたのでしょう。補塡の内容を悟られないように」

　未十士の耳に入らないなんて、それこそ至難の業のように思えるが……。相手はよほどそういったことに長たけているのだろう。

「しかし手掛かりなのは確かだな」

「はい。なのでとりあえず、過去に補塡を受けたクラスに詳しいお話を聞きに行こうかなと。写真は運命の確定点を写し出すもの。恐らく今回は『修復が終わった瞬間』を写しているのかと思います。ということは、写真の時間までは作業を続けるはず。もう少しの間自由に動けるでしょう」

「過去に補塡……ってことは」

　僕は未十士に目を向ける。その通り、と未十士は無言で頷うなずいた。

「我が校最初の被害者──一年三組へと向かいましょう」







「すいません、ちょっと伺いたいのですが」

　未十士は三組の教室の入口付近に休憩するかのように佇たたずんでいた少女に声を掛ける。

「ん？　あ、未十士さんじゃん。どうしたの？」

「いえ、まあ、野暮用で。橋きょう星ほしさん、学祭実行委員でしたよね？」

　橋星さんと呼ばれた少女はそうだよーと軽く返し、

「え、なになに？　唯乃君と一緒に来たりなんかして」

「え、僕のことも知っているのか」

　未十士の名前を知っているのは言わずもがなだが、僕の名前が知られているとは思っていなかった。そんなに悪目立ちしている気もなかったし……。

「いや、噂うわさ凄すごいし。未十士さんにつきまとっている輩やからがいるって」

「ああそれかよ!?　違うんだ、僕は一切つきまとってなどいない。どちらかというとこいつだ、つきまとっているのは！」

「はいはいわかったわかった。ねー、未十士さん可か愛わいいもんねー」

「全然わかってねえ!?　やめろそんな目でこっちを見るな！」

　素直じゃないんだなあ唯乃君は、というような意思を言外に含ませるな！

「まあまあ。私が可愛いのは周知の事実ですから。恥ずかしがらなくていいんですよ唯乃さん。『未十士は可愛いなあ』、セイ！」

「なんでレスポンス求めてんだお前は。誰が言うか」

　僕のツッコミを受け未十士は若干不服そうに唇を尖とがらせる。なんだその態度は。流れで僕が言うとでも思ったのか？

「しかしお前、よく他クラスの人間の名前まで覚えてるな」

「唯乃さんと一緒にしないでくださいよ。一応、入学時に生徒の名前と顔は一通り覚えましたので。最近は記憶の更新をしていないので、イメチェンとかしていたらわからないですが」

　これみよがしにドヤッてくる未十士。くそ、何も反論できねえ。僕なんて同じクラスの奴やつらの名前すら全員言えるか怪しいっていうのに……。

「さてさて、それでは本題に。最近校内で起きている器物破損事件──三組は人体消失も同時に起きていますが、それについて聞きたいことがありましてですね」

「お、なになに？　正直色んな人から聞かれているから、大抵の質問には答えられると思うよ？　てか、未十士さんも当時うちに来て色々訊たずねてたじゃない」

「その節はお世話になりました。まあ、今回は別件です。前回は人体消失についての聞き込みでしたが、今回は器物破損事件の方。実は私、『生徒会が事件の被害に遭ったクラスの小道具を補塡している』という情報を耳にしたのですが、こちらが本当かどうか確認したくて──」

「誰から聞いた？」

　未十士の言葉に橋星さんの目が鋭くなり、先程の緩い雰囲気が一気に引き締まる。

　未十士は素直に情報の出所を橋星さんに伝えた。偶然事件現場に遭遇し、あくまで二年三組の話を盗み聞きしただけだということを。それを聞いた橋星さんは、

「なーんだそういうことね。じゃあしょうがない。先輩方もテンパっていただろうし」

　と警戒を解く。

「未十士さん達も知っちゃったならしょうがない。それは本当だよ。被害クラスは多分皆、生徒会──もっと言うと、瀬せ戸と生徒会長から補塡を受けている。うちもそう。のれんとかそこら辺の破損物は瀬戸会長に直して貰ったね」

「……ちょっといくつか伺っても？」

　未十士は手を挙げそう述べた、橋星さんはどうぞどうぞと続きを促す。

「まずなぜその情報を広まらないようにしているのですか？　別にバレても問題ないような気がするのですが……」

「ああ、それね。私も理由は知らないんだけど、瀬戸会長自身がそう言っていたから」

「会長自身が？　そもそもなんで橋星さんはその情報を知っているんだ？」

「それ、学祭実行委員だけに周知されていた情報だったんだよ。先月末くらいかな、第一回の学祭実行委員全体会議の時、瀬戸会長が伝えてきたんだ。もしなにか壊れたものがあったら生徒会に伝えてください、できる限り対処しますって。その時、一般生徒には内緒とも言ってた」

　学祭実行委員だけに、か。まあこの時期クラスの中心になるのは学級委員よりも学祭実行委員だし、タイミング的にも知らせるには丁度良かったんだろう。

　未十士は内緒の理由の方ももう少し問い詰めたそうにしていたが、橋星さんが知らないと断言してしまったので次の質問へと進む。

「では、もう一つ。瀬戸会長は、どのように小道具達を直しているのでしょうか」

「さあ？」

　僕達が今現在一番知りたい情報がたったの一言で済まされてしまった。

「……え、知らないんですか？」

「うん」

「ええー……」

　未十士はがっかりという感想を隠しきれずに声を漏らしてしまう。

「そもそも見せて貰えないんだよね、どう直しているのか。『集中したいから』って言って、事件があった日は該当クラスの生徒全員帰して会長一人教室に引きこもるんだよ」

「……ほう？」

「『私がちゃんと直しておくから、今日は帰ってゆっくり休みなさい。明日までには直しておくから』って言って。私としては一晩かけて自らの手で直しているんじゃないかなあと思うんだけどね。なんたってあの瀬戸海うみ乃の生徒会長だし！」

　橋星さんは宙に向かって羨せん望ぼうのまなざしを向ける。いや、瀬戸会長死んでないから。

「ほら、瀬戸会長って滅め茶ちゃ苦く茶ちゃ能力高いじゃん？　昔から色々習い事していたらしいし、コンテストの上位入賞も多かったらしいしさ。そういう才能を私達のためにフルで発揮してくれていると思うんだよね」

「確かに。一時期よく瀬戸会長の名はコンテスト会場でお見かけしました。最近はあまり見ていませんでしたが……」

　多分こいつが一位だったんだろうな……。会長を尊敬している橋星さんが目の前にいるから言っていないけれど。

「会長職に就いて忙しくなったからじゃないかな？　瀬戸会長優しいから、生徒のために色々と働いてくれているらしいし。内緒にしているのもわかんないけどきっと私達のためなんだと思うよ！」

　段々と熱を帯びていく橋星さん。

「ああ、そういえば橋星さんは会長に救われた生徒の一人でしたね」

「そうそうそうなんだよ！　いやもう会長は私の恩人！　助けてくれたからこそわかるけど、あんな他人思いな人そういないよ!?　もう近くで見るとオーラも凄くて」

　橋星さんは止とどまることなく瀬戸会長トークをマシンガンのようにぶっ放してくる。おお、これが噂に聞く瀬戸信者ってやつか……。なかなか凄いな……。

　まあ、こういった人が増えるのも無理はない。瀬戸海乃会長と言えば人格者として有名だ。優しい性格で、誰にでも手を差し伸べる。一応生徒のトップという役職に就いているが、決して高圧的なわけではなく、気軽に相談にも乗ってくれるらしい。流れる噂は大体彼女の評価を上げるものだし、逆に悪い噂なんて一切聞かない。

　我が校で有名なもう一人の女とは大違いだ。僕はちらりと隣を見る。

「なんですか、いきなり熱い視線を向けたりなんかして。ついに唯乃さんも私の魅力に負けていることを表に出すようにしたのですか？」

「……はあ」

「一言も発せず落胆したため息!?」

　なんでもう負けている前提なんだよ。こっちは流れる噂が大体癖強いからな。会長とは人としての質が違いすぎる。

　こいつにだけは絶対に生徒会長になって欲しくない。治外法権になりそうだ。

「まあまあ、わかりました。学祭準備でお忙しい中お時間を割いていただきありがとうございました」

　僕達が話している間も横でずっと語り続けていた橋星さんのトークに、未十士は無理矢理割って入ってそう言った。橋星さんはまだまだ語り足りないようだったが、僕達も学祭の準備があるのでと言うと大人しく引き下がって、

「また暇な時においでよ！　いっぱい話聞かせてあげるから！」

　と気軽に地獄に誘ってきたのだった。

　僕達は一年三組の教室を後にし、一旦文芸部室に戻る。

「どうやらキーパーソンは瀬戸会長のようですね」

　未十士は確信をした表情でそう告げる。話を聞く限りそうだろうな。不審な点も多いし。

『あの瀬戸会長ってことは、特にやましいことはしてないように思えるがナ……』

「あら、カメラさん会長のこと知っているんですね」

『あ、あア。まあナ……。お前の首にぶら下がっていていたら、いやでも校内の噂が耳に入ル』

　未十士は暇ありゃ校内をうろついているからな。瀬戸会長に限らず色々な噂は耳に入っていることだろう。ヘタすりゃ僕よりカメラの方が校内のことに詳しいかも……と、そこまで考えて思考を止めた。そんな悲しいことを考えちゃいけない。

「二年の瀬戸海乃生徒会長。生徒会長に当選してから数々の偉業を成し遂げ、生徒から圧倒的な信頼を得た。絵に描いたような生徒会長です」

　情報を整理するように未十士が会長のプロフィールを述べる。

「喧けん嘩かっぱやい不良、校則を破るギャル、授業を常習的にサボる生徒に不登校児、引きこもり──我が校の落ちこぼれ生徒一人一人と真摯に向き合い、説得し、全員を模範的な生徒へと昇華させた、学園ものドラマの主人公的なポジションの方」

「お陰でうちの学校は今市内で指折りの模範校扱いだしな」

「橋星さんが仰おっしゃっていたとおり、他人思いで情に厚い。校則も守り、生徒の見本そのもの。教師からの信頼も厚く、まさに品行方正を地で行くような方。ちなみに先程の橋星由羽さんも元落ちこぼれでした。勉強が苦手で赤点常習犯だったのですが、瀬戸会長に手を差し伸べられ勉強を教えて貰もらい、今では学年でもトップを張れるくらいの学力を持つようになったそうです。元々会長自身基礎能力が高いですからね。期末試験や模試では常に学年一位のようですし、教えるのも上手うまかったのでしょう」

　ああ、だからあそこまで熱心に瀬戸会長を信奉していたのか。僕は会長とそんなに関わりを持っていないから、あそこまでの熱量はさすがに持ち合わせられないんだよなあ。

『つまり、フィクションの生徒会長をそのまま実体化させたような人ってことだナ』

「はい。それで間違いないでしょうね」

「見た目もびっくりするくらい生徒会長だしな。黒髪ロングでキリッとした表情。制服もビシッと着こなしているし」

　何度か壇上で挨拶をする姿を見ているが、生徒会長としての業務を堂々とこなしている姿とか本当に絵になっていた。見る度になるべくしてなったのだなとひしひしと感じる。

『瀬戸会長が超理具を所持しているってことカ。良いことじゃないカ。悪用される心配もなイ』

「まあ、まだ確定ではないですけれどね。……よし、時間的にも良い頃合いですしちょっくら行ってみますか、二年三組の教室」

　未十士はのびをしながら軽い声で言う。

「今なら絶賛作業中ですし、会長一人きりですし、お話聞きたい放題ですね」







「唯乃さんの超理具の存在は伏せておきましょうか」

　教室へと向かっている最中、未十士は僕にそんな提案をしてきた。

「僕は別に構わないけれど、なんか思うところでもあるのか？」

「念には念を、というやつです。こちらの切り札はその場ですぐに使用できる懐かい旧きゅう時ど計けいです。信頼を得るためにも超理具の話題を出すことは避けられないでしょうが、わざわざ必要以上の情報を伝える理由もないでしょう」

「……確かにそうだな。わかった。僕は大人しく話を聞いているよ」

　超理具という未知の存在がある以上、こちらも常に万が一のことを考えて動かねばならないと思っているのだろう。僕もそれには同感だ。

　会話が終わると丁度僕達は二年三組の教室の前に着く。教室前の廊下には誰も存在せず、教室のドアに付いている小窓は黒い布で覆われていた。絶対に中を見られたくないようだ。

　人が入ってこないように鍵もかかっているらしい。未十士がお馴な染じみのピッキングを行う。

「人がいると気が散るから集中したいっていうのはわかりますが、ことがことですからね。一気に怪しくなってしまいます」

「ここまで徹底的にやられるとな」

「いっぱいお話伺っちゃいましょうか。……よし、開きました。入りましょう」

　見慣れた犯罪行為を終え、未十士はガラガラ！　と勢いよく扉を開ける。

「……誰!?」

　部屋の中央から凜りんとした声が僕らの耳へと一直線に通ってくる。




　そこにいたのは、白黒ボーダーの手袋を左手にはめた瀬戸海乃生徒会長だった。




　会長の周りには工具などの修繕に必要な道具は一切なく、壊れた小道具のみが散らばっている。超理具を使用しているのは確定だろう。

　未十士はととと、と小走りで駆け寄り、

「どうもどうも！　私一年一組の未十士早來と申します！　集中しているところ突然すみません、どうしても今瀬戸会長に確認したいことがありまして！」

「いや、貴方あなたは知っているわ。そちらは唯乃壱いち時とき君だったわね。……確認したいこと？」

　いきなり現れた僕たちを警戒しながら、未十士に目を戻して会長は言う。

　しかし未十士はそんな警戒などには一切臆さずに、




「瀬戸会長、貴方超理具を使用していますよね？　『壊れたものを修復する』──そんな能力を持った超理具を」




　と、いつものペースで会長にそう告げた。

「……貴方達も、超理具という存在を知っているのかしら？」

「はい。まあ、持っているのは私だけですが。こちらです」

　未十士は運命さだめカメラを取り出し、

「こちらが私の超理具、その名を運命カメラといいます。未来に起こる運命の確定点を写し出す能力を所有しており、これを使って瀬戸会長が短時間でこの二年三組の小道具を修復していることを知りました」

　なにかを考えるように未十士の話を聞く瀬戸会長。向こうがまだアクションを起こさないことを確認し、未十士は話を続ける。

「ご安心ください。私達は会長が超理具を使用していることを誰にも話すつもりはありません。漏らすこともありません。最近謎解きという趣味に手を出してしまいまして、これがまた面白くてですね。今回もその一つ。『昼に壊れた小道具達が、何故なぜその日のうちに全て直っているのか』──その謎を解明したかっただけなのです。それ以外に他意は一切ありません。会長であろうとなかろうと、そこはどうでも良いのです」

「ふむ……なるほど」

「こちらにいる唯乃壱時さんは私の趣味の協力者です。基本なんでもできると自負している私ではありますが、さすがに人手が必要な時もありまして。唯乃さんは作家を目指していることから超理具のような突飛な存在にも理解がありますし、友達が少ないので情報が他者に漏れる心配もございません。作品のネタ探し及び刺激を求める唯乃さんと、信頼できる人手が欲しい私。互いの利害が一致した結果、このような形に落ち着きました」

「おい、普通に口が固いでいいだろ。何故僕の交友関係を経由した」

　事実かもしれないがわざわざ生徒の長おさに言わなくてもいいだろ。

「……うん、わかったわ」

　会長は一人頷うなずき、その場で立ち上がる。

「どうやら貴方達は私に害がなさそうってことがわかった。未十士さんの言うとおりよ。私も超理具所有者。超理具はこれ」

　そう言って、左手に着けていた手袋を見せてくる。

「『壊れたものを修復する手袋』よ。これを使えば──」

　瀬戸会長は手近にあった壊れた小道具を手に取り、左手で撫なでる。すると、

「──一瞬で元通りになるってわけ。パーツが揃そろっている必要も無いわ。破片でもいいから、壊れているのであればこれで直せる。これを使って器物破損事件の被害に遭ったクラスの補塡を行っていたの」

「ほうほう！」

　未十士は目を輝かせながら会長の左手をじろじろと見つめる。

「なるほど、やはり一瞬でものを直せる能力でしたか。手袋ですし、ここは……うーん、ええと……『修しゅう復ふく手て袋ぶくろ』で！」

　懐旧時計と違ってえらく安直だな、と言おうとして踏みとどまる。危ない危ない、ボロを出すところだった。

「滅め茶ちゃ苦く茶ちゃ興味ありそうね。見る？　大事なものだから丁重に扱ってくれればいいわよ」

「ぜひ！　ありがとうございます！」

　差し出された手袋を手に取り、隅々まで観察し始める未十士。

　会長は手袋が無ければ作業が進まないため手持ち無沙汰になってしまった。同じく特にすることのない僕と目が合う。

　こんな近くで見ることは初めてだけれど、綺き麗れいな顔しているなこの人……整っている、というのが正しい表現だろう。コンビニとか本屋でよく見かける女性向けファッション雑誌の表紙を飾っていそう、と言ったらわかりやすいだろうか。

「私の顔になにかついているかしら？」

「ああいえ、すいませんじろじろ見ちゃって。……あの、なんで『補塡』のことを一般生徒には秘密にしているんですか？」

「あら、そんなところまで知っているのね」

「この謎解きは未十士が二年三組の教室で器物破損事件が起きた現場に偶然居合わせたことが発端で始まったんです。その時補塡の話を耳にしたみたいで。謎解きの過程で補塡を受けたクラスに聞き込みに行ったりしたんですよ。その時に知りました」

　会長は、ちゃんと手順を踏んで辿たどり着いてきているのね、と少し笑った後、

「『補塡がある』ってわかっちゃうと、補塡ありきで物事を進めちゃうでしょ」

　と理由を話し始めた。

「ゲームのセーブ＆リセット機能と同じよ。なにかあっても大丈夫って思ってしまう。でも、それって簡単に言えばズルじゃない？　そういうズルを覚えちゃうと、この先もそれが前提になってしまう。それは普通じゃない。校内にいるうちはそれでも良いかもしれないけれど、社会に出るとそんなの通用しない。だからよ。生徒のためを思っているからこそ。私は生徒に甘いとは思うけれど──甘やかすつもりはないわ」

　そう語る会長の横顔を見て、思わず鳥肌が立ってしまう。模範を地で行く人間なのか。

「でも、学祭実行委員には補塡に関して周知したんですね」

「それが私の甘いところね。人生でたった三度しかない高校生活の学園祭。失敗で終わらせたくはないでしょう？　私も生徒には楽しい記憶を持って欲しいしね」

　会長は自嘲気味に笑ってそう言った。

「でも、あくまで最終手段って気でいたわ。使うことなんてないって思っていた。まさか器物破損事件なんてものが起きるなんて、思ってもいなかったわ」

「念の為ため、が功を奏したってところですか」

「そんなところよ。それにこんな超理具なんてもの、何度も使いたくないじゃない。自分で言うのもなんだけれど、いくら私の能力が高いからって理由で誤魔化しても限度がある。今のところ貴方達以外に疑われてはいないようだけれど、いつボロが出るかわからない。未十士さんのその……運命カメラだったかしら？　それとは違って、異質性がはっきりと目に見えるから。使わないに越したことないのよ」

　なるほど。確かにそうだ。結局写真一枚しか残らない運命カメラと違い、修復手段は結果がはっきりと残ってしまう。その不自然さを疑われていないのは、それこそ瀬戸会長の今までの実績からなる人望が為なせる業だろう。

　後は、近場にもう一人未十士早來というハイスペック人間が存在するという事実も一役買っているのだろう。一人だけなら不自然だが二人いればなんとなくできなくもないのかな、みたいな感情を持ってしまう。

「話から察するに、もっと前から超理具を所有していたんですか？」

「ええ。生徒会に入ったときくらいからだから、もう一年前とかかしら。ある日突然見知らぬ人間にこれを渡されてね。気味が悪かったんだけど、どうにも捨てる気が起きなくて。それでなんとなく手元に残しておいたの」

　手に入れた状況的には僕と一緒か。現在の立ち位置的に同意できないのが歯がゆいところである。もう一人の超理具所有者はかなり特殊な入手経路を辿っているみたいだし。

「でも良かったわ、捨てないで。お陰で今、こんなに役に立っているんですもの」

　まあでも、と会長は一呼吸置いた後、




「これが無くても私はやっぱり、無いなりになにかしらの手段で補塡をしたでしょうね。困っている生徒を放ってなんておけない──だって、生徒会長ですもの」




　……世の中にはこんな立派な人間がいるのかと素直に感心してしまう。こういう人が、上に立つべき人種というやつなのだろう。自分のことだけで精一杯で、自分のことすらままならない僕なんかとは大違いだ。

「手袋、ありがとうございました！」

　そんな僕を尻目に、未十士はふう……と満足げに息を漏らしながら会長に手袋を返す。いついかなる時でもマイペースなのはある意味羨ましくもある。

「その様子だと楽しめたみたいね」

「ええ、バッチリです！　会長も細やかな事情を赤裸々に話してくださりありがとうございました。確かに会長の言うとおりです。人間ズルを覚えるとろくなことがありません」

　おいやめろ、その話を蒸し返すな。さっきはスルーしたが、それ告白を無かったことにした僕に突き刺さるんだよ。現実を受け入れずズルをした僕を遠回しに攻撃しないでくれ。

「あ、すいません。もう一つだけお願いいいですか？」

「なにかしら」

「実は私、謎解きという趣味と並行してスクラップ作りも行っていましてですね。解いた謎をまとめるのを趣味の一環としているんですよ。それで、よければ私と一緒に写真に写って頂けないかと……あ、勿もち論ろん誰にも見せるつもりはありません。あくまで自己満足です」

　未十士の言葉を聞き、瀬戸会長は観念したかのように肩を竦すくめ、

「……いいわよ。その代わり、誰にも絶対に見せないこと。超理具のこと、あまり知られたくないのよ」

「あら、そうなんですか」

　未十士の返答に会長は呆あきれながら、

「理ことわりを超えた力なのよ？　自分で扱っていてなんだけれど、こんなよくわからないものがあると知れたら生徒達が困惑するでしょ」

「なるほど。まあご安心ください。私は約束は守る系美少女ですから……はい、ちーず」

　パシャリ、と教室にカメラアプリの撮影音が響く。いつものように未十士は今日の日付と「解決！」という言葉と共に自作の顔文字を添えたスタンプを押した写真を作成した。

「さて、では私達はそろそろ撤収させていただきますか。いつまでもここにいると会長の作業の邪魔になってしまいますしね」

「ああ、そうだな。いきなり押しかけてしまってすいませんでした」

　僕はそう言って未十士の頭を摑つかみながら一緒に一礼する。

「いえ、別にいいわよ。私も身近に超理具所有者がいるってわかってちょっとホッとしたしね。こんな意味不明な存在を共有できるっていうのはありがたいわ。精神的な意味で」

「なにかありましたら是非ご相談ください。必ずやお力になりましょう。そしてまた色々お聞かせください！」

「ええ、頼りにしてるわ」

　瀬戸会長は僕達に手を振って見送りながらそう言った。さて、教室から出るかと足を向けたその時──未十士はぴたり、と動きを止め、

「あ、すいません。最後に一つだけ」

　と言って、顔だけを会長の方に向ける。

「会長が持っているのは左手袋だけのようですが、右手袋ってどこにあるんですか？」

「……さあ？　少なくとも私は左手袋しか貰もらっていないわね」

「なるほど」

　未十士はにっこりと笑顔を作り、

「重ね重ねありがとうございます。お忙しい中失礼いたしました。それでは、残りの作業も、頑張ってください！」

　と言って、握りこぶしを会長に向けて教室を出た。

　少し歩いた後、未十士は周りを見渡し他に生徒がいないことを確認した後、小声で僕に話しかけてきた。

「瀬戸会長は噓うそを吐ついているように思えます」

「……なんだって？」

　思わず大きな声が出そうになるのを、咄とっ嗟さに抑え込む。

『一体どういうことなんダ？』

　カメラも強い興味を示し、未十士の言葉に食いついてきた。

「私、会長の左手袋を隅々まで調べていたじゃないですか。壊れている小道具を撫なでてみたりもしました。きちんと修復されていましたよ。でも……あれが会長の所有物だというのなら、絶対にあるべきものが無かったんです」

「あるべきもの……」

「署名、ですよ」

　未十士は運命カメラに記した自らの名前を指で示しながら言う。

「あの左手袋には、どこにも署名が無かったんです。でも能力は発揮されていた。……明らかにおかしいですよ」

「なるほど。だから最後にお前は右手袋の在あり処かを聞いたのか」

「はい。そして会長は『知らない』と言った。でも、右手袋が無ければ署名が無いことに関する理由が付かないと思うんですよ。彼女が器物破損事件にどこまで関与しているかはわかりませんが……彼女はなにかを隠している。私達に知られてはいけない、なにかを」

『そうか……あの、瀬戸会長ガ……』

　神妙な声を発するカメラと未十士。

　そして、未十士は小さく笑って、

「楽しくなってきましたね……」

　と呟つぶやいた。

　もうろくなことが起きないことは目に見えていたので、触れないでおいた。

　触らぬ未十士に祟たたり無し。僕がこいつと出会ってから学んだことの一つ。

　まして未十士は遠ざけようとしても勝手に触ってきて祟りをまき散らすのだ──進んで自ら触る必要がどこにあるというのだろうか。







　次の日の朝。僕は早めに学校に来て文芸部室で執筆作業を進めていた。

　いやあ今日も手が進む進む。この調子だと月末の賞〆しめ切きりにも間に合いそうだな。朝だと一日の疲労が溜たまっていない分頭も働くし。

　ここ最近どうにも筆が動かないと思っていたのだが、よくよく考えてみれば当然のことだったのだ。連日放課後は未十士の趣味に付き合わされてバタバタ色んな所に連れ出されていたのだから、そりゃ夜に進めようと思っても疲労が溜まった身体からだがついてこれなくなる。当たり前のことだ。

　それに気づいた僕はこのように執筆時間を朝早くにスライドさせたのだった。登校して文芸部室で書いとけばギリギリまで家の中で粘って遅刻する──なんてことも起きないし。

　なんて有意義な朝なんだ。

　僕がちょっと感動すら覚えたその時、文芸部室の扉がバアン！　と音を立てて開いた。僕はあえて音の鳴った方向を向かずにパソコン画面を凝視する。

　いやいや待ってくれ。そんなわけないだろう。まさかお前、まだ八時前だぞ。一般的な生徒なら今やっと朝飯食い終わったとかそんなところだぞ多分。こんな時間から活動するなんてこと、あるわけない──




「唯乃さん！　見てくださいこれを！」




　……ああ。未十士早來がちんちくりんな身体を目一杯動かして楽しそうに一枚の写真を見せようとしているのが顔を上げなくてもわかる。

「……なんでお前、こんな時間に学校にいるんだ」

「そりゃあ勿論謎探しですよ。最近放課後は毎日唯乃さんと一緒に謎解きばかりしていましたからね。未来の写真ストックが少なくなってきていまして。こうなったら朝攻めるしかないな、と。そしたらびっくり仰天！　最高の写真を撮影することに成功したんです！」

　くそ、微妙に思考回路が僕と似ているのが腹立つ。

「なんで僕が文芸部室にいることがわかったんだよ」

「唯乃さんも私と同じ考えに辿たどり着いて朝に執筆作業しているんだろうなーと思いまして。どうせ遅刻のリスクを回避するために早くに登校して文芸部室で缶詰かなと」

「全部その通りだよくそ人の思考読みやがって！」

　そこまで完璧に読まれてしまう僕の思考回路にがっかりだよ！

「お陰でこんな爽やかな美少女と朝から出会えたのですから良いではありませんか──それにこの写真を一緒に見られるのですから良いではありませんか！　これはラッキー！」

「なんでそんな朝からテンション高いんだよ……」

『まあお前もまずは見てみロ。そしたら理由がわかル』

　カメラの冷静な指示を受け、僕は観念して写真をのぞき込む。

　そこに写っていたのは体育館の中。そして、ボロボロに破壊された道具達だった。

「……これは？」

「器物破損事件の現場ですよ」

　未十士は嬉うれしそうに言う。

「場所は体育館。壊されているのは学園祭の出し物で演劇を行うクラスが搬入した大道具達。──ついに私は器物破損事件を未然に知ることができたのです！」

　ついていけない程のハイテンションで高らかに言う未十士。……嫌な予感がする。

「あと十数分後にはこの状態になっています。つまり止めるのは今しかない！　さあ行きましょう唯乃さん！」

「待て待て！　つまりどういうことだよ！　ちょっとは説明してくれ！」

「器物破損事件が起きることを予知できたということは即すなわち、私達は犯人が犯行に及ぶ直前に居合わせることができるということ。つまり、犯人が誰かを知ることができるということです！　校内を騒がすあの連続器物破損事件の犯人ですよ!?　知りたくはないんですか!?」

　ずい、と未十士は顔をこちらに近づけながらでかい声で詰め寄ってくる。

『説明が駆け足なのは理解してくレ。その写真を撮ったのはついさっきでナ。そのままその場で待ってても良かったんだが……未十士が『あれだけ私が器物破損事件絡がらみの事柄で連れ回したのです。唯乃さんも犯人を知りたいに違いありません！』つってナ。それで急いでここに来たんだヨ」

　カメラが聞いてもいないのにそんなことを言ってきた。止やめてくれよ、内容はどうあれ未十士が僕を気遣って、少ない時間の中こっちに来たんだみたいなことを言うな。

　さあ、さあ！　と未十士は僕の手を取り立たせようとする。

　抵抗しようと思えばできたのだろうが、僕はそのまま引っ張り立たされた。ああ、カメラが人間だったなら、やっぱりという笑みを浮かべているのだろうなあ。

　未十士の気遣いは正解だよ。悔しいが僕のことをよくわかっている。

　連続器物破損事件の犯人なんて──そんなの最高のネタじゃあないか。あの瀬戸会長が手を焼いてるんだぞ？　これだけ校内を騒がせてるんだぞ？　さぞかし凄すごいネタに違いない！

　さよなら僕の有意義な朝。おはよう慌ただしくせわしない時間。

　僕はそのまま未十士に引っ張られながら、走って体育館へと向かったのだった。







「役割はいつも通りです。私に何かあったら唯乃さんが時間を戻してください」

「了解」

「カメラさんは念のため唯乃さんに預けます。唯乃さんと一緒にサポートをお願いします」

『あいヨ』

　体育館の入口前でいつもの役割分担を再確認。未十士は軽く準備運動をし終え、

「では、行きましょうか」

　他の教室とは違う、体育館の重いドアを開けた。

　真ん中にいたのは、一人の女生徒。どちらかというと華きゃ奢しゃな見た目をしており、背丈は未十士よりちょっと大きいくらい。……まさかあの子なのか？　しかし周りに他の人影は無いし……。

　女生徒はとことこと壁かべ際ぎわに置かれている大道具の一つに近づくと──




　片手でバリバリ！　と裂くように大道具を壊した。




「ちょっとお待ちください！」

　それ以上被害を大きくすまいと未十士がすかさず声を上げる。女生徒は手だけでなく全身の動きを止めて、ゆっくりとこちらを見た。

「一年五組の佐さ保ほ理り沙ささんですね？　貴方あなたが連続器物破損事件を起こしている犯人なんですか？　私達は貴方に危害を加える気は毛頭ありません。なので返事をしていただけると幸いなのですが」

　未十士はなんとか対話に持ち込もうとする。しかし、佐保と呼ばれた女生徒は未十士の言葉など意にも介さず、未十士めがけて走り出した。

「どうやら交渉決裂のようですね……！」

　向かってくる佐保さんにカウンターパンチをお見舞いしようとする未十士だが、

「──っ!?」

　なにかを察知し無理矢理身体をねじって佐保さんの攻撃を躱かわしたため、そのまま佐保さんは床に一撃を入れることとなった。バリバリ！　と先程と同じ音が鳴る。なにごとかと見ると、佐保さんが攻撃した箇所の床が裂けるように小さく割れていた。

　これは──

「──超理具ですか！　唯乃さん、念の為ため時計の準備を！」

「あ、ああ！　任せろ！」

　未十士はまたもや佐保さんの攻撃を避よけ、その攻撃が床を破壊する。超理具──確かにそれならあの体型で多くのものを壊してきたことにも納得がいく。とても力ずくでどうにかできそうな腕をしていない。部活をしていない女の子のような細腕だ。

　佐保さんは何度も何度も右手で未十士に一撃食らわせようと詰め寄る。右手には──白黒ボーダーの手袋がはめられていた。あれは……。

「佐保さん！　くっ！」

　未十士は何度も名前を呼ぶが、佐保さんは気にも留めずに攻撃の手を休めない。まるで自分の意思がそこにはないようだ。

「止まってください！」

　未十士は近くにあった三角コーンで佐保さんの左半身を思いきり叩たたく。老朽化していたのか、三角コーンはバキイ！　と音を立てて壊れ、近くに破片が飛び散る。しかし佐保さんは顔色一つ変えずに未十士へと向かってきた。……痛みを感じていない？

「……！」

「危な！」

　顔を摑つかまれそうになった未十士は、バン！　と咄とっ嗟さに後ろ受け身で佐保さんの右手を躱す。佐保さんは勢いを殺せず床に右手をついてしまう。

　そして、その右手をついた部分の床がガラガラと音を立てて壊れた。あまりにも簡単にどんどん壊れていく床を見て、僕は改めて超理具に恐怖を感じてしまう。ものっていうのはあんな簡単に壊れるものだったのか!?

「いいんですか!?　そっちがその気なら、こっちだって容赦しませんよ!?」

　言葉で訴えるのは無理だと悟った未十士は攻めに転じようと立ち上がり体勢を立て直す。しかし、その一瞬の隙を見逃さず、同じく起き上がった佐保さんの右手が未十士の上半身めがけて向かってきた！

「未十士！」

「──っ！」

　隙を突かれた未十士は佐保さんの攻撃を躱すことができず──首から腹部の辺りを目掛けて佐保さんの右手が振り下ろされる。

「未十士！」

　床の惨状を見るに身体ごと引き裂かれたとしてもおかしくはない。僕は懐旧時計に手を掛けながら名を叫ぶ。しかし、佐保さんの右手は未十士の制服を裂いたものの──身体に傷を負わせることはなかった。

「なるほど！」

　未十士はそのまま佐保さんに向かって強い蹴りを入れ、佐保さんの身体は力の入れられた方向へと飛ぶ。

「理屈はわかりました。ここからは攻めさせていただきます！」

　未十士は間髪入れずに佐保さんの方へと向かい、伸びてくる右手などお構いなしに攻め続ける。

　ああああどんどん上半身が露あらわになっちゃって……。恐らくあの右手袋は「もの」のみを破壊する超理具なのだろう。だから人体への影響は無い。

　それがわかったから、未十士は気にせず攻めに転じることができたのだ。

「そろそろ終わらせていただきます！　はあ！」

　そう言って未十士は伸びてきた右腕を取り、佐保さんの背中をそのまま床に打ち付けた。衝撃で佐保さんは気を失ってしまう。

「……お疲れ。佐保さん大丈夫か」

「何を心配しているのですか、私ですよ？　加減したに決まっているじゃないですか」

　得意げに胸を張る未十士。……僕はおもむろに学ランの上を脱ぐ。

「ほら、これ着ろ」

「え？」

「超理具のせいではだけてんだよセーラーが！　お願いだから着てくれ！」

「え？　あ、ああ！　いやん、唯乃さんのエッチ！」

「不可抗力だ！　そして古めかしいリアクションをとるな！」

　いやんもエッチも久しぶりに聞いたわ！　今時そんな台詞せりふ言う十代いるのか!?

「お言葉に甘えて、お借りします……ふふ、ぶかぶかですね」

「身長差があるからな」

　なんとなく嬉しそうに笑う未十士。……やはり未十士の背にはだいぶ大きかったようで、スカートがギリギリ見えるか見えないかくらいまで学ランで覆われていた。

　これはこれでいけない気がする。

　もしや下履いていないんじゃ……!?　みたいな考えが頭をよぎってしまう。

「……ふふ。唯乃さんのエッチ」

　そんな僕の頭の中を見透かしたように、からかうような目つきで未十士が囁ささやいてきた。

「おい、なんでもう一回言った？」

「私にはお見通しですよ！　その顔、エッチなことを考えていましたね！　まあ透き通るような肌を持つ絶世の美少女こと私のあられもない姿をその目に入れてしまったのです。そう考えてしまうのも仕方のないことですよ。大丈夫です。わかっていますから」

[image: ]

「いや、こればっかりは仕方がないだろう！　年頃の男子にブラ＆スカートとかいうフェチズム溢あふれる姿を見せてしまう方が悪い！」

「なるほど、ただでさえ男性の欲を搔かき立ててしまう姿になってしまったのに、そこへ更に私の抑えきれないフェロモンが加わってあらもう大変！　ということですか……」

「いや後半は違う」

　あれいきなり淡泊!?　とはしごを外されたことを驚く未十士。正直ずっと見ているのは目の毒だ。さっさと戻ろう。文芸部室に僕のジャージを置いておいたはずだ。それでも着させておこう。

『──おイ！　未十士、後ロ！　犯人ガ！』

　突如、カメラが大きな声で叫びだした。咄嗟に言われた方を向く僕達。すると、先程まで気絶していたはずの佐保さんが起き上がって僕達と反対側、壁の方へ向かって走り出していた。

「結構強めに決めたはずだったんですが!?　もう起き上がったんですか!?」

「とりあえず追うぞ！」

　佐保さんはそのまま右手袋を使って壁を砕き、その破片を僕達の方に向かって投げつけてくる。

「危ね！」

　破片を避けるために、僕達は思わず足を止めてしまう。その隙に佐保さんは走って体育館の外へと逃げて行ってしまった。

「……体育館がボロボロになってしまいましたね」

『酷ひどい有あり様さまだナ』

　床にはいくつかの穴が開き、壁は人が通れるくらいには壊れている。これを佐保さん一人でやってしまったというのだから、超理具というのは恐ろしい。

　あんな華きゃ奢しゃな少女でも、右手一つでこれだけのことをやってしまえるのだ。あまりにも──危険すぎる。

「まあ、犯人の顔はわかったことですし、朝の散歩がてらちょっと外に出て軽く探してみましょうか。あの様子だと遠くへ逃げていてもおかしくなさそうですけど」

「それと瀬戸会長へ電話だな。体育館の修復と──」

「──白黒ボーダーの右手袋について、ですね。やはり唯乃さんも同じ考えでしたか」

「そりゃあな。あれはどう見ても修復手袋と対をなしているだろ」

　昨日の今日で会長が持っていた修復手袋の見た目を忘れるほど僕は記憶力が悪くはない。断言してもいい──佐保さんが所持していた超理具は瀬戸会長のものとセットに違いない。

「連絡先を知っているので私が連絡を取ってみます。よし、じゃあ行きますか」

「……え、お前その格好で出るのか？」

「勿もち論ろんですよ。大丈夫でしょう、大事なところは見えていませんし」

　……もうなにも言うまい。本人が良いと言っているのだ、外野がやいのやいの言うのはお門違いというものだ。

　僕と未十士は佐保さんが作った壁の穴から体育館の外へと出る。ここ数日は晴天続きだったのに、どんよりと重い雲が空を覆っていた。

　後ろでポチポチと未十士がスマホをいじる。どうやら僕・未十士・会長の三人でグループトークを作ったようだ。

「お、さすが早いですね二人とも。えーと、では……『おはようございます会長。ちょっとお伝えしたいことがありまして。つい先程、体育館で器物破損事件の犯人と接触しました。確保一歩手前まで行ったのですが、惜しくも逃がしてしまいました。しかもどうやらその方、超理具を持っていたようで。床とか壁とかお構いなしに壊していったんですよ！』……送信っと」

　ぴこん、とすぐさま会長から返事が返ってくる。

『わかったわ。修繕の方はこっちでなんとかしておく』

「『それと、聞きたいことがあるのですが』」

　間も置かず未十士は連投する。僕はちらちらとスマホを見ながら周りを見渡す。特に怪しい人影は無い。

「『佐保理沙さんが器物破損事件の犯人でした。貴方あなたが前に引きこもりから立ち直らせた、元落ちこぼれの一人です。勿論ご存じですよね？』」

『佐保理沙さん？』

　会長は戸惑ったような返信をしてきた。いや、未十士の言うとおりだ。この人が知らないはずない。ただでさえ生徒思いの人なのだ、ましてや自分が手を差し伸べたことのある生徒を忘れるはずが無い。

　僕はそこで──あるものを発見して、探索の足を止めた。

『ちょっと待って未十士さん』

「……おい、未十士」

　偶然にも僕が未十士の名を呼ぶと同時に、ぴこんと通知の音が鳴る。体育館から歩いて数分、人の立ち寄らない校舎裏。僕はある一点を指で示す。




『佐保理沙って誰かしら？』

　そこには、女子の制服が落ちていた。




　セーラー、スカート、ソックスにローファー……女生徒の制服一式がきっちり揃そろって地面に置かれていた。

　そしてそこに、ただ一つ──白黒ボーダーの右手袋だけが、存在していなかった。

　しかし一体何の因果か。

　奇くしくも佐保さんが消えた場所は、僕が摘つみ方かた先輩に告白した場所だった。











第四章　ナゾトキ女と人の上に立つ女









「唯ただ乃のさん！　見てくださいこれを！」

　未み十とお士し早さ來きがちんちくりんな身体からだを目一杯動かして楽しそうに一枚の写真を見せてきた。

「…………」

　僕はその写真を無言で覗のぞき込む。

「ええ!?　唯乃さんが自主的に写真を見る!?　さては唯乃さんの皮を被かぶった偽にせ物ものですね！　私の目は誤魔化せませんよ！」

「いや節穴にも程があるだろ！　正真正銘唯乃壱いち時ときだっつの！　いいだろうが自主的に見たって。なんで見てくれって言いながら持ってきたお前が驚いているんだよ」

「毎回唯乃さんが一旦拒否するのがいつもの流れでしたので……なんですか、ついに私の趣味に理解を示したという認識でいいんですかあこれは」

　未十士がなんだか嬉うれしそうに僕を肘で小突いてくる。うわ、嫌な絡からみ方！

「そんなわけないだろうが。誰がこんな頭のおかしい趣味を理解するっていうんだ」

「漏れてます！　心の声が漏れてますよ！　頭がおかしい趣味とはどういう言い草ですか。どっちですか。謎解きですか、スクラップですか!?」

「どっちもだよ。どっちにもそれぞれ頭のおかしい側面があることを自覚しろ」

「人の趣味に対して失礼極まりない!?　じゃあ、なんで唯乃さんはこの写真に興味を湧かせているんですか」

「むしろ朝からの流れでお前が持ってくる写真に興味を抱かない方がおかしいだろう」

　今朝、僕達は人体消失事件の第一発見者となった。

　あの後、僕達はそのままライン越しに瀬せ戸と会長にことの経緯を詳細に報告した。佐さ保ほさんの人体消失に関しては、「今週末にある学祭に支障を出したくない」という会長の意向で僕達三人だけの秘密という形で取り扱うことになった。

「まあ、体育館だけでも直ってよかったと考えるべきか。あのレベルの損傷が残っていたら、さすがに問題になるからな」

「しかしまだ問題は山積みです。例えば──白黒ボーダーの右手袋の件とか」

「でも、それこそどうしようもないんじゃあないのか？　所有者だった佐保さんは消失し、右手袋自体もどこかへ行った。聞き込みをしようにも誰も佐保さんのことを覚えていない。どうやって辿たどるっていうんだ？」

　僕の疑問を読んでいたかのように未十士は笑い、

「突破口になる写真こそがこれです。どうぞ」

　と持ってきた写真を渡してくる。僕は受け取り、再度じっくりと見る。




　そこに写っていたのは──瀬戸会長が男子生徒に白黒ボーダーの右手袋を手渡しているところだった。




「今が昼だから大体二時間後の未来か。また怖いくらいにドンピシャな写真を撮影してくるな……」

「私の運命力が為なせる業ですね」

　無い胸を張りながら未十士がドヤってくる。別に褒めているわけではないのだが、なんか気分良くなってくれているみたいなので放っておこう。

「いや、でもちょっと待ってくれ。なんで会長がこれを持っているんだ？　あの場には僕達以外誰もいなかった。先生に知られたら問題になるから、会長は僕達の連絡を受けてすぐに体育館の補修に向かったはずだし……」

「一人なら無理かもしれませんが……恐らく、協力者がいたのでしょう」

　協力者……確かに、単独では無理でも、複数人ならアリバイ作成も容易だ。

「そもそも、佐保さんの様子も明らかにおかしかった。私達の声に全く耳を傾けなかったじゃないですか。我を忘れて──という表現よりかは、そうですね、自我をなくして、という表現の方がしっくりくる。そんな様子でした」

　未十士は今朝のことを思い出しながら、

「もしかしたら、佐保さんはなんらかの超理具によって操られていたのではないでしょうか。いやまあ、超理具でなくとも、催眠術でも洗脳でもいいのですが。大事なのは『何者かに操られていた』ということです」

「何者かに、ね……。で、お前はその何者か、を会長だと睨にらんでいるってわけか」

「そうなりますね。まあ……訝いぶかしむ理由は他にもありますが」

　未十士はポケットに手を入れ、何かをまさぐりながらそんなことを言う。

　僕はもう一度写真に目を向ける。確かに、それくらいのインパクトがある写真ではある。少なくとも昨日、会長が僕達に噓うそを吐ついていたのは明らかだ。昨日、あんなにも立派な姿を見せた彼女が、そんなことをするなんて考えにくいが……。

「というか……そもそもなんで僕と未十士は佐保さんのことを覚えているんだ？　人体消失が起きたんだ、忘れるはずじゃあないのか？」

「あ、やっとそこに気づきましたか。遅いですよ、唯乃さん」

　朝から色々と起こりすぎてそこまで頭が回っていなかったんだ。勘弁してくれ。

「唯乃さん、朝から今まで、生徒達に佐保さんのことを覚えているか確認してみました？」

「ああ。席が近い奴やつら数人にそれとなく訊たずねてみた。答えは勿論『知らない』だったよ」

「でしょうね。恐らく、校内にいる人間ほぼ全員が『知らない』と答えることでしょう。では、『覚えている』私達と『覚えていない』他の方々の違いとは。これはあくまで仮説ですが──『超理具の所有者か否いなか』ではないかと考えています」

「所有者か否か……。でも、だったら瀬戸会長が覚えていないのは自然なんじゃあないのか？　修しゅう復ふく手て袋ぶくろには署名が無かった──つまり、彼女は超理具所有者じゃなかったってことだ」

「はい。確かに手袋という観点だけで見たら、会長は所有者ではありません。ですが、先程私が言った『洗脳能力を持つ超理具』を所有していたら話は別です。全てを覚えた状態で、裏から操り糸を引っ張っていた張本人ということになります」

「まあ、確かにそうだが……」

　そこに関しては不確定要素が大きい。今ある情報ではどうしようもない。

『それに、もし未十士の言うとおり、超理具所持者だけが消失した人間の記憶を保持できるというのなら──ボク達は、一年三組の人体消失者の記憶もあるはずダ。しかし、その記憶は存在しなイ。覚えている側と覚えていない側の共通点から見て、超理具は関わっているとみて良さそうだけれど……まだ足りないピースがあるように思えるナ』

「そうなんですよ……まだ謎を解ける段階には至っていない、というのが正直なところです」

　三人してうーん……と考え込んでしまう。

『おい、時間が無駄に過ぎていくゾ。これからどうすル？』

「そうですね。とりあえず、記憶に関する謎は一旦置いておきましょう。まずは写真に関わることから。瀬戸会長が噓を吐いているかどうか。これを確かめたいと思います」

「ああ、まあそうだな。手掛かりが多い方を攻めたほうがいいだろう」

「はい。……唯乃さん、この写真に写っている男子生徒がどなたかご存じですか？」

　未十士はフッフッフ、とわざとらしい笑い声を上げながら言う。

「知るわけないだろう」

「いっそのこと清すが々すがしいくらいの返答ありがとうございます。こちらの方は宇う出で伏ふし津つ吉よしさん。三年生です。佐保さん同様瀬戸会長に救われた生徒。喧けん嘩かに明け暮れる毎日でしたが、瀬戸会長の説得により改心。今ではクラスの大黒柱として学園生活を送っています」

「……ん？　ちょっと待て。また救われた生徒か？」

「はい、そうです」

「偶然……ってわけじゃあなさそうだな」

「でしょうね。ここで更に凄すごい情報をもう一つ。調べてみたところ、学祭実行委員はその全員が会長に救われた生徒達でした。昨日お話を伺った橋きょう星ほし由ゆ羽うさんもそうでしたよね？　赤点常習者。学祭実行委員はそういった『会長に救われた生徒』達が集められていたのです」

「自分に都合のいい人間だけを集めていた、ってわけか？」

「そうなります。もっと言うと、信者だけで組織した、ということです。そりゃあ情報なんて漏れませんよ。唯乃さんも見たでしょう？　橋星さんの信仰っぷりを」

　確かに。破損品修復の情報が一般生徒に漏れた──そのことを知ったとき、橋星さんの空気感が一瞬にして変わっていた。

「瀬戸海うみ乃の会長には、人に知られてはいけないなにかがある。それこそが私達が解いていく謎において、最も重要な鍵となることでしょう」

　これから始める捜査が楽しみで仕方がない、といった表情を浮かべながら、未十士はにやにやと笑う。

「……あれ、ちょっと待て。今私達って言ったか？　僕も既に同行するみたいな流れになっていないか？」

「ええ!?　今更そんなこと言います!?　あんなに今日の写真に食いついていたじゃあないですか！」

「いやそりゃそうだけどさ……」

　僕は頭の中で公募〆しめ切きりまでの日数や今月のＷｅｂ投稿ノルマを計算する。あー公募の方は睡眠時間切り詰めたらギリいけるか？　Ｗｅｂ読者の方には事情を説明して少しの間更新を休むことにして……いやしかし投稿を始めてから今が一番ノっている時期なんだよな。ここで勢いを殺すと読者が興味を失ってしまいそうだし……。

『葛藤しているようだナ。しかし、本当はお前も気づいているはずダ』

　僕がうーんうーんと悩んでいると、カメラが確信を込めた声でそう囁ささやいてくる。

『生徒会長の謎を解く……こんな機会は滅多に無いト。ただでさえ三年と少ない高校生活。今回のようなフィクションめいた現実に遭遇する機会なんて、恐らく今回を逃したら一生訪れなイ。お前はそれでいいのカ？　お前の中のクリエイター魂は、一生に一度しかない貴重な経験を自らの意思で見逃して、それで今後面白い作品を書き上げられると思っているのカ!?』

「おお！　カメラさんがなにやら熱い一言を！　その通りですその通りです！」

『せっかく良いこと言っているんだから適当な言葉で盛り上げようとするな未十士』

　冷静に未十士に対処するカメラ。あうっ、と未十士はしゅんとしてしまう。

　……しかし、カメラの言うことはもっともだ。

「特別な経験」は作品の幅を広げ、面白さの質を上げる。

　僕のクリエイター魂は、カメラの言葉を否定する気がまるで無い──むしろ〆切と天てん秤びんに掛けようとしている僕自身を否定している！

　〆切には次がある、しかし特別な経験には次など無いと語りかけてくる！

「わかったよ！　今回もノってやるよ！　僕の人生経験を豊かにするためにな！」

「さすがです唯乃さん！」

　パチパチパチパチ！　と高速で手を叩たたく未十士。そんなに喜ぶことか。まあせっかく船に乗ると決めたのだ。船長には高いモチベーションを維持してもらうに越したことはない。

『なあに、ボクにかかればこんなもんヨ』

「ありがとうございますカメラさん！　お陰で今回も安心して趣味に臨めそうです」

　メラメラと未十士はやる気を身体からだ中から醸かもし出す。

「……でも、これからどうするんだ？　その宇出伏先輩とやらに話を聞きに行くのか？　それとも瀬戸会長に直じか談だん判ぱん？」

「なぜ全て直球なのですか」

「お前なら普通にやりかねないだろ」

「私が物事全てを真正面から受け止める素直な美少女と言いたいのはわかりますが、しかし残念ながら違いますね」

「誰が素直か誰が……いや、素直っちゃあ素直か」

「お、ついに認めましたね！　ほら、ついでに美少女の方も言っときましょう。私の後に続いて！　『未十士は素直だし美少女だからなあ』、セイ！」

「いやだから復唱させようとするな」

　というか美少女認定を「ついで」で済まされていいのかお前は。そこまで褒められることに飢えているのか？　いつも周りからかなり褒められているだろう？

　ちなみに僕の言う素直も「欲望に素直」「好奇心に素直」という意味で、手放しで褒めたかというとそういうわけでもないからな？

「さて、本題ですが。今回はこの写真に写っている当事者二人からお話を伺おうとは思っておりません」

「ほう」

「この写真は私達が持っている情報の内最も重大な『証拠』となります。この写真があるのとないので瀬戸会長への詰め方が変わることでしょう。今この二人に会うと、警戒され写真の中身が変わってしまうかもしれません。それは避けたいです」

「未来が変わったからといってまた同じ様な写真が撮れるとも限らないしな」

「ええ。ですので当事者──瀬戸会長ですかね。彼女の元へは未来が確定してから向かいたいと思います。あまり長引かせると相手に逃げの猶予を作らせてしまうことになるので、できるだけ早い内、できれば今日中には片を付けたいですね」

「僕も賛成だ。ノったはいいが、あまり時間を多く持って行かれたくはない」

「この写真に記されている時刻までまだ時間もあります。色々会長周りに聞き込みを行いましょう。特に会長に救われた生徒達が多く関わってきているのです。なぜそこまで彼ら彼女らは瀬戸会長を信仰しているのか──知っておいて損は無いでしょう」

　僕も信者達がどのような経緯を辿たどって今の状態になったかは知りたいな……。元落ちこぼれの皆さんのステータスだけ聞くとドラマもびっくりな熱血展開多そうだし。

「異論無し。どうする、誰に聞くとか考えているのか？」

「色々な方からお話は伺ってみたいですね。一視点のみだと偏りが出る可能性もありますし。うちのクラスにもお一人いらっしゃいますし、まずはそちら。次いで橋星さんと、一年生を中心にどんどん時間の限り聞いて回ってみますか」

「まあそれしかないとは思うが……あの信仰っぷりだぞ？　聞けるのか？」

　僕がそう言うと、未十士はにやりと意地悪く笑ってこう言った。

「大丈夫ですよ！　お友達の少ない唯乃さんにそういうのは期待していませんから！　見ていてくださいよ、私の交友関係の広さとコミュ力の高さを！　根掘り葉掘り聞き出しちゃいますよ！」







「……っスー……あっれー……？」

　二十分後。僕達は文芸部室の真ん中で立ち尽くしていた。

『……「大丈夫ですよ！　お友達の少ない唯乃さんにそういうのは期待していませんから！　まあ見ていてくださいよ、私の交友関係の広さとコミュ力の高さを！　根掘り葉掘り聞き出しちゃいますよ！」』

「止やめてくださいカメラさん！　何故なぜこのタイミングで私の台詞せりふを復唱したのですか！」

「驚くほどキレイなフラグ回収だったな……感心するわ」

「止めてください唯乃さん！　私のことを尊敬するような目で見ないでください！」

　いや尊敬するよこれは。これでもかというくらいキレイだったもん、回収。僕のことを下げてあんなにイキっていたのにこの結果ってお前……。

「まさか全員に断られるとは思っていませんでした……」

「しかもかなり冷たくあしらわれたな。最終的には全員が『それは自分と瀬戸会長だけの秘密だから』って台詞に帰結したし」

「ええ、不自然すぎるくらいに」

　僕達はあの後、とりあえず学祭実行委員に的を絞って瀬戸会長に救われたときの話を聞くことにした。時期が時期なのもあって、実行委員の方々は皆自分のクラスにいたし、顔が広い未十士のお陰で簡単に接触もできた。

　しかし、順調なのはそこまで。

　全員が思い出話を語るのを拒否してきたのだ──まるで示し合わせたかのように。

「聞く人聞く人『あの瀬戸会長と秘密を共有しているということ』を勝ち誇ってきていたけれど……どうにも違和感が拭いきれなかったな」

『それはそうだロ。皆言っていることが一言一句同じだったんだかラ』

　カメラが嘆息しながら言う。

「どうするんだ？　この調子だと、対象の皆さんに話を聞くのは難しそうだが」

　写真の時間もそこまで迫っている。あまり遅くなると聞き込みの対象どころか本命である瀬戸会長が帰宅してしまう可能性すらある。

「仕方がありません、違う方法で行きましょう」

「色々手があるのなら先に言っておいてくれないか」

「あそこまで格好つけた後に保険も用意していますので〜なんて言えるわけないじゃあないですか。美少女に恥を搔かかすつもりですか唯乃さんは」

　いやもう既に大分赤っ恥搔いていると思うんだが……口に出してだだをこねられても困るので言わないでおこう。

「ごほん。あー、あー、あー、あー」

　未十士は何かを探るように一段階ずつ声のトーンを変えていく。

「あー、あー、あー、あー、あー」

「…………」

「あー、あー、あー……よし」

「……!?」

「これくらいでしょうか。どうです唯乃さん」

「どうですって、お前まさか……!?」

　声色を調節し、未十士のいつもの可か愛わいい系の声から綺き麗れい系の大人っぽい声へと変化した。聞き馴な染じみのある声。




　瀬戸海乃生徒会長の声そのものだった。




「あ、すいません。口調も変えた方が良いですよね。えーと……こんな感じかしら？」

「うわ、違和感！　見た目はいつも通りなのにお前と全く違う声が出てきてちょっと普通に気味が悪い！　……が、確かに口調まで揃そろえられると、音だけなら完璧に瀬戸会長だな」

「暗に見た目は全く及ばないって言ってないかしらそれ。言っておくけれど私まだ成長期だから。これから背も胸も驚きを隠せないほどの進化を見せるから覚悟しなさい」

「おいやめろ。お前のせいで勝手に僕の中の瀬戸会長の株が下がってしまうだろう」

　声だけ変えていつもの調子で喋しゃべるな。

「それほどまで未十士早來と瀬戸海乃を同一視してくれるとは……趣味で声帯模写を会え得とくした甲か斐いがあったというものね。さて」

　未十士はスマホを取り出し、

「これから元落ちこぼれの方々に非通知で連絡を取るわ。『瀬戸海乃』のことをあそこまで崇拝している彼らなら、『私』の声に従うはず」

「お前は本当に何でもありだな……了解。僕は喋らないようにしておく」

「助かるわ」

　まずは橋星さんからね、と言って未十士は電話を掛ける。

『はい、もしもし？』

「もしもし、橋星さん？」

『……瀬戸会長ですか!?　いいい、一体どのようなご用件で!?』

「そう、私よ。いきなりごめんなさいね。今大丈夫かしら。ちょっとお願い事があるのだけれど」

『会長以上に優先すべき事柄などありはしません！　なんなりとお申し付けください！』

「あらそう？」

　かなり躾しつけられているな。ちょっと怖いくらいだ。

「これから貴方あなた達の元に未十士早來っていう女子と唯乃壱時って男子の二人組が現れると思うのだけれど、その二人の質問に全て答えて欲しいのよ」

『あ、その二人なら先程来られました。私と会長の秘密について聞きたいと吐ぬかしてきたので適当にあしらっておいたのですが……。まさか、それがその用件だったということでしょうか!?』

「あら、既に行っていたのね。……恐らくそうよ。いいわ、私から再度向かうように連絡を入れておくから。安心して、彼女達は私達の秘密を口外しない協力者だから」

『わかりました！』

『瀬戸会長』の言葉を一切疑わずに即答する橋星さん。

「よろしく頼むわ。じゃあ」

　ブチ、と電話が切られる。

「アポイントメントは取れたみたいだな」

「スムーズに行きすぎて怖いくらいですがね。ここまで滞りなく進んでしまうとは」

　最初からこちらのプランで行くべきでした、と後悔する未十士。いいじゃあないか、たまにはああいう恥を搔いたって。

　未十士は扉の方へと向きを変え、

「騙だましてしまった以上、あまりお時間を取らせたくはありません。早速行きましょうか、一年三組へ」







「いらっしゃいいらっしゃい！　会長から話は聞いたよ！　ごめんねさっきは！」

　一年三組の教室へ入ると、橋星さんがこれでもかというくらい手厚く歓迎をしてくれた。

「いえいえ、こちらも事情が伝達される前に来てしまってすいませんでした。心が前のめっちゃって」

　こっちは面つらの皮が厚いようだ。さっきといい今といい、何食わぬ顔で噓うそを吐つきやがる。

「話は聞いていると思うのですが、ただいま私達と瀬戸会長は協力者となってます。それで、瀬戸会長にどうやって生徒達の信頼を得たのか聞いたところ、実際に当事者に聞くのが良いわと言われましてですね。それで、こうやってお話を聞きに来たわけです」

「なるほどね。本当は秘密なのだけれど、会長がそう言っていたのなら仕方がないなあ。あ、勿もち論ろん他言禁止だからね」

「わかっています。会長も『あの二人は秘密を口外しない』って言ってませんでしたか？」

　未十士がそう言って笑うと、橋星さんも「言ってた言ってた！」とブンブン首を縦に振ってきた。

「では、先程と同一の質問を。『貴方は何故瀬戸会長を崇拝しているのですか？』」

　先程は一蹴されたこの質問……今回はどうだ。




「あはは！　そんなの『生徒手帳にそう記載されているから』に決まっているじゃん！　当たり前だよ！」




　橋星さんはなんでもないことのようにそう答えた。それを聞いて──僕は背筋が寒くなる。

「えと、浅学で悪いんですが……そんな条項、ありました？」

「勿論だよ！　唯乃君……もう、生徒手帳を読まないなんて生徒失格だよ!?」

「そうですよ唯乃さん。あるに決まっているじゃあないですか！　普通、入学時に生徒手帳は読み込んで暗記しているものですよ。ね？」

　未十士は笑顔で橋星さんに同意を求める。しかし橋星さんはなにやら気まずそうな顔で、

「あはは……。未十士さんの言うとおりだよ、本当。読んでなかったから私は一回落ちこぼれちゃったしね。まあ、そのお陰で瀬戸会長に救って貰もらえたんだけど」

「ほう？　そのお話、詳しく聞かせて貰って良いですか？」

「勿論。会長に質問には全て答えてくれって言われているしね。ほら、未十士さんなら知ってると思うけど、私昔赤点常習者だったじゃない？　毎回のように補習食らっててさ」

　以前未十士が話していたな。橋星さんは瀬戸会長に勉強を教わって、今では学年でもトップクラスだって。

「で、その日も普通に補習を受けてたんだけどさ。終わった後、瀬戸会長が教室に入ってきてね。私にこう言ったの。『貴方はいつも補習を受けているわね』」

　橋星さんは過去を懐なつかしむように思い出に浸りながら話す。

「私はその言葉にムッとしちゃってさ。なにか悪いですか!?　って逆ギレしちゃったわけ。そしたら会長、『貴方は生徒手帳を持っているかしら？』って聞いてきて。当時は私も唯乃君と一緒で常備していなかったから、素直に持っていないですって答えたのよ」

　だんだんとヒートアップしていく橋星さん。話し方にも熱が籠もっていく。

「それを聞いて会長が、『じゃあ仕方がないわね……。いい、橋星さん。貴方は校則で学年十位以内に入らなければいけないと義務づけられているの。ほら、ここをご覧なさい』って詰め寄ってきてね！」

　まるでアイドルを語るかのように、キャー！　とハイテンションで橋星さんはこう続けた。




「『校則第九十二条、【橋星由羽は校内で行われる試験において、常に学年で十位以内に入らなければならない。また、そのためならば寝る間を惜しんで学力の向上に努めなければならない】──ね？　これは校則で決められていることなのよ。つまり貴方は校則違反をしているの。生徒会長として、それは見過ごせないわ。……でも、貴方はまだ一年生だし、今回は見逃してあげる。校則を知った今の貴方なら大丈夫。きっと今日から勉強に励めるはずよ』。そう言って私を叱しっ咤た激励してくれたの！　そしたら、その日から私は本当に勉強に身が入って！　瀬戸会長が校則を教えてくれなかったら今の私はいなかったよ！」




　その言葉を聞いて、僕は思わず未十士の方を見てしまう。視線に気づいた未十士は、可愛らしく小首をかしげてきた。

　未十士が上機嫌──つまりそれはそういうことだ。先程から続く意味のわからない話。おかしな校則。そしてそれを信じてしまっている橋星由羽。

　これは──超理具の仕業だ。

「そのことを今まで秘密にしていたのですか」

「うん。なにか聞かれたときは、『瀬戸会長が救ってくれたの』って言うように教えられてね。二人に話すまで、本当に誰にも話さなかったよー」

　やっと誰かにこの出来事を自慢できたのが嬉うれしいのか、橋星さんはテレテレと頭を搔きながら笑う。正直、自慢とはほど遠い内容ではあったのだが。

　今の話の中に瀬戸会長のことを尊敬できる要素は無かった。橋星さんには誠に申し訳ないのだが、訝いぶかしむ要素しか見当たらなかった。

「なるほど。素敵な思い出ですね！」

「でしょでしょ!?」

　未十士のとりあえずこの場は全肯定しておこうという気が見え見えの言葉に、更に橋星さんは気を良くする。

「だからね。唯乃君もきちんと生徒手帳を常備して、校則をちゃんと読んでおかなきゃ駄目だよ。私のように知らぬ間に校則を破っている可能性は十分にあるし。瀬戸会長の手を煩わずらわせるなんてもってのほかだからね！」

「あ、ああ。気を付ける」

　勢いに気け圧おされて思わず頷うなずいてしまった。未十士と夜の校舎に忍び込んだ実績がある時点で今更な気がしなくもないが。

「他には？　なにか聞きたいことってある？」

「いえ、とりあえずこのくらいで。貴重なお話をしてくださりありがとうございました」

　暗にもっと瀬戸会長トークを聞いていってと伝えてくる橋星さんだったが、未十士はやんわりと明確に断った。聞きたいことは聞けたし、一人に時間を割きたくもないしな。

　その後も僕と未十士は声真ま似ねしては対象の生徒にアポを取り、秘密の更生話を聞き出した。

　話の内容は大体橋星さんと同様。よくわからない校則を瀬戸会長に教えられ、生徒手帳を見せられる。すると生徒は感銘を受け、瀬戸会長を信奉しながら自分の過あやまちを悔い真逆の道を進み始める。元落ちこぼれ生徒達はその話の異常さに気づくことはなく、誰も彼も誇るように語っていた。

　聞き込みが終わった僕達は、その足で生徒会室へと辿たどり着いた。

「さて。それでは私達も教えてもらいましょうか。──瀬戸会長自作の校則を」







　コンコン、と扉をノックする。程なくして、内側から「どうぞ」と声が聞こえた。

　僕と未十士は、静かに生徒会室へと足を踏み入れる。

「あら、貴方達。またなにか発見したの？」

「ええ、まあ。そんなところです。……他の役員の方々は」

「各おの々おののクラスで学祭準備に精を出しているわ。私は雑務がちょっと残っていたから片付けていたの」

　なるほどなるほど、と軽く頷く未十士。

「今朝は急な対応ありがとうございました。体育館が壊れた時はさすがに驚きましたよ」

「私としては貴方あなたの衣服がボロボロだったのにも驚いたけれどね。駄目よ、安易に異性に肌を見せちゃ」

「大丈夫です。唯乃さんはそんなことをしなくとも既に私にメロメロですので」

「おい、誤情報を流すな」

　せっかくのありがたい常識的な助言をあしらうな。

「実はその件で瀬戸会長にお伺いしたいことがありまして。今、お時間大丈夫ですか？」

「でも犯人はもうわかったんでしょう？　あの……佐保理沙さんだっけ？」

「いえ。それはあくまで実行犯です。私達はついに、真犯人を突き止めました」

「……ふうん？」

　会長は仕事の手を止め、

「いいわ。そこに掛けなさい。忙しいから、手短にね」

「ありがとうございます。はい、心得ていますよ」

　僕達は生徒会室の真ん中にあったソファに腰掛ける。会長が注いでくれたコーヒーを一口、なんのためらいもなく頂いた後、未十士はいつもの調子でこう言った。




「まずは結論から。瀬戸会長。貴方が超理具を使用して器物破損事件を起こしていた真犯人ですね？」




「……面白い冗談ね」

「いえいえ。面白いですが冗談ではありませんよ。貴方は所持している超理具を使用して、過去救ってきた生徒を利用し、器物破損事件を起こした」

　未十士の言葉に会長はふふ、と笑いを零こぼす。

「そこからおかしいじゃない。私の超理具でどうやってそんなことするっていうのかしら。私の超理具は『ものを修復する』だけよ？　他でもない貴方が修復手袋って名付けたんじゃない」




「違いますよ。私が差している超理具は修復手袋ではなく、『制せい奴ど手て帳ちょう』です。『人間を制御し奴隷にできる生徒手帳』で、制奴手帳。……今回はなかなかいいネーミングじゃないですか!?」




「いきなり知らん単語言うからなんだと思ったわ。せめて僕には事前に伝えてくれ」

　確かに今回の名前には○をあげたいけれども。

「……知らないわね、そんな超理具。制奴手帳？　人を制御する？　何を言っているのかしら」

「残念ながら既に裏は取ってあります。『瀬戸海乃生徒会長を信奉し、また彼女の命には全て従わなくてはならない』──そう生徒手帳に書いてあると、貴方に救われた生徒の皆さんが口を揃そろえて仰おっしゃってましたよ」

「な……!?」

　未十士の言葉を聞いて顔をしかめる会長。バレないことに関して、どうやら絶対の自信があったらしい。そりゃそうだ。超理具で命令していたのだから。

「いえいえ、ご安心ください。超理具は正常に働いていました。お陰で私は一度恥をかいてしまいましたよ。きちんと皆さん、瀬戸会長の言葉を信じるよう洗脳されていました」

　未十士はそう言って軽く喉を整え、

「だから、聞き出すことに成功できたの」

「……！　貴方、私の声を真似て……！」

「さすが、察しが良いですね。この声で電話越しに接触を図ったら皆さん快くお話ししてくれました。どうやら今まで救ってきた生徒全員と同じ様な二人だけの秘密を作っていたようで。とんだプレイガールですね」

　未十士は軽口を叩たたき、反対に会長は肉がえぐれそうな程に拳を握りしめる。

「貴方は制奴手帳を活用し、いつでも動く駒を手に入れていた。付け加えると、生徒会長当選のための実績作りでもあったのでしょう」

　今まで「瀬戸会長の真摯な説得により素行不良生徒は救われた」という美談で培つちかわれていたカリスマ性。実際は超理具による荒業だったということだ。

　結果だけ見れば教師受けはかなり良いし、喧けん嘩かに明け暮れる不良を更生させたとなれば恐怖の対象を除いてくれたということで生徒からの評価もかなり上がる。未十士の言うとおり、票数稼ぎも兼ねていたのだろう。

「そして今回。これは私の推測ですが、より校内での自分の立場を揺るがないものにするため、貴方はあることを思いついた。それが今回の器物破損事件です。貴方は今まで救ってきた生徒の中の一人をピックアップし、その人にものを破壊する白黒ボーダーの右手袋──私達は破は壊かい手て袋ぶくろと呼んでいます、こちらを渡して無差別的に破壊するよう指示した。後は貴方が修復手袋で直せばいい。貴方はまた一つ、自身が讃たたえられるための功績を得られた、ということです」

「所謂いわゆる、マッチポンプということですね」

　未十士と僕の言葉に、会長はあくまでも冷静に訊たずねる。

「マッチポンプ？　そんなのわからないじゃない。それにまるで私が知っているかのように話しているけれど、私はその……破壊手袋だったかしら？　そんなもの知らないわよ」

「それが、わかっちゃうんですよね」

　この質問を見透かしていたかのように未十士は笑いながら言う。

　未十士は今日の一枚──瀬戸会長が宇出伏先輩に破壊手袋を手渡している写真を出し、

「こちらが瀬戸会長が破壊手袋の存在を知っていることを証明するものです。この宇出伏先輩も佐保さんと同じく貴方に救われた生徒。そして、貴方はそんな彼に破壊手袋を渡しています。ここまでしているのに、『破壊手袋の存在を知らない』なんて言い草、通用しませんよ」

　そして、と未十士は更にもう一つの証拠をテーブルの上に置く。

「これが、貴方がマッチポンプをしているという確固たる証拠です。この破片──体育館にある三角コーンの破片なんです。今朝私は戦闘中に勢い余って壊してしまいまして。でもまあ、修復手袋があるので直っているだろうと思っていたんです」

　未十士は破片を会長の目の前まで持って行きながら、

「日中、空き時間に私は体育館に行ってみました。まあ、単純な現場検証というやつです。そしたら、完璧に修復された体育館の隅で、この三角コーンの破片を発見したのです。他は全て綺き麗れいに直っているのに、三角コーンだけが直されていなかった。何故なぜ？　これだけ直さない理由がありません。だって──修復手袋は壊れているものがあればパーツが揃っていなくても直せる超理具なのに」

　そして、未十士ははっきりと会長の目を見て、言う。

「貴方はあの体育館の中で、『私が壊した三角コーン』だけは直すことができなかった──逆に言うと、『破壊手袋が壊したもの』は全て直せた。つまり、『修復手袋は破壊手袋で壊したものしか直せない』。そして、制奴手帳で操った生徒に右手袋を渡し、壊させたものを自らの手で修復するというパフォーマンスを行った。これが、私達が貴方がマッチポンプをしていると考える理由です」

「…………」

　無言で項うな垂だれる瀬戸会長。チェックメイトってやつか。

「以上で器物破損事件の謎解きを終わります。全てが会長の自作自演だった、というわけですね」

　満面の笑みで未十士は言う。容赦の無いトドメの一言だった。

「さて、ここで一つ。私から瀬戸会長に質問があるのですが」

「……なによ」

　いつもの自信の籠もった声はどこへやら。瀬戸会長は力の抜けた声で応える。

「どうしても解けない謎があったのです。瀬戸会長、貴方はこの計画の中に人体消失を組み込んだはずです。あれはどのようにして起こしているものなのですか？」

「……ああそう、そこまでは知らないのね」

　瀬戸会長は身体からだを起こし、




「わかったわ。教えてあげる。だから──貴方の超理具、運命さだめカメラをこちらに渡してちょうだい」




　そう言って、勢いよく未十士の顔の前に制奴手帳をかざしてきた。

　これは──！

　瀬戸会長は対象の生徒に合わせた条項を作成して、それを見せることにより落ちこぼれ生徒を救ってきていた。しかし、一つだけ共通する条項がある。

　生徒会長をあがめ奉たてまつり、何でも命令を聞いてしまう条項！

「さあ、未十士さん。貴方の超理具を私に渡して。そしたら、人体消失がどのように起きるのか教えてあげる」

「……はい」

　未十士は言われるがままに、瀬戸会長に運命カメラを渡そうとする。

　なるほど、切り札ってこういうことかよ！

　僕は慌てて懐かい旧きゅう時ど計けいのボタンを押し、三分前へと時を戻す。




「さすが。察しが良いですね。この声で電話越しに接触を図ったら、皆さん快くお話ししてくれました。どうやら今まで救ってきた生徒全員と同じ様な二人だけの秘密を作っていたようで。とんだプレイガールですね」

　三分前は未十士が軽口を叩いている瞬間だった。思わず脱力してしまう。

「未十士。正解だ」

　僕は話の流れを切って唐突にそう告げた。未十士は嬉うれしそうにガッツポーズをし、

「おお！　いやあさすがですね私は！」

　と言ってハイタッチを要求してくる。僕はスルーしていきなりどうしたと戸惑う瀬戸会長に事情を説明し始めた。

「僕も超理具所有者だったんですよ。時間を三分巻き戻す超理具を所有している」

「な!?」

「切り札温存が役に立ちましたね。……会長。彼がいる限り、私達に制奴手帳は効きません。カマをかけるため一度は制奴手帳の罠にかかりましたが、今度はそうもいきません。未来の貴方あなたは、私達に重要な鍵を渡してしまったんですよ。『人体消失を起こすためには、超理具が必要となる』という鍵を」

　更に詰め寄る未十士。瀬戸会長は悔しそうに唇を嚙かむ。

「はあ……私の完璧な学園作りもここまでか……。起死回生の一手も不発に終わるなんて、さすがに想定の範囲外だわ……」

「完璧な学園？　……会長、貴方は一体何のためにこんなことを？」

　僕は瀬戸会長が発した単語に食いついてしまう。未十士は人体消失の方に話を戻したそうだったが、お前と違って僕は動機もきちんと聞きたいタイプなんだよ。小説のために。

「完璧な学園作りよ。誰もが羨む平和な学園。それをこの手で作り上げようとしたの」

　会長はどこか冷めた口調で語り始める。

「街作りのゲームをやったことがあるかしら。自分が市長になって、ＮＰＣを操って自分だけの理想の街作りを行うの。私は小さい頃からその手のゲームが大好きでね。でも、ある日飽きてしまったのよ。所詮ゲームはどこまで行ってもゲーム。長年やっていればイベントは予想できてしまうの。……でもね、一年生の夏。私はこの超理具を手に入れた。人を操ることができるこの超理具を」

　狂気を含んだ笑みを浮かべる会長。昨日話していた生徒思いの生徒会長はこの場にもう存在していなかった。

「その瞬間私はこの計画を考えついたわ！　現実世界で同じことをしようってね！　後は役割をはめていくだけよ。ゲームで言う『市長』の存在は、現実的な範はん疇ちゅうで置き換えると『生徒会長』という役職になる。まずはそこを目指し始めた。やろうと思えば票を買うこともできたのでしょうけれど……すぐにチートを使うとゲームと同じように飽きが来てしまうことを恐れた私は、とりあえず地道に票を稼ぐことにしたの。その一環が不良生徒の改心よ。あれは最小の手間でかなりの票を集められたから効率が良かったわ」

　今まで多くの生徒の前で、『生徒会長』を演じてきたということだろう。最低の行為だとは思うが、あそこまで偽りを通し抜いていたのはある意味尊敬できるのかもしれない。

「その頃くらいに方針を決めたのよ。私はここを誰もが羨む理想的な学園にすることにした。やりがいがあったわ。不良生徒が更生すればするほど私の評判と学校の評判は上がっていく。中には数人、罪を犯した経験のある者もいたわ。そういった奴やつらは更生させてもいたこと自体が評判に響く。だから消失させたりもした。この世からいなくなったら関係ないもの。基本的にはゲームも現実も一緒。ただ、現実の方がやり応えはあったわね」

　世の中を馬鹿にするかのような嘲笑を浮かべながら会長は話を続ける。

「今回の事件も私が起こしたイベントよ。定期的に生徒会長の威厳を見せておかないと、生徒達は私への信頼を失っていくわ。自身に益をもたらさない神なんて誰が信仰するかって話。それと一緒よ。所謂定期イベントだったの。……まさかここでこんなことになるとは思わなかったけどね。未十士さん、やっぱり貴方は存在がバグでありチートよ。貴方一人のお陰でゲームプランが全て狂ってしまったわ。超理具という存在だけならどうとでもなったというのに……」

「ほお……まあまあ、安心してくださいよ。修復手袋の時と同じです。私も唯乃さんも瀬戸会長の秘密を誰かに口外することは決してありません。会長は今までどおり会長として過ごしていただいて結構ですから！」

「…………はあ？」

　ニコニコと笑いながら持ちかけられた未十士の提案を、会長は信じられないという顔で突き返す。

「なにを言っているのかしら。今回、貴方達に知られた時点で終わりなのよ。もうこれ以降はないの」

　心底残念そうな顔で会長はそう言う。

「待ってください。なにやら終わったみたいな空気感を出しておられますが、私はまだ聞きたいことが残っています！　先程さらりと人を消失させたと仰おっしゃっていましたよね!?　そちらについて詳しくお聞かせください！」

「……人体消失？」

　そのワードを聞いて、会長は何かを閃ひらめいたかのようににやりと笑う。

「そうか、未十士さん貴方人体消失がどんなものかわかっていないのよね」

　会長は制奴手帳を取り出す。僕はまだなにかしでかす気なのかと身構えたが、

「私に勝利したボーナスよ。今から貴方達に、人体消失を見せてあげる」

　そう言って、会長は制奴手帳を両手でつかみ、

「私は完璧主義者なの。一つのイベントも取りこぼしたくない。今回のイベントを失敗した時点で今回は終了。でも悲しいことに、ゲームと違って現実にはリセットボタンなんて存在しないの。セーブもロードもない。……そういう意味では唯乃君、貴方が羨ましいわ。制限はあれど、ロードを繰り返せるのだもの。残念ながら私にはそんな力は無い。ロードもできない、リセットしても過あやまちは取り返せない……」

　手に力を籠めて、




「そういうときは、データを丸ごと消すのよ。次はもっと、上手うまくやるわ」

　制奴手帳を、真っ二つに引き裂いた。




「な──!?」

　予想だにしていなかった行動に、僕はおろか未十士までもが声を上げて驚く。

　会長の身体は制奴手帳を裂いたと同時にパッと消え──身につけていた衣類と、新品同様に綺麗になった裂けていない生徒手帳が、その場にぱさりと落ちた。

「こ、これが……人体消失……？」

　あまりに異様な光景に、開いた口が塞がらない。あの未十士も、今ばかりは同じ様子だ。

　会長が消えた。その事実がじわじわと、僕の脳内に浸透してくる。

　もしかして僕らは、とんでもないところに足を踏み入れてしまったのでは──？
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「そ……そうだ、懐旧時計。こいつを使って時を戻せば、会長は」

　パチ、パチ、パチ。

　僕の思考を、行動を遮るように。突然室内に拍手が鳴り響いた。未十士の方を見ると、彼女もまた何事かと辺りを見回している。

　後ろの方から誰かがこちらへと歩いてきているのが足音でわかる。それがわかったのなら振り向けばいい。なのに、なぜか首がそちらへ向くのを拒絶している。

　正体も摑つかめていないのに、背筋が凍る。嫌な予感とはまさにこのことだ。

　足音と拍手は、止まることなく鳴り続ける。

　そして、




「あっはっは。いやあ、楽しかった」




　音の主が、僕達の目の前へと到着して満足そうにそう呟つぶやいた。

「え……な、なんで……!?」

　音の主は制奴手帳を拾い懐ふところへとしまって、僕達の方を向く。

「ありがとう、二人とも。君達のお陰で今回はかなり楽しませて貰もらえたよ。控えめに言って最高だった。これだから止やめられない！」

　興奮しながら熱く語る姿。それはいつの日か、僕と面白い小説に関して語り合ったあの日に見た、凜りんとした中に可か愛わいさが光る、素敵な姿。

「なんで……？」

「元々海乃ちゃんは楽しいことをしでかしてくれてはいたから、見ていて飽きは一切していなかったんだけれどね。まさかこんな展開になるとは。悪人が最後自決するっていうのは物語としてみればある意味王道の一種なのかもしれないけれど、こんな形で見られるとは思っていなかったよ。君達は勿もち論ろんのこと、このエンドを達成した海乃ちゃんにも拍手を送りたい。彼女じゃなければ、こんな終わりをこの目で見ることはできなかったろう」

　そう言って、目の前の少女は一段と大きな拍手を虚こ空くうへ向かって行う。素敵な映画を見た後のように。最高の演奏を聴いた後のように。

　なんでだ。なんで貴方がここにいるんだ。




「なんでそんなことを言っているんですか──摘つみ方かた先輩！」




　思わず僕は声を荒げてそう叫ぶ。

　焦げ茶色のロングヘアーに、高めの身長。鉄壁ではなくクッション。たった一歳しか違わないのにも拘かかわらず、大人の魅力満載の女性。

　僕が恋い焦がれた女性。

　摘方由ゆ江えが、そこにいた。

「なんでと言われてもね……君にも言ったことがあるだろう？　私は楽しいことの味方だと。それ以上でも、それ以下でもない。私はただ、自分が楽しいものを見て、感じたい。それだけさ。今回は海乃ちゃんの言う『学園作りゲーム』が楽しそうだから見届けたというだけだ。それと、彼女に渡した超理具の回収だね」

　いや、待ってくれ。

　情報量が多い。頭がパンクしてしまいそうだ。

「──あの」

　ここまでしばらく静寂を保っていた未十士が、普段どおりの声を上げる。

「摘方先輩。色々聞きたいことがあるのですが、よろしいですか？」

「うーん……まあ、君達──特に早來ちゃんには今回かなり楽しませて貰えたからね。少しくらいはいいだろう。でもあまり過度に情報を与えすぎると、今後の楽しみが減ってしまいそうだし……そうだな、三つまで答えてあげようかな」

「ありがとうございます。ではまず一つ目。結局のところ、人体消失と超理具の関係性は一体何なのですか？」

　まずは瀬戸会長の処理から。未十士はそう考えたようだ。積み重なった疑問を一つずつ解消していこうという算段なのだろう。

「海乃ちゃんが消えた瞬間を、君達もはっきりと見ただろう？　彼女は自身の持つ超理具──君達が言うところの制奴手帳を破ることで消失した。トリガーはここだ」

　先輩は制奴手帳を見せびらかしながら、

「『超理具が壊れること』。これこそが人体消失発生のトリガーなんだよ。超理具が壊れてしまうと、その所有者は世界から消失してしまう。あっはっは。結構簡単だろう？」

　面白そうに先輩は話を続ける。

「海乃ちゃんはこの決まりを使って人体消失を起こしていたんだ。学祭の件に関して言えば家いえ中なか小こ守もりちゃんと佐保理沙ちゃんの二人かな。どうやら彼女達二人は洗脳が効き過ぎたみたいでね。信仰の度が過ぎていたようで、活動の邪魔になっていたらしい。だから今回のイベントを機に消失を図った。彼女達に手袋を渡し、使えるだけ使った後は自らの手で手袋を破壊するように命じたのだろう。修復された超理具だけは、別の生徒に回収させてたんじゃあないかな」

「家中小守……？」

　初めて聞く名前に困惑する未十士。

「ああ、そうか。君達は彼女の記憶が無いのか。家中小守ちゃんは、一年三組の人体消失者だよ。人体消失者の記憶を保持するには二つ条件があるんだ。一つは『超理具所持者であること』。もう一つは、『消失者と関わりを持っていたこと』。君達は操られていたとはいえ佐保理沙ちゃんとは消失する直前に交流を持っていたけれど、家中小守ちゃんに関しては一切交流が無かったみたいだね。まあ、彼女は入学直後から引きこもりだったから仕方がないといえば仕方がないか……」

「なるほど。記憶のあるなしはそういう区別だったんですね。そして世間に超理具が浸透していない以上、実行犯を消せば足がつくことはない。完全犯罪になる予定だった、と」

「そういうこと。まあ、現実はそんなに甘くなかったみたいだけれどね。あと、補足だけれど、別に意図的に壊すことだけがトリガーというわけではないよ。超理具には寿命が存在する。その寿命が尽きた時、その時点での所有者の寿命を吸うことによって超理具は生きながらえているんだ。超理具に吸収され、超理具の一部となり、一体化する。そういった意味では、所有者はいずれ超理具になる、超理具化すると言っても過言じゃないのかな」

　壊すことがなくとも、超理具本体の寿命がなくなった時点で所有者は消失する、ということか。僕は知らず知らずのうちに懐旧時計を握りしめていたことに気づき、急いで手を緩める。最も早はや軽はずみに使用することすらできない。

　ものというのは往々にして、使えば使うほど寿命が縮んでいく。こいつはあと何年だ？　経年劣化はもう既に始まっているのか？　考えれば考えるほど使えなくなってしまう。

「人体消失と超理具の関係性はこれくらいかな。じゃあ次、二つ目」

「摘方先輩は、どういう存在なのですか？　先程超理具を渡した、等と仰ってましたが」

「ああうん、そうだな、なんと言えば良いかな……。言葉の響きは嫌いなんだけれど、バイヤーというのが適切かな？　私は超理具を多く取り扱っていてね。それを必要な人に売っているのさ。タダなら怪しいけど、ちょっとお金を払った方が人は安心するだろう？　手が出せるくらいの金額で、人々に超理具を提供しているのさ。──壱時君、懐中時計の使い勝手はどうかな？」

「──まさか……!?　あの時の、あの人は……!?」

「うんそう。私だよ。ちょっとそういう超理具を使って姿を変えていたんだ。この姿で渡しても良かったし、基本的にはそうしているんだけれど……ほら、君って私に好意を抱いていただろう？　だからあえて正体を隠しておいて、後から良いタイミングで知らせてみようって思ったんだよね」

　先輩はうんうんと腕組みをしながら頷うなずいて、

「事実私の考えていたとおりだった。このタイミングで知らせるのが一番楽しい結果になったみたいだね。よかったよかった。消失の決まりもわざと君には教えていなかったんだよ。それを教えることがプラスに働く場合とマイナスに働く場合があって、君は明らかに後者だと思ったから」

「……な、なんでですか!?　先輩は、なんでこんなことを!?」

「さっきも言っただろう。私は楽しいことの味方なんだよ」

　当たり前のことを、と先輩は息を吐く。

「私は楽しいことを見るのが好きだ。そのために手を尽くしている。楽しいことを起こすために超理具というきっかけを渡してみているに過ぎないんだよ。……まあ、できるだけ面白そうなことを起こしそうな人に渡してはいるんだけれどね」

　先輩は制奴手帳を手で弄もてあそびながら、

「これだってそう。去年の夏、海乃ちゃんに渡してみたんだよ。彼女は常にどこか退屈そうな顔をして過ごしていたからね。なにかしでかしてくれるんじゃないかと思って。そしたら私の想像以上のことをやってくれたんだ！　今まで数え切れないくらいの人に渡しては、面白くなくなったら消失させてを繰り返していたんだが……彼女は数少ない私に消されなかった人間だ。誇って良い。命をかけて私を楽しませてくれたんだから」

　僕は思わず声を失ってしまう。狂っている。ネジが外れている。僕達と生きている次元が違う。彼女の中で僕達は──あくまで自分を楽しませるためのおもちゃとしか捉えられていないのだ。

　要らなくなったら捨てて、新しいおもちゃに移る。彼女にとってはそれくらいの認識でしかない。

「壱時君。そういう意味では君にも渡して良かったと思うよ。単体でも楽しかったが──早來ちゃんと出会ってからはより面白みが増したね。君達のコンビは素晴らしい。常になにかを引っかき回してくれる。私を飽きさせることなく楽しませてくれた」

「お褒めにあずかり光栄ですね」

　皮肉なのか本心なのか、判断つかないくらいフラットに会話をする未十士。

「さて、それでは次の質問ですが──」

「おっと。残念ながらもう質問権は終了したよ、早來ちゃん。人体消失の構造・私という存在・なぜ私がこの行為をしているか。これで三つだ。好奇心が強いのは良いことだけれど、約束は守ってもらわなきゃ」

「あっ……！　ちょ、唯乃さんが余計なことを聞くから！」

「……僕にも質問の権利はあったんだ。別にいいだろ」

　ここまで来てもなお、未十士は他人の事情に興味を抱かずに自身の好奇心に従っていた。僕からしたらそっちの方が驚きだ。

「さて、じゃあ君達のことはどうしようかな……。こんな楽しいこと製造機そうそういないんだけれど、君達の性質上私という存在を知ってしまったら後々厄介そうだしな……」

　物騒なことを呟く先輩。これは本当に現実なのか？　僕の憧れていた先輩の本性を受け入れるのに相当な時間がかかってしまっている。なんだこれは？




『……本当に貴方あなたが、裏で手を引いていたっていうのカ？』




「──!?」

　ずっと沈黙を貫いていた運命カメラが、信じられないといった声をあげる。表情も何もわからないけれど、声だけで明らかに困惑していることが読み取れた。

『信じられなイ……。貴方がこんなことをしていたなんテ……』

「君、一体どういうことだい!?　何故なぜ超理具が喋しゃべっているんだ!?」

　カメラの困惑を無視して、先輩は興奮しながら質問をしてくる。どうやら、超理具を扱っている側からしても、こいつの存在はイレギュラーらしい。

「どういう理屈だ？　通常寿命として所有者を取り込んだとしてもその精神は反映されないはず……なにか私の知らないことが起きているのか……？」

　少し考えた後、先輩は顔を上げ、

「──決めた。君達の存在をどうこうするのは止やめてあげよう。その方が楽しいことが起こりそうだし見られそうだ。その喋るカメラなんて、存在自体が楽しいしね。超理具のことが知りたいなら、君達で勝手に調べるといいさ。多分──それが一番楽しい」

「私達に伝えることで、より楽しい結果になるとしても？」

「それを決めるのは早來ちゃんではなく私だよ。そして私は楽しいことの味方だ。君達の味方になることは無い。私は私が感じた『楽しいこと』の味方にしかなり得ないんだよ」

　先輩はそう言うと、

「もうここにいても何も起こらなさそうだし私はこの辺で。ありがとうね。楽しい時間が過ごせたよ。願わくはこれからも提供してくれることを期待している。じゃあね」

　と言って、来たときと同じ様に、あくまでも普段どおりに生徒会室を去って行った。

「な、なんだよ……これ……」

　僕は思わずその場にへたり込んでしまう。なんだこれは？　僕はいつもどおりの日常を過ごしていたはずだ。

　それとも、いつの間にか、特殊な日常がいつもどおりとすり替わっていたのだろうか。

「本当ですね……」

　隣で未十士も同じ様にそう呟つぶやく。ああ、さすがのお前でも同じことを考えるのか、なんてちょっと安あん堵どしながらそちらを向いてみたら、




「超理具──俄が然ぜん興味が湧いてきました……！」




　そこにいたのは、あくまでもいつもの未十士早來。

　楽しそうに目を輝かせて、自分の好奇心の赴くままに、興味がある事物に一直線。

　普段となんら変わりない未十士早來。

『お前……』

「いつまでしょげているのですかカメラさん！　こんな状況、楽しまないと勿もっ体たいないですよ！　謎は深まるばかり……そもそもなぜ摘方先輩は超理具を渡す側になったのかとか、もう気になることだらけです！　ああ、好奇心が止まらない！」

　興奮しながら話す未十士。

　ああ、駄目だ。

「おい」

「はい!?　なんですか唯乃さん！　勿もち論ろん唯乃さんもこれから一緒に超理具の調査しますよね？　これほど日常からかけ離れた経験なんてありませんよ！」

「いや」

　僕はなんとか立ち上がる。座っていたのでは格好がつかない。




「僕はここで降りる」




　へ？　と未十士は間の抜けた声を出す。

「当たり前だろう。むしろなんでお前はまだ首を突っ込む気満々なんだよ！　危険すぎる、非日常にも程がある！　そもそもなんで瀬戸会長の消失を見てそんなにいつもどおりなんだ。あれは要するに、目の前で人が自殺したのと変わらないんだぞ!?」

「……瀬戸会長のことは残念に思います。しかし、それは彼女が自ら選んだこと。それにもう終わったことです。私達にはどうすることもできないことです。それに関してはこれで終わり。自ら区切りを付けないと、いつまでもずるずる引き摺ずってしまうだけですよ」

　未十士は力強い目でこちらを見ながらそんなことを言う。

「その場で足踏みを繰り返すことを悪いとは言いません。そうしなければならないときもあるでしょう。しかし、いつまでも足踏みし続けることに何の意味があるというのですか。前を向くことに意味があるのです。そして前には──超理具の謎があるのですよ!?」

　なるほど、ここで改めてその差を思い知らされることになるとはな。

　僕はどこまでいっても凡人で、未十士はどこまでいっても史上最強のアマチュアだった。

「お前は好奇心に身を任せてそのまま進んでいける人間かもしれない。でも僕はそうじゃあないんだ。お前、自分が消失するかもとか考えないのか？」

「その時はその時です。唯乃さんの言うとおり、好奇心に身を任せ、自分の興味が湧いたものに対して熱心になる。それこそが私なんです。逆に言うと、それができないのならば、私は死んだも同然なんですよ」

「……僕にはその生き方はできない」

　作品を書くには人生経験がものを言う。だから僕は、経験を積むために未十士の話に乗って色々な事件に首を突っ込んできた。

　でも、ここまでだ。

　死への恐怖を抱えたまま更に足を踏み出そうとするほど、僕は貪欲にはなれない……！

「お前の生き方は立派だと思う。自分に正直に生きることは素晴らしくて、自分のために生きられるのは羨ましいとすら思う。でも──僕はそこまで、おかしくなれない」

　自分の命を、他のことより優先してしまう。

「悪いが僕は降りる。ここでお別れだ」

　もう一度僕は言う。未十士の目をまっすぐ見て。

　その目は太陽の様に輝いていて、僕は直視するまいと逸そらそうとしてしまう。でも、駄目だ。ここで逸らしてはいけない。

　自分が正しいと思うのならば──ここで逸らしてはいけない。

　逸らすと、実感してしまうから。僕はただ、この場から、今まで起きてきた超理具に関する事柄から逃げたいだけだということを知ってしまうから。

　僕は、未十士の目を見る。

「……わかりました」

　未十士もまた、僕の方をきちんと向いて、僕の目を見て話す。

「元はといえば、これは私の趣味です。謎解きは全て私の趣味であり、唯乃さんは私の趣味を手伝ってくれているだけ。その中で唯乃さんは執筆に必要な経験を得たかっただけ。それ以上でもそれ以下でもない。所謂いわゆるビジネスパートナーのようなものです。互いに益がもたらされるから一緒に過ごしていただけで、それが破綻したら一緒にいる必要はないのかもしれません。唯乃さんが謝る必要なんてないんですよ」

　未十士は僕に向かって一礼して、




「今まで私の趣味を手伝っていただき、本当にありがとうございました。非常に助かりました。これからも頑張ってくださいね。いち読者として──唯乃さんのことを応援しています」




　そう言って、どこか悲しそうに笑った。

「っ……」

　未十士の言葉になにか返すこともしないまま、僕は逃げるようにその場を去った。

　明日からいつもどおりの日常が始まる。

　なんてことない──なんの経験を得ることもない。

　刺激なんて一つもない。

　他愛もない日常が、始まる。











第五章　ナゾトキ女と世界の理ことわりを超えた道具









　その日、未み十とお士し早さ來きがちんちくりんな身体からだを目一杯動かして楽しそうに一枚の写真を見せて来る──なんてことはなかった。

　未十士のお陰で他学級と違い学祭準備が既に終わっている僕のクラスでは、学祭二日前である今日と明日は自由行動となっていた。

　多くのクラスメイトは教室で友人達と楽しそうに学祭どこ回るだのなんだの話し合っていたが、僕は変わらず文芸部室でキーボードをカタカタと鳴らしている。

　まるで一ひと月つき前に戻ったような気分だ。学祭準備期間の初日に未十士に目を付けられて以降、毎日のように未十士が執筆中に乱入してきていたからな。

　どうせ今日も──なんて思ったところで、もう来ることはないのだということに気づく。

　今日、この部室に来てから何回目だ。そんなことを考えたのは。

「はあ……」

　思わずため息も吐ついてしまう。

　昨日。僕と未十士の関係は切れたのだ。もう今後あいつと交わることはない。そういう道を選んだのは自分だというのに……。

　一体何を期待しているというのだ。というより、僕は何かを期待しているのか？

　それすらもわからない。なぜ僕はこの期ごに及んで、未十士がこの部室に来ると一瞬でも考えてしまうのだ。

　……やめだやめ。今は執筆に集中しよう。公募もＷｅｂも〆しめ切きりが近い。進めるに越したことはない。そう思いＰＣのディスプレイを見ると、先程から数行しか進んでいないことを知る。なぜだか作業も手に付かない。

　どうやら今日は調子が悪いようだ。

　せっかく静かな環境になったというのに勿もっ体たいない……が、無理して書いてもいいことはない。幸いにもまだ時間はあるし、ちょっと休もうかな。

　僕は一旦ＰＣから手と視線を離し、虚こ空くうを見つめぼーっとする。最近色々考えることが多すぎた。たまにはこういう風に、ただひたすらに時間が過ぎていくのを感じるのも──と、その時。

　ガラガラガラ、と部室の扉が開く音が耳に入ってきた。僕は思わずいつものようにそちらを向いてしまう。そこにいたのは、




「やあ。なにをしているのかな？」




「っ──摘つみ方かた、先輩」

「なにをしているのかな壱いち時とき君。早來ちゃんと一緒に行動しなくてもいいのかい？　ここでぼーっとしているだけじゃあ、君の言う『特別な経験』はできないんじゃない？」

「……僕はもう、あいつと関わるのを止やめたんですよ」

　ほう？　と先輩は興味深げに顔を寄せてくる。

「どうしてだい。あんなに良いコンビだったというのに。足りないところを補い合う良いコンビじゃあないか」

「他人の目にどう映っていたのかは知りませんが、あのままあいつと一緒にいればいずれ僕も会長達と同じく消失していたに違いありません。あいつは、自身の欲に素直すぎる」

　消えるのはごめんだ。僕にはまだ、生きてやりたいことがたくさんある。

「そうかい……勿体ないなあ。君なら楽しいことを見せてくれそうだから、あの懐中時計を渡したっていうのに」

　懐かい旧きゅう時ど計けいは学ランのポケットに入れたままだ。壊れたら自分が消失する──持ち歩くリスクが高いのは百も承知だが、家に置いておいて自分の監視下に置けないというのもまた恐ろしかった。自分の心臓を放置しておくようなものだろう。

「……先輩は、どうしてここに来たんですか？」

「ん？　ああ、昨日言いそびれたことがあってね。どうせ二人ともここにいるだろうから、一遍に話してしまおうと思っていたんだけれど」

「言いそびれたこと？」

「ああ」

　先輩は、前と変わらず柔和な笑みを浮かべながら言う。

「君達が超理具の謎に迫ろうとするのは一向に構わないけれど、私の楽しみの邪魔だけはしないようにねと、そう言いに来たんだ。誰だって、自分の楽しい時間に水を差されるのは不快だろう？　それと同じさ。当たり前のことだけど、一応釘くぎだけ刺しておこうと思ってね。そうだな。もし邪魔したら……消しちゃう、かな」

　楽しみの邪魔。それは一体どこまでのことなのだろうか。瀬せ戸と会長の学園作りを邪魔したのは、先輩にとっての邪魔ではなかった。線引きが難しいところだ……。それこそ、

「『僕の今の状態は、先輩の楽しみの邪魔になっているのでは』って考えたね？」

「うっ……」
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「あっはっは。君はわかりやすいね。今何を思っているのか、本当にわかりやすい。大丈夫だ。君はまだ面白いよ。まだ、ね。安心して良いよ。面白くなくなったらすぐに会いに来てあげよう」

　楽しそうに先輩は言う。ひとまずこの場で消えることが無いとわかっただけで、安あん堵どするべきなのだろうか。

「さて。じゃあ早來ちゃんのところにもこの話をしに行こうかな。君も来るかい？」

「……いえ。僕は」

「そうか。まあ必要以上に干渉してしまったら楽しいものも楽しくなくなってしまうからね。このくらいが丁度いいかな、うん。じゃあ、またね」

　そう言って、先輩は部室を後にした。全身に張り詰めていた緊張が一気に解ける。

　出会って以来あの人にこんな感情を抱いたことは無かったっていうのに、今はただただあの人が怖い。やっていることは未十士と殆ほとんど変わらない。自分の楽しいことに全力を尽くし、そのために生きている。好奇心に忠実なあいつと、そこまで変わらないはずなのに。

　多分あれが──無邪気な悪というやつなのだろう。フィクション世界で幾度となく見てきた、純粋な悪。それが摘方由ゆ江えなのだ。

　だからといって未十士が正義かと言われると、そういうわけでもないけれど。

「……未十士のやつ、大丈夫だろうか」

　先輩の邪魔、がどの程度までを指すのか結局わからないままだった。あいつは結構暴走するところがあるからな。カメラもどちらかというとそれにのっかるタイプだし……。無茶なことをしなければいいのだが……。

「って、なにを考えているんだ、僕は……」

　もうどうでもいいだろう、あいつのことは。同じクラスである以上、一切関わるなと言う方が無理な話ではあるが……それでも、もう前のように過ごすこともないはずだ。

　あいつがどこでどんな無茶をしていようと、僕には関係のない話なのだ。

「…………」

　頭を切り替えて小説を書こうとしても、手が止まる。考えがまとまらない。

　ああくそ、なんでこんなことになっているんだ。やっと、あいつに邪魔されることの無い、いつもどおりの平穏な日々を過ごせると思っていたのに。

　結局、下校時刻まで僕は全く話を進めることができないままその日は終わった。

　部室は、ただひたすらに静かだった。







　夜。我が家は両親が共働きのため、たまに妹と二人きりで食事を取ることがある。今日は丁度その日だった。

「おーいお兄ちゃーん。カレーよそったよ。早く部屋から出てこないと冷めちゃうよー」

「はいはいっと……。お前、僕の意向無視してよそうなよ……」

「ご飯は一人より二人で食べた方が美味おいしいの。いただきます」

「まあ、そうかもしれないけれど……いいか。いただきます」

　いつもどおりの夜。家には人体消失のことを想起させるものが無いから、少しだけ安心できる。

「そういえば、お兄ちゃんの学校今週末学祭じゃん」

「ああ。お前来るんだっけか。一人で？」

「そんな、お兄ちゃんじゃあるまいし。友達とだよ。最近お兄ちゃんの学校の生徒さんともお友達になったんだよね〜」

「……おい、もしや男じゃあないだろうな？　変な輩やからじゃあないだろうな？」

「いや違う違う。普通に女の人だよ。綺き麗れいな大人っぽい人。一緒に色々回るんだ」

「ふーん。まあ、迷惑は掛けないようにな」

「わかってるって。それより、お化け屋や敷しきあるらしいじゃん。もう今から楽しみ〜」

「そんな怖いとこ無いと思うんだけどなあ。所詮高校生クオリティだぞ？」

「わかってないなあ、お兄ちゃんは。そこがいいんじゃん？　確かに遊園地とかにあるようなガチガチに作られたやつも良いけどさ、学園祭で色々な制約がある中生徒達が知恵を出し合って作り上げたお化け屋敷もまた良いものだよ。お祭りの屋台だって、専門店とかの方が美味しいもの食べられるのなんてわかっているのに、それでも毎回たこ焼き買っちゃうじゃん？　それと一緒だよ」

「前半は正直全くわからなかったけれど、お祭りの例のせいで一気に頭に入ってきてしまったぜ……」

　我が妹ながらなんという例え力。

「まあ、うちのお化け屋敷は未十士が力を貸してるらしいから……」

「ん？　未十士さん？」

「あ、ああ。未十士が特殊メイクで協力しているらしいからな。それなりにクオリティの高いものが提供されそうだなって」

「おお、未十士さんが!?　いいねそれは。俄が然ぜん楽しみになってきちゃった！　あ、せっかくだからお兄ちゃんとこの和風喫茶にも顔を出そうかな。袴姿の未十士さんにも会いたいし。綺麗なんだろうなあ〜」

「…………」

「私と同じくらいの身長なのに、よくあんなに色々できるよね。尊敬しちゃう。会ったとき連絡先教えて貰もらおうっと。ね、お兄ちゃん。未十士さんのシフトとかわかる？」

「…………」

「お兄ちゃん。話聞いてる？」

「ん？　お、おう。悪い、なんだっけ」

　ちょっとボーッとしてしまっていた。双ふた葉ばは、全く……と呆あきれてしまっている。

「学祭の未十士さんのシフト。知ってたら教えて欲しいなって」

「あ、ああ。確かシフト表配ってたはず。後で見せてやるよ」

　僕の言葉にうん、と軽く頷うなずく双葉。しかしそのままカレーに手を伸ばすことなく、じとりと僕の方を睨にらみ付けてきた。

「……なんだよ」

「お兄ちゃん、未十士さんとなにかあった？」

「っ……なんも、ない」

「隠すの下手だなー……」

　我が兄ながら心配になっちゃうよ……と双葉は苦笑いをしながら言う。

「彼女と付き合っている以上、喧けん嘩かしちゃうのは仕方がないかもしれないけどさ。早めに解決した方がいいよ、そういうのは」

「だから、彼女じゃないって言っているだろ。もっと言うと、友達ですらない」




「何言ってんの。友達じゃなかったら喧嘩した後そこまで相手のこと気にしないでしょ」




　さらり、と。

　双葉は、そんなことを言った。

「仲直りはしといた方が良いよ。ただでさえお兄ちゃん友達少ないのに更に減っちゃう」

　泣き真ま似ねをしながら豪快にカレーを食らう双葉。器用な真似をするな。

「……友達の多いお前は、こういうことも多いのか？」

「まあね。私はお兄ちゃんと違って友達かなり多いからね」

　さらりと僕に喧嘩を売ってくるな。買うぞ。

「友達が多い分、喧嘩もあるよ。多いとは言わないけれど……無いとも言えない。やっぱり別の人間だもん。生き方も暮らしも考え方も、何もかも違うんだから。どこかでぶつかるのは当たり前なんだよ」

　あくまでもカレーを食べながら、それが普通だと言わんばかりに双葉は言う。いや、実際妹にとってはそれが普通なのだろう。

「でもさ。友達だからこそ、喧嘩した後気になっちゃうものなんだよ。別に友達でも何でもない人と喧嘩しても、正直そこまで後引かないでしょ？」

　部活とか会社とか、そういう閉鎖的な空間だとまた話は違ってくるけどさ、と補足する双葉。まあ、そこは一体感が必要なグループだからな。結局個々で済んでしまう学校とは質が違うのは確かだ。

「友達だからこそ、喧嘩した後相手がどう思っているのか、何をしているのかが気になっちゃうんだよ。その感情が心配であれ怒りであれ。好きの反対は無関心、とはよく言うけど、まさにそのとおりってこと。その人のことが嫌いなのに友達やったりしないでしょ」

　双葉の言葉に、僕は言葉を返せない。

　僕にとって、あいつは一体どういう存在なのだろうか。

「今そういう風にモヤモヤとした感情があるんだったら、それはお兄ちゃんが未十士さんのことを友達だと思っているってことだよ。今後どうするのかはお兄ちゃん次第。そのまま無理矢理縁を切るのか、仲直りするのか」

「…………」

「それはお兄ちゃんの交友関係だから私は口出ししないけどさ。モヤモヤしているなら早いうちに自分の意思で決めた方が良いよ。なあなあにして後回しにしていると、知らず知らずのうちに疎遠になっちゃったりもするから。そしたらもう取り返しつかないからね」

　ごちそうさまでした、と僕が真剣に話を聞いているうちにいつの間にやら双葉はカレーを完食していた。

　洗い場に食器を置く双葉を見ながら、僕は冷たくなってしまったカレーを食べる。

「まだ中学二年生なのに、お前は大人みたいなことを言うな……」

「妹は兄の背を見て育つんだよ」

「立派な背中だったろ」

「非常に勉強しやすい背中でした」

　そりゃ良かったよ。

　双葉の後を追うようにカレーを食べた後、僕は淡々と風ふ呂ろに入り、そのままベッドに倒れ込んだ。電気も点つけずに、制服を床に散らかしたまま。暗闇の中なら何も考えることなんて無いだろう。精神的にも疲れている。早く寝てしまおう。

　そんな僕の思いとは裏腹に、思い出すのは未十士のこと。

　たった三週間ほどしか共に時間を過ごしていないというのに、時間の濃度が濃すぎたようだ。なにをしても、あいつのことを思い返してしまう。

　暗闇の中だと、掃除用具入れの中で犯人を待ち伏せしたあの時のことを。

　交差点だと、事故から双葉を救ったあの時のことを。

　体育館だと、あられもない姿のあいつに学ランを貸したあの時のことを。

「モヤモヤした感情が残っている間は喧嘩相手でも、ね……」

　喧嘩するほど仲が良いという言葉はよく耳にするが、双葉が言っていたのはまさにこのことなのだろうか。

　どうだろうな。

　中学二年生真っ盛りのあいつは、素っ気ないフリして色恋沙汰に興きょう味み津しん々しんだろうから……身内の恋バナなんて格好の餌だろうしな。

　未十士はあの時、僕達の関係をビジネスパートナーと表現していた。

　でも。

　僕とあいつの関係は──本当に、その表現が当てはまるのだろうか。







　……ハッと目を開ける。いつの間にか眠ってしまっていたらしい。変な体勢で寝てしまっていたから身体からだが痛い……。身体をボキボキと鳴らしながら起き上がる。時刻はまだ朝の七時。着替えて飯を食って、また早めに文芸部室で執筆でもするか……。

　のびをしながら立ち上がり、昨晩脱ぎ散らかした学ランを着ようとするも──あれ、床に散らばっていない？

　辺りを見回すと、机の上に畳んで置かれていた。妹が洗濯物を置きに来てくれたときに一緒にやってくれたのだろうか。昨日の件といいこれといい、中学二年生にしてできた妹である。そんなにお兄ちゃんの背中は勉強になることが多かったか……？

　妹に対する誇りと反比例するかのように自分の自信を失っていくんだが。

　まあいい。

　改めて僕は学ランに身を包み、鞄かばんに教科書を入れ、登校の支度をしようとする。

　と。洗濯物の中からハンカチを取り出そうとして──僕は、あるものを手に取ってしまった。

　我が家にある他のハンカチとは違う手触り。

　薄桃色で花柄。

　そのハンカチは、人の心を変えてしまう服で作られていて。

「────！」

　僕は、急いで自室を飛び出す。

「あ、おはようお兄ちゃん」

「おはよう！　朝ご飯のおかずはなんだ!?」

「え……ハムエッグだけど……」

「パンに乗っけてくれ！」

　慌ただしい様子の僕を見て、ふふんと双葉は笑い、

「はいはい。熱々だから急いで食べないようにね」

「善処すぁあっつ！」

「ほら、だから言ったのに……」

　やめろ、呆れた目で兄を見るな。

「方針が決まったみたいだね」

「ああ、お陰様でな。やっぱ持つべきものは妹だよ」

「友達を持っていれば簡単にわかることなんだけどなあ」

「過去を振り返っても僕の友達が少ないという事実に変わりはないんだ。前を向いて生きよう」

「酷ひどく後ろ向きな前傾姿勢だ……」

「立ち止まっているよりはマシだろ。ご馳ち走そう様さま！」

　僕は食器を手早く洗い場に置き、歯と顔を数秒単位で洗ってそのまま玄関に直行する。

「じゃあ、行ってきます！」

「事故に気を付けてねー」

　洒しゃ落れかどうかわからない妹の言葉と共に僕は学校へと走り出す。反応に困る送り出しをするな。笑えないわ。

　学校に着くと、僕は速攻で教室へと向かう。あいつのことだ。学祭前日の今日、どうせ誰よりも早くに来て小道具の最終チェックでもやっているに違いない。ガラガラ！　と勢いよく扉を開けると、思惑どおりにぽつんと一人、既に着席しているやつがいた。

　こんな朝早くに教室に来る人間が自分以外にいると思っていなかったのだろう。そいつはびくりと肩を震わせながらこちらを見てきた。

　僕はそいつの視線なんて意にも介さずにずんずんとその席へと歩みを進めて──バン！　と、机の隅を両手で思い切り摑つかむ。

　そいつと目が合う。何を言ってくるのか待ってくれているようだ。

　……なんて言おうか。

　勢いと感情に身を任せてきてしまったせいで、そこら辺を全く考えていなかった。

　謝る？　いや違うだろう。僕は別に間違ったことを言ったつもりはない。謝らせるのも違う。こいつは別に悪いことを言ったわけではない。

　互いの意見が違っただけで、そこは別に問題じゃあないんだ。

　僕はただ、こいつと──仲直りってやつをしたいだけなんだ。

　こいつと僕の、関係性は。

　ビジネスパートナーなんて、そんな他人行儀な関係性じゃあない。

「……なあ」

　声を掛けられ、真剣な顔を向けてくる。肝心な時は茶化してこないんだよなあ。




「スランプになった。筆が進まない。多分今のネタじゃあ駄目なんだ。別のネタに変えようとしても、なんだかいまいちピンとこない。だから──なにか、良いネタを持っていないか？」




「……何を言っているんですか」

　待ちに待った僕の言葉を聞いて、




「あんなにネタの提供をしたというのに、まだ足りないんですか？　ああ、なるほど。それにかこつけて、私とお話ししたいということですね。まあまあ仕方がありません。なんせ私は──美少女、ですからね！」

　未十士早來は、ちんちくりんな身体からだを目一杯動かして、楽しそうにそう言った。




「…………」

「無言で美少女の額に強めのデコピン!?」

　照れ隠しですか!?　と隠しきれない笑みを浮かべながら未十士は言う。

　ああそうだよ、お前の言うとおりだ。今鏡を見たら、僕もお前と同じ様な笑みを浮かべているんだろうな。全く、恥ずかしいったらありゃしないぜ。

　情けないことに、こんな経験今までしたことがなかったのだから。

　そうか、これが。

　これが、『友達』と仲直りするってことなのか。







「さて、それでは早速唯ただ乃のさんにネタの提供をしましょうかね」

　一通り盛り上がった後、未十士はにやりと笑いながら僕に話を持ちかけてきた。

『お前と一旦別れた後、こいつ写真撮りまくってたんだヨ。正直、まだ仕分けが追いついていなイ。助けてやってくレ』

「いやどんだけ撮影したんだよ……」

　結構な束の写真が机の上に置かれていた。

　こいつ、摘方先輩の言っていたこと理解しているのか？　超理具は経年劣化とかが理由で壊れても人体消失を起こすんだぞ？　使いすぎで壊れるって発想はないのか？

「なにやら心配そうな表情でこちらを見ていますね唯乃さん。なに、それには及びませんよ！　ちゃんと考えて撮っていますから！」

『まあ、言ってしまえば僕の体調ってことだからナ。ヤバくなりそうだったりしたらすぐにこいつに伝える気でいるヨ』

「おお、そうか……。本人の言葉ってんならまあ安心か……」

　運命さだめカメラが喋しゃべれるという強みがここで発揮されるのか。未十士は自分の趣味のためにガンガン使うだろうし、そういう意味ではいいコンビとも言えるのだろう。

「というかカメラ。お前は大丈夫なのか？　昨日はショックを受けていたようだけれど」

『ン？　ああ、ボクは大丈夫ダ。誰がどうであろうと──結局、ボクがやることは変わらないからナ』

　それ以上、カメラは言葉を足すことは無かった。少々気になるが、まあ良いさ。本人が言う気の無いことを深掘りする必要も無いだろう。

「では、唯乃さんはこちらをお願いします」

　そう言って、束を半分に分けて渡してくる。いや、これでも相当な量だぞ……。

「撮ってすぐに確認とかしなかったのかよ」

「あー、ええ、まあ……。撮るのに夢中になっちゃいまして……」

『おイ。デリカシーのない発言してやるなヨ。また仲なか違たがい起こすゾ』

「ぐ……」

「仲違いとか言うなよ……今お前が一番デリカシーのない発言してるぞおい」

　すまんすまンと軽く謝ってくるカメラ。まあ、別に僕は構わないが。

　しかしなんで今の発言がデリカシーのない判定を受けてしまうんだ？

　ちらりと未十士の方を見ると、もうこの話を忘れて真剣に写真を眺めていた。僕もこれ以上掘り起こすのは止やめておこうか……。ヘタに刺激したくもないしな。

「……あ、そういえば。未十士、昨日お前んとこに摘方先輩やってきたか？」

「はい。なんか釘くぎを刺してきましたね」

「そんな平然と言うことでもないと思うんだが……」

「そうですか？　逆に寛大じゃあありませんか。『楽しみの邪魔さえしなければ何をやっても良いぞ』という許可を与えてくれたんですよ？　それに、定義も広いですし。だって、元々楽しんでいた瀬戸元会長の件を私達が妨害したことに関してなんのお咎とがめもないんですから。あの人が楽しいと思えるならば、私達は首を突っ込んでも良いということです」

　さらりと会話の中に入る『瀬戸元会長』という言葉が、僕に深く突き刺さる。

　まだ、消失という現実を完全に受け入れることは難しいようだ。

　今、この学校の会長は別の人間が担になっている。穴の開いた不都合を埋めるかのように、それっぽい人材がそこに当てはめられていた。今まで超理具の消失によって生まれた穴はそのまま放置されていたことから、恐らくこれも摘方先輩が絡からんでいるのだろう。

「『楽しくないこと』をやらない限りは、先輩は見逃してくれるってことか」

「そういうことになります。そして私は楽しいことをする自信があります。よって、摘方先輩に消される心配はありません。私は美少女エンターテイナーですから」

「なんだろう、いきなり安っぽくなっちまったな……」

　なにおうっ!?　と反論してくる未十士をよそに、僕は写真の確認を続ける。喋っているとすぐにクラスメイト達が登校してくる時間になるからな。

　今日は一日学祭準備作業日だから自由時間は多いが、あまり人前ではしたくない類いの話だし、超理具絡みの作業はこういう時に進めておくべきだろう。

　僕と未十士はちょいちょい雑談を交えながら、一枚ずつ丁寧に写真の確認を行っていっく。十分くらい経たった時、未十士が「あれ？」と小さく声を漏らした。

「唯乃さん、これ」

「ん？　なんか良い写真あったか？」

「良い写真と言いますか……」

　見て貰もらった方が早い、と未十士は僕に写真を差し出してくる。そんな代物なのか？　と僕は受け取り中身を確認した。

「…………おい、なんだこの写真は」

　その写真に写っていたのは、僕の妹と──




　　　　＊




　いよいよ文化祭当日だ。

　開場して間もないのにも拘かかわらず、敷しき地ち内には校外のお客達がわんさかと入ってきていた。どこの出店も賑にぎわっている。

　いやあ、良いね。実に良い。

　すれ違う人々は皆楽しそうに食らい、語らい、笑っている。なんて素晴らしい光景なのだろうか。やはりイベント事はいいね。見ているだけで楽しい気分になってくる。

　一年にたった二日しかないこのお祭りを楽しまないなんて損だろう。

　しかもこちらは出店側。ただでさえ高校生活というのは三年しかない。この三年を過ぎると、私達は永遠にお客にしかなれなくなってしまう。期間限定の楽しみ事はきちんと享受しておかないとね。

　こんなに近くにいるのに、参加しないなんて勿もっ体たいないことできるはずがない──まあ、私のシフトは明日で、今日は一日フリーなんだけど。

　その分、友達と目一杯このお祭りを楽しもうじゃないか。それもまた青春。一生に一度きりの楽しい時間だ。

　そろそろ私の新しい友達が学校に着く頃だと思うんだけど──

「あ、おーい！　おはようございまーす！」

　そんなことを思っていたら、私の友達がパタパタと駆け足でこちらに寄ってきた。まだ成長途中なのがわかる小柄な身長が可か愛わいらしい。

　彼女は私の前まで来ると、これから体験する楽しいことに目を輝かせながら私に向かって笑いかけてきた。うん、良い笑顔だ。

「やあやあ、おはよう」

「おはようございます！　今日はありがとうございます、私と一緒に回ってくれて」

「いいよいいよ。私も新しくできた友達と回るのを楽しみにしていたんだ」

　私のその言葉を聞くと、彼女は一層嬉うれしそうに顔を綻ばせる。

「よし！　じゃあ、今日は一日よろしくお願いいたします──摘方さん！」




「あっはっは。友達なんだ。由江ちゃんでいいよ、双葉ちゃん」




「じ、じゃあ……由江さんで。行きましょうか、由江さん！」

　年上を名前で呼ぶ経験に乏しいのだろう、ちょっと恥ずかしがりながら彼女はそう言って出店へと歩き始めた。

　楽しい一日にしようか──唯乃双葉ちゃん。







「君は本当に楽しそうだね」

「え、そうですか？」

「うん、本当に」

　ここは縁日だったっけかな？　というくらいに、双葉ちゃんは学園祭を満喫していた。

　水風船とか久しぶりに見たよ。

「いいですね、高校。やっぱり中学よりもできる幅が一層広がる感じで」

「それはあるね。まあ、君も後二年──いや、もう二年もないのか。あと少しの辛抱さ。逆に言うと、もうそれくらいしか中学生でいられる期間はないんだよ？」

「ああ、そうか。そういう見方もできますね」

「そうさ。だから今のうち、中学生のうちにしかできないことをやっておくべきだ」

「中学生のうちにしかできないこと……」

　ふむ……と双葉ちゃんは黙って考え込んでしまう。

「夢とかそういうものは持っていないのかい？　まだ中学生なんだ、選択肢は無限にあると言っても過言じゃあないだろう」

「夢、ですか……。うーん、改めて聞かれると、こう！　っていうものは出てこないですね……私は今、なにをしたいんだろう。将来どうなっても良いように、今のうちから色々な人と知り合いになっておこうという努力はしているんですけどね」

「それができるだけ、同年代と比べてもしっかり者だとは思うけれどね。地盤を先に固めておいて、景色が見渡せるようになってからどこに行くのか決める、みたいな感じかな？」

「感覚的にはそれに近いかもしれないですね」

　なるほど、漠然と「なにかをしたい」とは思いつつ、しかし「なにをしたい」かが具体化されていない感じか。それに、表に出さないようにしているのだろうけれど、ちょっとそれに関して焦あせりも見える。可愛く言うと背伸びをしようとしているってことだね。

　まあ、あの兄を持っているのならそんなことを考えてしまうのも無理はない、のかな？

　夢だけを見て走り続けている兄の背中は、なにをしたいのかすら定まっていない彼女にとってはかなり大きいものなのだろう。兄の真逆を行くように友人を増やしているのは、案外そんな兄に対する彼女なりの反抗なのかもしれない──あくまで憶測の域を出ないけれどね。

　そういう見方をすると、ちょっと可愛いじゃないか。

「さっきも同じ様なことを言ったけれど、君はまだまだこれからどんな道でも選べる。色々悩んでみると良いさ。それが君にとって『楽しい』と思える道ならば、私も惜しまず力を貸すよ」

「本当ですか！　由江さんにそう言って貰えると心強いです。ありがとうございます！」

「あっはっは。いいさいいさ。私は、楽しいことの味方だからね」

　人の楽しそうな様子を見ているとこちらも楽しくなってくるというのは真理だ。だから私は、できる限り楽しく生きて行こうとする人々に力を貸していきたい。

　無論、最優先なのは「私が楽しむこと」であり、どちらかを天てん秤びんにかける必要があるのならば比重が大きいのは私の方ではあるけれど。そういった意味では、なんでも楽しそうにこなす早來ちゃんは見ていて全く飽きなかったね。ああいう存在は貴重だった。

　この子はどんな姿を見せてくれるのだろうか。そして──この子に一体どんな超理具を与えれば、この子も私も楽しくなれるだろうか。

　一人監視枠に空きができたんだ。せっかくだし今日あげようと思っていたんだけれど。

「あ！　由江さん！」

　私が双葉ちゃんにあげる超理具のことで悩んでいると、当の彼女が私の服の裾を引っ張ってきた。

「ん、どうしたのかな？」

「あれ！　あれです！　あれですよ！　私の今日のメインディッシュ！」

　興奮した様子の彼女が指さしたのは、二年三組のお化け屋や敷しきだった。ああ、そういえば言っていたな。ホラー大好きって。

　というか、兄のクラスの出店はメインディッシュじゃあないんだね。

「行きましょう！　数日前からずっとわくわくしていたんです！　謎解きの要素的に二人以上じゃないと入れないみたいで！」

「あ、ああ。わかったわかった。わかったからこれ以上服を引っ張らないでくれ」

　興奮を抑えきれない双葉ちゃんの圧にやられ、半ば強引に私もお化け屋敷に入場することとなったのだった。まあ、ホラー耐性はあるし別に怖いわけではないので構わないのだけれどね。むしろ怖がらせている人の楽しそうな様を見て笑顔になってしまうくらいだ。

　驚かしている側からすればこんな面白くない客もいないんだろうけど。

「おお、割と本格的なんだな……」

「未十士さんが協力しているらしいですからね。特殊メイクとか凄すごいらしいですよ」

　ああ、納得。

　高校生ができるレベルじゃあないように感じられたけれど、あの子が関わっているのなら話は別だ。一定のクオリティは保証されてしまう。

「あれ、双葉ちゃん、早來ちゃんと面識あるんだ」

「はい。一度兄と一緒に学祭の買い出しに出ているところに出くわしたことがあります。後は、昨日電話でちょっと喋しゃべりましたし」

「へえ、なんでまた」

「私は兄と未十士さんが付き合っていると踏んでいたんですけれど、兄的にはそれが不服らしくて。それで、わざわざ未十士さんがそれを否定する電話を掛けてきたんですよ」

「あっはっは。そりゃまた楽しそうだね」

「まあ、その話は殆ほとんどしなかったですけどね。兄の近況とか、このお化け屋敷のデキの話とかが主でした」

「あの子は口が達者だからなあ。話しているだけで楽しいよね」

「ええ。それに凄く器用ですし。ああいう高校生になるのも憧れますね」

　明るく話しながら、かなりおどろおどろしい雰囲気の漂う教室を歩く。

「……大分暗いね」

「チープさを上手うまくカモフラージュできていますね。急に現実的な部分が目に入ってきたりすることがないので安心です」

　弾んだ声で双葉ちゃんが言う。君も中々に驚かし甲が斐いがなさそうだね。

「お、ここで一旦二手に分かれるみたいですよ」

「入るときに言っていた謎解き要素だね。じゃあ、私は左でいいかな」

「はい。私は右で。では、また会いましょう！」

　気を付けてね〜と彼女の歩みを見送って、私は左へと進む。

　道中生徒達が幾度となく私を驚かしにきたのだが、正直全くびっくりしなかった。淡々と謎を解く。それはどうやら双葉ちゃんも同じのようで、向こうから一切叫び声が聞こえてこない。慣れているんだなあ、ホラー。

　せっかくだし、後で渡す超理具のことでも考えようかな。

　うーん、海うみ乃のちゃんの後釜にはなるけれど、海乃ちゃんほど利己的ってわけでもないんだよなあ。超理具を渡すことでそういう一面を見せてくれる子も中にはいるけれど……。

　まあでも、人柄が全く違うって意味では、同じく生徒手帳を渡すのも手か。海乃ちゃんのような道へと進むのか、それとも真逆の善なる道へ進むのか。

　前者でも良いけれど、せっかくだから全く違う使い方で私を楽しませて欲しいな。違う人に渡すっていうのに、使い方が一緒だったらつまらない。

　うん、いいなこれ。

　今まで一つの超理具を別の人間に渡すってことあまりしていなかったし。多様な使い方を見るのは楽しいかもしれない。同じ使い方をしてしまったときにはハードルが上がってしまい、海乃ちゃんほど楽しくなかったら消失させることになるかもしれないけれど……それは同じ使い方をしてしまった双葉ちゃんが悪いからなあ。仕方がない。

　よし、じゃあ生徒手帳を渡すことで。決定。

　そんなことを考えていたら一人パートの謎解きは全て終わってしまったらしい。双葉ちゃんと最後の扉の前で合流する。

「あ、由江さん！　無事でしたか！」

「君もね。どうやら無事に謎を解けたようで、なによりだよ」

　私の言葉にふふん、とちょっと得意げに笑う双葉ちゃん。暗くて表情はあまりよくわからないんだけれど、いい顔をしているのだろう。

「で、後は手に入れたこの鍵を重ねて……と」

「よく作り込まれているなあ」

「大分力が入ってましたね。装飾も凝ってたし」

　よいしょ、と双葉ちゃんは鍵穴に重ねた鍵を入れ、最後の扉を開けた。

「お疲れ様です。こちら、出口となります」

　二年三組の生徒が会え釈しゃくをして、クリアの景品を渡してきた。これで終了か。

「とても楽しかったです！　ありがとうございました！」

　双葉ちゃんは深々とお辞儀をして教室を出る。さすがにこの後なにも言わず出るのは忍びなかったので、私も「どうも」と軽く会釈をして彼女の後を追った。

「満喫できたようでなによりだよ」

「最高でした！　学祭とは思えないクオリティの高さでしたよ！」

「まあ、早來ちゃんが関わっているならねえ。あれくらいはある意味当然だよ」

　そう。彼女が関わっているなら、あれくらい当然だ。それを知ってからは、あんまり楽しめなかったなあ。

　上機嫌に鼻歌を歌いながらスキップする双葉ちゃん。よほど楽しかったんだな。

「さて、この後はどうするんだい？　メインディッシュは今終わってしまったけれど」

「あ、その件なのですが……」

　双葉ちゃんはちょっと申し訳なさそうにしながら、

「興奮でちょっと疲れてしまいまして。まだまだ行きたいところも多いんで、もしよろしければどこかで一旦お休みしませんか？」

「…………ああ、良いよ」

　せっかくの提案だ。断る理由が存在しない。むしろ私の方から提案しようと思っていたくらいだ。さすがにこんな大勢の前で超理具を渡すのは気が引けるからね。どこか、できるだけ人ひと気けの無い場所に連れ出したい。

「……そうだ。三階に使われていない空き教室があったはずだから、そこに行こうか。人も来ないだろうからゆっくり休めるよ」

「え、それ私が行っても大丈夫なところですか？」

「生徒の私が付き添っているんだから問題はないだろう。別にやましいことをするわけでもないしね」

　私の言葉を聞いて、それなら大丈夫だと思ったのだろう、双葉ちゃんは了承して教室へと向かう私の後についてくる。

　ああ、これからの展開を考えると楽しみで仕方がないね。

　今度は私はどんな楽しいことを目まの当たりにできるのだろうか。

「さあ、ここだ。……使われていないからかちょっと埃ほこりっぽいね。窓を開けようか」

　私は先に教室の中へと入り換気を行おうと窓側へと小走りで向かう。

「ああいえ、大丈夫ですよ」

　後ろでは双葉ちゃんのそんな声が聞こえてきて──




　それと同時に私の腕が摑つかまれ、そのまま抵抗できない状態へと組み伏せられた。




「もう大丈夫です！」

　双葉ちゃんの声を合図に、兄である壱時君がバタバタと教室内へと入ってくる。

「すいません、ちょっと痛いかもです」

　なんて言いながら、壱時君は私の腕と足をぐるぐると縄で縛った。

「すいません、服を」

「ほらよ」

　壱時君は紙袋を双葉ちゃん──いや、双葉ちゃんの皮を被かぶった者へ渡す。

　彼女は男子が目の前にいることなどお構いなしに服を着替え始め、

「ふう。サイズぴったりで良かったです。……中二と同じなのはどうかと思いましたが」

「それどころかお前双葉より身長低かったな」

「小柄な美少女の座はまだまだ譲りませんよ」

「いや双葉絶対張り合ってないし、なんならお前より全然伸びしろあるぞ」

「なんですと!?」

　それはショックですね……と唇を尖とがらせながら女の子はこちらを向き、

「ああ、すいません。お待たせしました」

　顔の端を手で摑み、まるでスパイ映画かのように、顔の皮をベリベリと剝がし始め──




「ふー。さすがにこの時期でも顔を覆うのは暑かったですね。さてさて。どうも、摘方さん。汗も滴したたる良い美少女です」

　未十士早來ちゃんが現れた。




「いやあ作戦どおりに進んで良かったですよ。唯乃さんには変装が一瞬でバレてしまったのでヒヤヒヤしていました」

「仮にも家族だぞ。わからないでどうする。……じゃあ、僕は服をアイツに着せて来る」

「はい。女の子なんですから丁重にお願いしますよ」

「お前こそ。気を付けろよ」

　真剣な声色で早來ちゃんにそう忠告し、壱時君は教室から一度走って出て行った。

「さて。それでは──お話を伺うとしましょうか」

　楽しそうに早來ちゃんは笑う。

　ああ、いいね──今日も楽しいことが見られそうだ。




　　　　＊
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「こうなるってことは、私と双葉ちゃんが密会している現場を激写していたのかな？」

　摘方先輩はニヤニヤと笑いながら未十士に問いかける。

「はい。昨日唯乃さんと写真の整理をしていたら、まさしく摘方さんが言ったとおりのものが出てきましてね。いやあ唯乃さんの顔真っ青でしたよ」

　おい、止やめろ。別に今言わなくても良いだろうが。

「で、それを逆手にとって私を罠わなにはめる計画を立てた、と」

「その通りです。勝利を確信した時が一番隙だらけ、というやつですね。実際不意は突きやすかったですよ。……まあ、私の変装のお陰っていうのもあるんでしょうけど！」

　ドヤア！　という擬音がどこからともなく聞こえてくる。こいつは本当に調子に乗るのが上手うまいな。控えめな僕からすると素直に尊敬するぜ。

「我ながら急ごしらえの割には上手くできていたのではという自負があるのですが、いかがだったでしょうか？」

「ああ──凄すごいね。さすが早來ちゃんって感じだったよ。声も仕草も本人そのままだった」

「身内から厳しい指導がありましたからね。当然です」

　胸を張って自慢する未十士。まあ、最初はその身内から結構な酷評を頂いていたわけだが。それを一日でここまで仕上げてくるのはさすがと言わざるを得ない。

　未十士と双葉はそもそもきちんと話したことが無かったから、まずは話し方の練習からだったしな。わざわざ癖を知るために本人に電話を掛けて小一時間喋しゃべらせたし。

「さてさて。それじゃあそろそろ本題に移りましょうか」

「うん？　本題？」

「はい。別にいたずらに摘方さんを縛ったわけではありませんよ！　『双葉さんに超理具が渡るのを防ぐ』というのはあくまで身内である唯乃さんの要望です。私はあなたに用があるんです」

「ふうん……？」

　縛られているというのに、どこか余裕そうに笑う摘方先輩。

　未十士はこほん、と小さく咳せき払ばらいをして、

「では。教えていただきましょうか、摘方さん。超理具という存在について」

「おお、直球で核心に触れてくるね」

「わざわざ回りくどく聞く必要も無いですからね」

「私から聞き出して良いのかい？　自分で推理する楽しみが無くなっちゃうよ？」

「それはそうですが、こと超理具に関しては断片的な情報すら集められませんので。全部知るか全部知らないままかの二択しか選べないんですよ。そして一度その存在を知った以上、全部知らないなんて選べません。私の中の知的好奇心が知らずに終わることを拒否しているのですよ……所謂いわゆる『知る楽しみ』というやつです」

「なるほどね。まあ、少なくともこの学校内及びその周辺の超理具に関しては私が広めたものだからね。どこにあたっても最終的に行き着くのは私──そう考えると、早來ちゃんの選択を一概に否定はできないか。……私としては、もうちょっとひねりを利きかせて欲しかったところだけれど」

　少しだけ悲しそうに言う先輩。先輩はあくまで僕達の動きを見て楽しむ『視聴者』という立ち位置にいる。先輩の中の僕達は『自分が介入できるドラマ』くらいのイメージでしかないのだろう。だから通常より少しズレた批判も簡単にできる。

　じゃないと、一応自分が不利な立場だというのにここまで余裕なんて持てない。

「前回対たい峙じしたときは唯乃さんのせいでいいとこ聞けなかったですからね……今回は私の用件が終わるまで全員喋るのを禁止させていただきました」

「ああ、だから私と早來ちゃん以外誰も喋らないんだ。酷ひどいなー」

「赤の他人に入れ替わるという大仕事をしたんです。これくらいの対価を頂いても良いでしょう。お二人とも快諾してくれましたよ」

　実際は「こいつなにがなんでもこの意見通そうとしてくるな」と僕達が察して折れた形になるんだけどな。

「超理具について、ね……。そうだな、どこから話したものかな。軽く言ってくれてるけれど、結構色々話せることはあるんだよ」

「今日私に出店の接客シフトは入っていませんので、いつまででも待てますよ。しっかり全部お聞かせください」

　考えるため腕組みをしたいのか、肩を何度か揺らしてしまう先輩。しかし手首が後ろでがっちり縛られているためそれはできない。諦めたのか、腕組みの代わりに身体からだを左右に振り始めた。

　対して未十士は徹底的に待ちの姿勢だ。

「そうだな……超理具には色々な種類があるんだ。君達のもののように時間という概念に介入できるものもあれば、海乃ちゃんのもののように他者へ介入できるものもある」

　先輩は身体を揺らしながら話し始める。

「他にも、別の場所に瞬間移動できるものだったり、自分そのものを改造できるものだったり、異空間を活用できるものだったり……超理具の可能性は無限大で、それに伴って楽しみ方も無数にあるんだよ。私は超理具のそこに惹ひかれたんだ。基本的に皆みんなには一人一つの超理具しか与えていないけれど、組み合わせることで更に使い道が広がるんだよ」

　先輩はにやりと笑い、




「こんな風に──ね」




　手足を縛っていた縄を一気に解ほどいて、目の前にいた未十士を押し倒した。

　やばい。形勢を逆転されてしまった！

「──な!?」

「なに、そこまでびっくりすることではないよ。ただ超理具を組み合わせただけさ。手首を縛るだけじゃ駄目。やるなら本気で……指を動かせなくなるくらいまで拘束しなきゃ」

「……破は壊かい手て袋ぶくろ！」

　摘方先輩の右手を見て、悔しそうに声を出す未十士。先輩は白黒ボーダーの右手袋を装着していた。

「一体どこから……。先輩はバッグも持っていませんでしたし、しまっておける場所なんて……！」

「言ったばかりじゃあないか。異空間を活用できる超理具があるって。普段はそれを使って私が所有している超理具達をしまっているんだよ。一つ一つは小さいかもだけれど、やっぱりかさばっちゃうからね」

　僕達が練った策がたった数秒で破られてしまった。立場は逆転され、先輩が完全な優位となる。

「さて、と」

「一体、私になにをするつもりですか」

「いやあ、大丈夫。ちょっと私が楽しいことさ」

　この後自分に何が起きるのか。先輩に質問しながらも、既に未十士の口調はそれをわかっているようだった。もう逃げられない。相手に優位に立たれた時点で、こちらは詰みだ。いつでもこちらの超理具を壊す準備が整ってしまっている。

「ねえ、早來ちゃん。君はどこかで、自分は大丈夫だと思っていないかい？　そこに意図はないにせよ、自分は摘方由江に『楽しいこと』を提供できているから、自分に危害が加わることはないと勝手に確信していないかい？」

「はい。思っていますよ。私が楽しいと思ったことは、摘方さんも楽しいと思ってくれている──そう考えています。そうでなければ、私も唯乃さんも瀬戸元会長が超理具化したとき一緒に貴方あなたにやられているはずです」

　未十士のその言葉に、摘方先輩はうんうんと頷うなずく。

「確かにそのとおりだ。私は別に『自分の思い通りにいかなかったこと』が楽しくないと感じる人間ではない──むしろ、『自分の予想を超えられたこと』をとても楽しいと感じられる人間だよ。だから早來ちゃんの予想は間違っていない。実際私は、早來ちゃんが趣味に興じている姿を楽しく見させて貰もらっていた」

「なら……」

「でも、だよ。早來ちゃん、でも、私は、それ以上に面白くなりそうなことを思いついてしまったんだ。考えついてしまったんだよ。だからわざと君達の罠にはまったんだ」

「！　私の完璧な変装にも勘づいていたのですか!?」

「あっはっは。まあね。いやでも、別にがっかりすることじゃあない。事前に予想していなければ、あの変装に気づくなんてできなかったよ」

　フォローを入れてくる先輩の表情は読めない。しかし、あれは身内の僕からしても完璧に近かった。恐らくこの言葉は本心なのだろう。

「早來ちゃんは超理具の謎に興きょう味み津しん々しんだったからね。なんらかの手段で私に近づいてくるだろうとは思っていたのさ。だから餌を撒まいといたんだよ。君達が食いつきやすい人物とあらかじめ接触しておいたんだ」

「それが、双葉さんというわけですか」

「そう。接触していることを知ったら、君達はきっと何かしらの手段を用いて私に近づいてくるだろうと思ったのさ。後は、その運命カメラに私と双葉ちゃんが一緒に行動している未来を写して貰えれば、それを好機と捉えて君達は何か策を講じるはず」

　余裕を持った笑みで摘方先輩は語る。

「一昨日おととい、君はなにか思い詰めたようにパシャパシャ写真を撮っていただろう。しかも見た感じ、中身を確認している様子は無かった。このタイミングで接触している瞬間を写して貰えたら好都合だと判断した私は、『学祭当日にこの教室で双葉ちゃんになにか超理具を渡そう』って頭の中で思い描いたんだ。つまり──私は自らの手で運命の確定点を作り出したのさ」

「運命カメラを利用した、ということですね……！」

「ああ。人が超理具を手にすること以上に大きな運命の確定点が、学祭期間中に写し出されるとは思えなかったしね」

　先輩はきゅ、と破壊手袋を着け直して、

「後の流れは早來ちゃんも知っているとおりさ。そしてここからの流れは、早來ちゃんが予想していなかった流れだろう」

「……ええ、予想していなかったですよ」

「ああ、勘づいているようだね。まあ、さすがにそうだよね。聡さとい君ならそりゃわかる。楽しかったよ、早來ちゃん。君は私を大いに楽しませてくれた。でも安心して。君はこれから、私に楽しいことを見せるための礎いしずえとなるんだ。決して無駄な消失じゃあない。君は──その生涯を通じて、私を楽しませてくれるんだ！」

　屈託のない笑みを浮かべ、自分が楽しむために人を一人消失させることに一切の躊ちゅう躇ちょを見せないで、摘方先輩は未十士の身に手を伸ばし──




　僕を、その右手で握り壊した。




「カメラさん！」

　未十士が僕を呼ぶ。今の僕を呼ぶ。

『未十士。大丈夫ダ』

　僕は、できる限り優しい声色で未十士にそれだけ伝える。

　大丈夫だ。やることはやった。

　僕という存在が消えていくのがわかる。そして、隣では未十士という存在も消えていく。たった一瞬のことなのに、永遠のように感じてしまう。これが──死というものなのか。




　ついに世界から消える。あの日、消失できずに運命カメラとなった、この僕が。

　僕は、妹である唯乃双葉と恩人である未十士早來を救えなかった世界の、唯乃壱時。

　摘方由江にフラれたことを、未十士早來に知られなかった世界の唯乃壱時。




　僕の世界では、妹が事故に遭った日、まだ僕──唯乃壱時と未十士早來はここまでの深い仲になっていなかった。結果、未来を変えることはできず、妹は死んだ。

　妹の唐突な死に心を病んだ僕を気に掛けてくれたのが、未十士早來だった。その未十士もまた、前の世界にて、あの日僕に超理具を渡してきた不審者によって、僕の目の前で超理具化させられた。

　未十士の痕跡が全て消えた世界で、唯一の形見だった運命カメラ。僕は名前を記入しその所有者になった。懐旧時計と運命カメラ──二つの超理具の所有者となった僕。しかし「二人の死に打ちひしがれた僕は、未十士の真似事どころか、なにをするわけでもなく」家に引きこもる毎日を過ごした。

　そしてある日。何故自分がここで生きているのかわからなくなって、自暴自棄になって──僕は運命カメラと懐旧時計を、同時に床に叩たたきつけ壊したのだ。

　なにも考えることのない存在になりたいと、そう思って。

　でも──世界は、そんな僕に、チャンスをくれた。




　気がつくと僕は、運命カメラになって過去の未十士の元へと送られていた。




　正直何故なぜ運命カメラになったのか、何故過去に戻っていたのか、その辺りの理由は何一つとしてわからなかった。でも、そんなのどうでも良かった。

『妹の死』『未十士早來の消失』──未来の流れを知っている僕は、妹を、未十士早來を救えるかもしれない。すぐさま自分が何をしたら良いのか理解した。

　当初は直接的に未十士達に未来を教えようとしたのだが──何故か、それはできなかった。なにかのルールが存在するのか、僕個人の力では未来に介入できなかった。

　だから僕は、二人を誘導することにした。あくまで未来に介入し、変えるのは二人だ。

　今日までずっと未十士をさり気なく誘導し、ここに至るまでに必要な写真を全て撮らせてきた。そして、その結果この世界にいる「僕」に色々な経験を積ませた。

　僕よりも経験を積んだ「僕」ならば、運命を変えられると信じて。

　未十士を誘導し、「僕」がフラれた瞬間を撮影させた。その結果、「僕」と未十士は以前の世界よりも早く超理具という秘密を共有する仲となり、その仲になったお陰で「僕」は事前に妹の事故死を知ることができた。

　一連の黒幕であり超理具を渡してきた不審者が敬愛していた摘方先輩だと知ったときにはショックを隠せなかったが──しかし、今の僕の目的には、そこは関係ない。誰が黒幕であろうと、関係ない。

　唯乃双葉と未十士早來をこの世に存在させる。それさえできればいいのだ。

　双葉を救ったことによって未来に影響が出て、未十士消失のタイミングが摑つかめなかったのは誤算だったが……。消失のタイミング確認のために未十士に撮らせた大量の未来の写真が、摘方先輩の策にまで使われるのは想定外だった。あれは明らかに僕のミスだ。

　しかし、同時に今回の作戦でわかった。今の僕達では、どう頑張っても摘方由江には通用しない。事前に作戦を練ったところで、対策を講じられてしまうだろう。

『今』では未来を、運命を変えることはできないのだ。

　全てを知った上で、『未来』から『過去』に介入するしかない。そして──それができるのは、「僕」しかいない。

　後は、「僕」に託そう。

　大丈夫だ。僕は「僕」のことを信じている。

　だって──僕と違い、「僕」は経験したのだから。

　諦めないという、経験を。




　そうして、僕と未十士早來はこの世から消えた。後は頼んだぜ──「僕」。




　　　　＊




「この年になって妹に服を着せることになるなんて思わなかったぜ……」

　摘方先輩を拘束した教室を出た後、僕は空き教室から少し離れた用具室に隠しておいた下着姿の妹に服を着せていた。

　摘方先輩を騙だますため、未十士が変装を成功させるためには、どうしても当日双葉が着ている服が必要だった。そのため、未十士のツテでお化け屋や敷しきに潜み、お化け屋敷の仕様で一人となった双葉を襲い気絶させ、剝ぎ取った服を未十士が着たのだ。

　その後、双葉には僕の学ランを着せて下着姿を隠しながら、この用具室に一時避難させた。

「くそ、さすがに幼少期と違って着せるのムズいな」

　気絶させたとはいえ、いつ起きるかわからない。だから早めに未十士の変装を解かせ、僕は双葉に服を着せにこちらに来た。双葉が起きた時下着姿でこんなところに放置されていたら別の事件が起きることとなってしまう。

「かといってベタベタ肌を触りたくもないし……」

　勿もち論ろん、僕は家族──しかも妹に発情なんかしないし劣情も催さないが、しかしそれはそれとしても、幼少期よりかは女性的な身体からだつきになっている妹の肌に必要以上に触れるというのは、なんとなく抵抗がある。

　家族故の罪悪感というか。

　しかし手こずるのも事実。Ｔシャツ一枚スポッと着せるのとは訳が違う。

「女子ってなんでこんな服着るんだろうな……」

　こんな着づらい服で毎度毎度着飾っている女性達には尊敬の念を感じずにいられない。おしゃれは我慢とはまさにこういうことなのだろう。

　こういう手間暇を掛けて世の女性達は自分を可か愛わいく、美しく見せているのだ。無地のＴシャツになんか良い感じのもの羽織っとけば良いだろって考えの僕には到底無理だ。

　そんなことを考えつつ、僕が誰に見られているわけでもないのに気まずい気持ちになりながら双葉の胸辺りに存在するボタンを留めようとしていると、




　ガチャ、という音と共に、用具室の扉がゆっくりと開かれた。




「だぁあああああああごめんなさい違うんですこの子僕の妹なんです！　決して眠らせて連れ込んだとかそういうわけじゃあないんです！　信じてください！」

　咄とっ嗟さに僕は勢いよく頭を下げて大声で言い訳を発してしまった。

　いや絶対誤解受けるだろ、この状況！　人気のないところに連れ込んで服を脱がせている途中、みたいな感じに受け取られても仕方がないもの！

　大丈夫か……？　と恐る恐る顔を上げると、そこにいたのは──




「あっはっは。信じるよ。壱時君はそういう子じゃないって知っているさ」




　柔和な笑みを浮かべる、摘方先輩だった。あまりにも予想外の出来事に絶句してしまう僕。

　そして、先輩が手に持っていたのは──！

　気づけば僕は、懐旧時計を使用していた。

　世界を三分巻き戻す。三分前は既に用具室へとやってきて、妹に服を着せているところだった。僕はとりあえず再度学ランを羽織らせておいて、用具室を出る。

　走って未十士がいる教室へと向かう。

　先輩が持っていたのは、間違いなく運命カメラだった。……何故？　何故先輩が運命カメラを持っているんだ？

　あの未十士が簡単に超理具を渡すはずがない。自身が所有者である超理具を他人に渡すという行為がどれほどのリスクを伴っているのかくらいあいつだってわかっているはずだ。

　だとしたら──。思わず最悪の場合を考えてしまう。

　いや、そんなことあるはずがない。

　あの未十士だ。

　そんなこと──あってたまるか。

「未十士！」

　ガラガラ！　と扉を開け彼女達がいる教室に飛び込む。

「これは……!?」

　摘方先輩に組み伏せられている未十士と目が合う。彼女は僕を見ると、嬉うれしそうに笑って──




　そして、消失した。




　ゴトン、とその場に運命カメラが落ちる。

「な……!?　なんで……!?」

　動どう悸きがする。呼吸も浅くなる。なんだこの現実は。何故、未十士が消失した？　いや、消失させられた!?

　僕は懐旧時計のボタンを連打した。が、当然まだ蓋は閉まりきっておらず、カチカチと教室内に連打音だけが鳴り響く。

「やあ、壱時君」

　先輩がいつもの調子で僕に話しかけてくる。

「状況をわかっていないその感じだと、二周目ってところかな？」

　右手に着けた白黒ボーダーの手袋を脱ぎながら先輩は言う。破壊手袋。あれで縄を外したのか。

「先輩……！　何故、未十士を!?　あいつは先輩からの忠告を守っていたはずです！」

「そうだね。君が来る前、早來ちゃんともその話をしたよ。君達の言うとおり。早來ちゃんも君も、楽しいことをしてくれていた。でもね。それ以上に楽しいことを閃ひらめいちゃったんだ」

　ニコニコと今まさに楽しんでいますと言わんばかりの笑みを浮かべる先輩。なんだ？　なんでその笑みを僕に向ける？

「……僕？」

「そう。君だ。君なら私に楽しい世界を見せてくれるに違いない。そう思ったから──より楽しくなるよう、早來ちゃんを消したんだ」

　にこり、と邪悪な笑みを見せてくる先輩。背筋が凍る。

「早來ちゃんはね、君も知っているとおり器用なんだよ。なんでもできる。だから一定以上の楽しいことを常にやってくれるし、見ていて飽きない。でもね、それだけなんだ。常に一定以上のクオリティの作品を見せてくれるだけ。それがこの世で重宝されるのは間違いないし、それが芸能人だったり創作者であればこれほど良い能力はないのだろうけれどさ。でもそれだけなんだよ」

　どこか悲しそうに先輩は頭かぶりを振り、

「『史上最強のアマチュア・未十士早來である』──それだけで、彼女がなにをやっても意外性がないんだ。将来性もない。彼女が彼女である限り、そこは変わることがない」

　そして、先輩は僕をまっすぐ見据え、

「でも、君は違う」

　強い口調でそう断言した。

「壱時君。君は彼女と違い普通の人間だ。そんな君が、何かを成し遂げていく様を見ることの方が、早來ちゃんを見るよりも楽しいに違いない。私はそう判断したんだよ」

「それが、なんで未十士の消失と繫つながるんですか!?　仮に先輩の言っていることが正しいとして、別に未十士を消失させる必要はないでしょう!?」

「なんでそれがわからないかな……なによりも君が言っていたじゃあないか。『特別な経験が欲しい』って。より面白い作品を書くために、『特別な経験』が必要だって。そのために早來ちゃんと共に行動していたのだろう？」

「特別な、経験……」

「そうさ。『友人が消失し、周りは誰も覚えていない』なんて、普通の人間はまず経験しない。これこそ『特別な経験』と言えるんじゃあないのかい？　確かに今はいきなりのことでショックを受けているかもしれない。でも、君はこれからこの経験を踏み台にして、私により楽しいなにかを見せてくれるはずさ」

　先輩は楽しそうに話す。

「この状況は君が望んだことだと言ってもいい。常日頃から言っていた『特別な経験』を、今回は早來ちゃんではなく私が提供したというだけさ。どうだい？　ショックは大きいだろうが──創作意欲も搔かき立てられているんじゃあないのかな？」

「何を言っているんですか。そんなの──」

　そんなの──余計なお世話だ。

　僕のため、みたいな論調を展開しているけれど、とんでもない。

　あなたはただ、自分が楽しくなりたいがために、僕を、未十士を利用しているだけじゃあないか……！

　先輩が未十士を消失させたことに、わかりやすい悪意はない。才能に嫉妬したわけでも、憎んでいたわけでもない。要するに彼女は『ただこっちの方が個人的に楽しくなりそうだから』という、たったそれだけの理由で人一人世界から消したのだ。

　この人は、住む世界が違う。視点が違う。

「さて、君はこれからどうするのかな？」

「僕は……！」

　かちり、と懐旧時計の蓋が閉まる。僕はそれと同時に、ボタンを押した。

　時が三分巻き戻る。それと同時に、僕は用具室から教室へと走る。

　がらりと扉を開けると、目に入ったのは先程と変わらぬ風景。未十士はこちらを見て嬉しそうに笑い、そして消失した。

「その感じだと、少なくとも初回の説明は聞いているみたいだね」

　なにもかもお見通しだという風に摘方先輩は話しかけてくる。

「無駄だよ、壱時君。君はどうやっても早來ちゃんを助けられない。そういう風になるようにこの私が仕組んだんだから」

　全て摘方先輩の手のひらの上ってことかよ……！

「ああ、いいよ。諦められるまで何度でもこの世界を巻き戻したらいいさ。そこに意味なんてないし、ただただひたすらに絶望と無力感を味わうだけになってしまうと思うけれどね。でも大丈夫。人はそういったことを経験して強くなるんだ。十二分に『特別な経験』さ。期待しているよ、壱時君。これを乗り越えて、君は私に楽しいことを提供してくれるって。行動でもいいし小説でもいい。この経験はきっと君を強くする」

「デビュー前から厄介ファンがつくとは思わなかったですよ……！」

　僕は時を戻す。ガラガラと扉を開け、こちらを見て笑う未十士をまたも目撃する。

「やあ、君は一体何回目の壱時君かな？　未来の私からどこまで聞いたんだい？　大丈夫。この苦痛を経て、君は更に創作者として一つ上の段階へと進めるんだ」

　僕は、

「やあ、君は……少なくとも二桁はいってそうだね。頑張るなあ。経験は豊富な方が良いだろうけれど、それにばかり固執していると頭が凝り固まっちゃうよ？」

　僕は何度も、

「やあ、大分顔がやつれているようだね。なに、無理をする必要は無い。止やめたくなったら止めてもいいんだ。正直な話をするとね。そういう姿の君を見ているだけで楽しいんだよ。これだけで早來ちゃんを消す価値はあったとすら思う」

　何度も時を、

「やあ、顔色が悪いよ？　大丈夫かい？　いやでも、楽しいね。その顔を見るだけで想像が止まらなくなる。ここに至るまでの君は一体なにを考え、なにを決意し、どんな工夫をしてきたのか。それを思い浮かべるだけでこんなに楽しい」

　時を戻して、

「やあ、息切れが酷ひどいな。精神的に疲れているに違いないよ。そろそろ頑張るのは諦めた方が良い。早來ちゃんの消失を糧かてに、新たな自分に生まれ変わろう。正直言って、君が早來ちゃんを助けるのは──無理だ」

　ボタンを押して、時を戻す。再び用具室へと戻ってくる。

　ずっと時を戻しては走って向かっていたが、ついに足が動かなくなってしまった。

　信じたくないことではあるが──恐らく、摘方先輩の言っていることは本当なのだと、身体からだが理解してしまった。

　僕の脚力では、どう足搔あがいても間に合わない。

　先輩は全てを見抜いた上で、一番最初、今僕がいるこの用具室へと来たんだ。あの時間調整は完璧だった。

　双葉を助けたときとは違い、校舎内は一本道。時間を詰められる箇所なんてない。僕の走力だけでは、これ以上タイムを縮められない。

　先輩の言葉が胸に突き刺さる。

　僕では、未十士を助けられない。

　僕には、無理──




『なんでもう無理だと言えるんですか？』




「────！」

　頭の中で、声が響いた。

　この世界から消失したはずの人間の声が。

『なんでもう無理だと言えるのですか？　助けたくはないのですか？』

　……ああ、そうだ。

『いいですか、唯乃さん。この世に最初から『できる』『できない』の二択は存在しません。自分自身で挑戦して初めて、その事象に対する証明ができるのです。なにもしないで、なんとなくそう感じたとか根拠のない憶測で勝手に諦めて悔しがって、そして自分の中の可能性を潰す人間は──』




「──愚か極まりない」




　あの日、あの未十士早來から教えて貰もらったはずなんだ。




　諦めないという経験を。

　自分自身の可能性を。




　他人が決めた『無理』なんて、自分にとって無価値だ。無理かどうかは、僕が決める。そして、まだ僕は──挑戦しきれていない。

　ちらりと懐旧時計を見る。蓋はまだ半開き。もう少し時間はある。

「頭を冷やして、落ち着いて考えよう」

　あえて考えていることを口に出し、僕は頭を落ち着かせるよう努める。人っていうのは往々にして、熱くなりすぎると視野が狭くなる傾向にある。一旦落ち着いて、周りを見渡すんだ。可能性はまだどこかに転がっているかもしれない。

　僕がまだ挑戦していない可能性が、どこかにあるかもしれない。

「発想を切り替えよう。まず、正攻法は無理だ。これは既に何度も挑戦して、何度も失敗した。少なくとも、僕の脚力では無理なことがわかった」

　挑戦した結果の判断だ。これは揺るがない。考えを口に出しながら、僕は頭の中を整理する。

「他人に頼るってのも難しい。ここいらは人通りが少ないし、そもそも僕に友達がいない。頼りになる妹は隣で気絶しているし」

　しかも学ランを羽織って中は下着姿で。間抜けな姿を見ていたら緊張感がほぐれてきた。

「超理具──にしても、結局使えるのはこの懐旧時計だけだ。こいつは別に僕の足を速くするわけでも、僕自身をワープさせてくれるわけでもないしな……」

　身の回りの品を使うって手も正直難しいか……。

　なにかないのか。僕が見落としているなにかが。なにか──

「やあ、壱時君」

　僕が頭をひねっていると、ガチャと先輩が扉を開けてきた。これで今回はタイムリミット。僕は時を戻す。

　限られた時間の中で、回答を探さなくては。

　限られた、時間の中で──!?

「懐旧時計は、三分しか巻き戻せない」

　ぼそりと僕は呟つぶやく。そして、何故なぜか頭の中に二人の言葉が巡っていた。

　出会ったときの、カメラの一言。

『しかし、やっぱり連続使用できないっていうのは勿もっ体たいないナ。必ず蓋が閉まるまで三分待たなきゃいけないものなのカ？』

　懐旧時計は、世界を使用時から三分前に巻き戻す超理具だ。蓋が閉まったら再度使用できて、逆に言うと蓋が閉まるまでは使用できない。そして、蓋は三分掛けて自動で閉まる。

「懐旧時計は、蓋が閉まったら使用することができ、蓋は三分掛けて自動で閉まるだけ。『三分待たなければ使用できない』というわけではない……！」

　色々ごちゃごちゃ使い勝手のいい機能がついているからややこしいんだ。もっと簡単に考えればいい。『懐旧時計は蓋が開いたら三分前に時を戻せる』。使用のルールは、たったこれだけなんだ。

　そして、掃除用具入れに隠れた時の未十士のクソくだらない一言。

『まあ、無理矢理閉めましたからね。でも仕方のないことです。閉まらなければ目的を達成できないのですから。──唯乃さんに私を意識させるという目的を！』

　その通りだ、未十士。閉まらなければ目的を達成できない。『時を戻す』という目的を。そして、目的達成のためには無理矢理閉めなければならない時もある。

　それがあの日の掃除用具入れの扉と──そして今の懐旧時計の蓋だ。

　じりじりと閉まっていく蓋を見る。今まで僕は『壊したくない』『勿体ない』という理由で、それを実践していなかった。特に超理具の真実を知ってからは、カメラの一言なんてすっかり忘れていたし、『壊れる』ということ自体に恐怖を覚えていたからわざわざ自ら破損を促すような行為をするという発想に至らなかった。

「ふっ……ぐ……！」

　蓋を押す。くそ、大分固い……！

「ぐぐぐ……！」

　でも、不可能という感じでもなかった。そもそも蓋は自動で閉まりにいっている。力がかかる方向は同じであり、反対の力──開こうとする力は、一切働いていないのだ。

「これは──やる価値はあるかもしれない」

　八方塞がりかのように思えたけれど、抜け道は確かに存在した。

　良かった──僕はまた、全てに当たる前に諦めてしまうところだった。

　ガチャと用具室の扉が開く。

「やあ、壱時君」

「摘方先輩」

　先輩が、前回と同じ様に僕に話しかけてきた。待機していた教室に来なかったことから、『今の僕』を『初回の僕』と勘違いしているのだろう。

「もし未十士を救うのが無理だというのなら──その運命を無理矢理変えてやりますよ」

　そう宣戦布告し、僕は時を戻した。扉が開かれる前に。

　どうせこの時間軸は無かったことになる。無かったことにする。僕は双葉に学ランを掛けることすらせずに、両手で力の限り蓋を閉めようとしていた。

「ぐ……おら……！」

　閉まり始めはさすがに固い。まだあまり手応えは無い。

「ふ……ん……！」

　摘方先輩が今の僕を見たら恐らくあざ笑うのだろう。『一歩間違えれば懐旧時計を壊してしまうかもしれない。自らの手で自分を消失させてしまうかもしれない。そんなリスクを背負ってまで、早來ちゃんを助けるメリットなんてあるのかい？』と。

　わかっていないと、むしろ僕の方からそんな先輩を笑ってやりたい。

「メリットなんて……あるに決まっているだろう……！」

　未十士に振り回されたこの三週間。

　無かったことにした告白がバレたことから始まり、双葉を事故から助けて、クラスの危機を救って、生徒会長の謎を暴いて。色々なことがあった。危険な橋も渡った。原稿が滞る日もあった。

　でも。




　でも僕は、未十士と友達になれた。




　なにをしでかすのかわからない。やること全部規格外の女と、友達になったのだ。

　そんな友達と、これからも面白おかしい時間を楽しんで過ごしていく──これ以上のメリットが、一体どこにあるのだろうか。

　いくら先輩に金を積まれても、羨ましがられても、向こうから好きだと告白されたって。未十士と過ごすこれからの未来を、諦めたりなんかするものか。それに──

「どらぁ……あああ！」

　一分ほど経たったその時。ガキッ！　と鉄が擦れる音が用具室内に響き渡った。

「だらぁぁぁああぁぁぁぁああああああ！」

　一度嚙かみ合うと、バキバキバキ！　と凄すごい音を鳴らしつつも、蓋はどんどん閉まっていく。

　そしてついに。

　バキン、と勢いよく蓋が閉じた。

「はあ、はあ、はあ……！」

　ああ、そうだ。メリットなら、もう一つある。




「史上最強の美少女が、毎日僕のところまでやってきて楽しそうに写真を見せてくるんだ。こんな特別な経験──手放してたまるかよ」

　僕は、懐旧時計のボタンを押した。







　三分前、僕は廊下に立っていた。先輩を拘束している教室を出てからそう時間は経っていないはず。

　急いで踵きびすを返して、僕は元来た道を走る！

　教室のドアをがらりと開ける。目に入ってきたのは、まだ縄で縛られている摘方先輩と──彼女に対たい峙じしている、未十士早來の姿だった。

「はあ、はあ……！」

「唯乃さん？　どうしてここに？」

　未十士からしてみれば僕とはついさっき別れたばかりだろう。その感想はもっともだ。でも今それを話す暇は無い。もっと大事なことがある！




「早來！　避よけろ！」




「──！」

　未十士は僕の指示を聞くと、ノータイムで右へと移動する。

　目の前からは──破壊手袋で縄を引きちぎった先輩が、まさに今未十士を組み伏せようと飛びかかってきていた。

「破壊手袋……!?」

　未十士は驚いた声を上げながら、こちらへと駆け寄ってきた。

「敵が目の前にいるっていうのによそ見してんじゃあねえよ」

「いや、ついさっき出ていった人間が息を切らしながら再入室してきたんですよ？　誰だって意識がそっちに向いてしまうじゃあないですか」

『摘方由江はお前をしっかり見据えていたけどナ』

「ええー……カメラさん！　そこは私を守ってくださいよ！」

　未十士はじとりと運命カメラを睨にらむ。無茶を言うな無茶を。

「……はは」

　下を向き黙っていた先輩が、小さく笑いを零こぼす。

「はは。はは。あっはっは。あっはっはっはっは！　──やっぱり、君は楽しいね」

　狂ったかのように高らかに笑った後、先輩は僕を指さしてそう言った。

「壱時君。君、何分戻した？」

「未十士を助けられる時間まで戻しました」

「なるほどね」

　ずっと楽しそうに笑みを浮かべながら、先輩は僕だけをしっかりと見てくる。

「ああ、楽しいね。どうだい？　君達は今楽しいかい？　私はとても楽しい。まさかこんな形になるとは。予想していなかった。私は元々壱時君のことを高く評価していたつもりだったが……ここまでのことをやってくれる人間だとは思っていなかったんだ」

　そこまで言って、ようやく先輩は未十士の方へと視線を移動させる。

「彼がこうなったのは、早來ちゃんのお陰か。うーん、どうやら私は見誤っていたみたいだね。うん、今回は私の負けだ」

　先輩は清すが々すがしい笑みを浮かべながら、堂々と敗北宣言をしてきた。

「いや、今回ばかりは素直に負けを認めるよ。壱時君は私の期待を超えたんだ。それを予測できなかった時点で、私は君に負けたと言っていい。おめでとう、壱時君」

　先輩はパチパチパチと拍手をしてくる。

「ご褒ほう美びとして、早來ちゃんを消すのは止やめてあげよう。やはり私は早來ちゃん自身に一定以上の楽しみを感じられないんだけど……でも今の状況から見るに、生かしておいた方が楽しいものが見られそうだ」

「……なるほど。私はこの世から消失する予定だったのですか」

「ああそうさ。早來ちゃん、君は今回消失する運命だったんだ。その運命が変わったんだから、今日はそれで満足しておくといいさ」

「確かに。命があるだけ儲もうけもん、というやつですね」

　自身が消失するかもしれなかったというのに、とても冷静にうんうんと頷うなずく未十士。お前は肝が据わりすぎている。

「さて、じゃあそろそろお暇いとまさせて貰もらおうかな」

　先輩はそう言って教室の窓を開けた。ビュウ！　と風が室内へと入り、カーテンが舞う。

「それじゃ」

　先輩は窓のふちに腰を掛けて、




「またね、二人とも」




　こちらを向いたまま、窓の外へと飛び出していった。

「いや、ちょっ！」

「摘方先輩!?」

　僕達は焦あせって窓から下を覗のぞく。しかし、そこにもう摘方先輩は存在しなかった。

「超理具を使って行方を眩くらましましたね。格好良いことしてくれるじゃあないですか」

「正直全然勝った気がしねえよ……ずっと手のひらの上で転がされていた気分だ」

「その台詞せりふは私が言いたいですよ。途中から殆ほとんど蚊か帳やの外だったんですが。私、先輩に消されそうになったんですね？」

「ああ、消されそうになったっていうか、消えたよ。この世から完全に消えた」

「それを唯乃さんが助けてくれた、と」

　満足げに笑いながら未十士は言う。

「まあ、ざっくり言うとな」

　何度もやり直したり懐旧時計を無理矢理閉めたりと、未十士が楽しめそうな項目はいくつかあるが──別に今言わなくても良いだろう。

『良かっタ……』

　深いため息と共に、カメラが安あん堵どの声を漏らす。確かに、未十士が消失するということは、即すなわち自分が壊されるということだ。死を回避したことを嚙み締めてでもいるのだろう。

「……っとと」

「おっと。大丈夫ですか？」

「胸を張って大丈夫、とは言えないな。疲れた」

「お疲れ様です。そして──ありがとうございます。私を助けてくださって」

「今度なにかお返ししてくれ」

　ずっと張り詰めていた緊張が解けたのだろう、喋しゃべりながら僕は崩れ落ちるようにその場に座り込んだ。

　未十士も無言で僕の隣に座ってくる。あの時、何度も消失する様を見た少女が、今隣にいるという事実がとても嬉うれしい。

「しかし、あれだな」

「はい？　どうしました？」

「終わったって実感が湧かない。勝った感覚も全く無いし、全部が中ちゅう途と半はん端ぱな感じだ」

「ああー……確かに。私も変装を解いた辺りから怒ど濤とうの急展開過ぎて終わった感覚が曖昧ですね……。あ、そうだ」

　未十士はごそごそと懐ふところからスマホを取り出す。

「ほら、唯乃さん。寄って寄って」

「え、なんで」

「終わったという実感が欲しいのでしょう？　私達の終わりと言ったらこれでしょう」

　未十士はそう言うと半ば強引にこちらに顔を近づけて、

「ほら、笑って笑って！　ピースとかして！」

「はあ……わかったわかった。こんな感じで良いか？」

「まだちょっと笑顔硬くないですか？　美少女とこんな至近距離でツーショットできるんですから！　もうちょっと嬉しそうにして！　こうやったらカメラさんも入りますかね？」

『いえーイ！』

「え、なんでそんなテンション高いんだよカメラ。うぇ……い、いえーい」

「イエーイ！」

　ぱしゃり、とシャッター音が教室にこだまする。

　うわ、確かにさっきより一区切りついた実感が湧いてくる。シンプルに悔しいんだが。

　未十士はスマホを操作しながら、

「後は唯乃さんへの恩返しですね。なにかして欲しいことがあれば言ってください。何でもしますよ！」

「……いきなり言われると案外出てこないもんだな」

「あ、でも──えっちなことは駄目ですよ。いくら私が色気満載の美少女だとはいえ、頼まれたからと言ってほいほいとえっちなことをしてあげるほど軽い女じゃないんです」
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「掃除用具入れの中でわざと喘あえいでいたやつが何ほざいてんだ」

「美少女の髪型をぐしゃぐしゃに!?」

　いやしかし、いざ言われると本当に出てこないもんだな。それこそこいつの趣味に巻き込まれる代わりに貰えるものは貰ってるわけだし。

　どうせなら未十士にしかできないことを頼みたいしなあ。自分でできることをわざわざやって貰う必要はないだろう。

「あ」

「お、なにか思いついたようですね！　なんですかなんですか!?」

　ウキウキと僕に頼みを促してくる未十士。ああ、これがあった。

　僕では難しくて、未十士なら簡単にできること。

　そして、今とても必要なこと。

　僕は未十士の顔をまっすぐに見て、やって欲しいことを口に出す。

「妹に服を着せてくれ」

　それがあったかという表情を浮かべつつ、どことなく未十士はがっかりしたように頷いたのだった。











エピローグ　ナゾトキ女とモノカキ男









「唯ただ乃のさん！　見てくださいこれを！」

　未み十とお士し早さ來きがちんちくりんな身体からだを目一杯動かして楽しそうに一枚の写真を見せてきた。

　というかあの日──未十士を消失から救った日の写真だった。

「なんでわざわざこの写真を……」

「いやあ予想外に綺き麗れいに撮れていたので、つい印刷してしまいました」

　いやまあ確かに良い写真だけれども。というか僕、もしかして初めて友達と一緒に写った写真を手に入れたのか？

「いやなんですかその期待と不安が入り混じった表情」

「いや……これから経験する初めての多くにお前が絡からんでくるのかなあと思って」

「なぜ不安が混じるのですか！　期待一択でしょう！　というかなんでこの写真を見てそんなことを思ったのです!?」

『未十士、止やめてやレ。ほら、こいつはお前が初めての友達みたいなとこあるかラ……』

「あっ……」

　困惑した未十士に僕の考えを解説するカメラ。止めろ！　口に出すな！

「だ、大丈夫ですよ、唯乃さん！　この私が、唯乃さんの初めてを誰よりも綺麗に彩いろどってあげましょう！　ほら、誰も経験したことのない特別な経験というやつです！」

「変な気を遣うな！　逆にちょっと気になっちゃうだろうが！」

　こいつは本当にやりかねないから怖いんだよ！　どんな経験をさせてくれるのか期待しちゃうだろうが！

『くク……』

　僕と未十士がいつも通りに話していると、カメラが急に笑い出した。

「どうしたいきなり。気味悪いぞ」

『ド直球を投げるナ。いや、なんダ。平穏だなと思ってナ』

　しみじみと言うカメラ。まあ、確かに同感だ。

　あんなことがあったとは思えないくらいに、学祭後の日々は平和だった。

「生徒達に超理具をばらまいていた摘つみ方かたさんが消えましたからね。単純に事件が起きる一番大きな火種が無くなったことが大きいのでしょう」

　学祭後──超理具を使って僕らの前から姿を消した摘方先輩は、そのままこの学校から存在を消した。

「教師や先輩のクラスメイト全員に話を聞いたけど、誰一人として摘方先輩のことは覚えていなかったな……」

「なんらかの超理具を使って、彼らの記憶でもいじったのでしょう。最も早はや摘方さんならなにをやってもおかしくないと考えている自分がいます」

「その評価、そっくりそのままお前に返すよ」

「え？　唯乃さん、今私のことを万能美少女って言いました？　いやあ、照れますね」

「そろそろ鼓膜を交換する時期が近づいてきているんじゃないのか？」

「きちんと定期メンテナンスは行ってますよ！　ちゃんと聞こえた上での発言です！」

　都合の良い言葉に勝手に変換されるくらいには鼓膜が劣化しているんじゃあないか？

「まあでも、摘方さんに関しては特に心配することもないでしょう。いずれ会えますよ」

「ああ、僕もそう思う」

　そう確信している。だって、他でもないあの人が言ったのだ。「またね」、と。

　あの人は絶対また、なんらかの形で僕達に絡んでくる。そうに決まっているのだ。だって──そっちの方が、楽しいから。

　あの人は、楽しいことの味方だから。

「唯乃さん、カメラさん」

「なんだ」

「私は、超理具の謎を追いますよ」

　未十士は笑いながら、しかし真剣な声色で言う。

「どうした、改まって」

　僕の疑問にあえて直接回答せずに、未十士は話し始める。

「今回の件、さすがの私も身に染しみました。自分一人では危険だということが。実際、唯乃さんがいなければ私は今頃この世界にいなかったわけですし……」

　未十士は自分の身を抱きしめてブルブルと震える。

「しかし、やはり私は自分の好奇心に抗あらがえません。探究心が尽きません。私は知りたい。なぜ摘方さんは超理具のバイヤーという存在になり得たのか。なぜ超理具などというものがこの世に存在するのか。超理具にまつわる多くの謎を、解き明かしたいんです。でも、私一人の力では、限界がある」

　そして、未十士は僕の目の前へと立ち位置を変えてまっすぐにこちらを見据え、




「──ですので。改めて一緒に超理具の謎に立ち向かっていただけたら、とても嬉しいです」




　そう言って、まるで回答を見透かしているかのように不敵に笑いながら、自身より身長の高い僕へ手を差し伸べてきた。

　その姿がなんだかとても未十士らしくて……思わず笑みを零こぼしてしまう。

「どうかしましたか？」

「いや、なんでもない。そいつは、特別な経験ができそうだな」

「勿もち論ろんです。特別な経験も初めての経験も、私と共に超理具の謎を追うのなら、どんな経験でも余すことなく絶対に得ることができるでしょうね」

　なんだよ、それ。

「そんな旨うまい話──乗らない理由は無いな」

　それに……他でもない友達の頼みだ。断る理由もまた、存在しない。

　僕は未十士が差し出している手を握る。




「これからも、よろしく」

「こちらこそ、です」




『おい、友情はいいが、ボクのことも忘れるなヨ』

　カメラもまた、声を弾ませながら言う。

「忘れるわけないじゃあないですか！」

『ならいいガ。勿論、ボクも手を貸すゾ。オマエら二人だけだと心配だからナ』

「誰目線だよ」

　なんで保護者みたいな立ち位置にいるんだよ。

　……しかし、我ながらおかしな縁だと改めて思う。

　史上最強のアマチュアに、喋しゃべるカメラ。なんだこの歪いびつなパーティーは。こいつらと一緒に双ふた葉ばを助けてから、まだ一ヶ月程度しか経たっていないことに驚きを隠せない。

「まったく……初めて話した時はこんなことになるとは思ってもいなかったな」

『クラスの買い出しと見せかけて未十士がオマエと二人っきりでサボった時の話カ』

「何故なぜ他人ひと事ごとみたいに話しているんですかカメラさん。アレは二人で画策したものでしょう！　なんで単独犯みたいな扱いにしているんですか！」

　強い語気で反論する未十士。僕としては単独犯でも共謀でもどちらでも大差ないんだが。いきなり不穏なことを言い出した時は少し焦あせったけれどな。なにせあの未十士早來だし。

「……あ」

「どうしました？」

「いや、そういえばよ。未十士、お前あの日、なんか変なこと言っていたよな？」

『変なこト……？　なんか言ってたっけカ？』

　頭の横で指をくるくると回しながら、僕は記憶を辿たどる。なんか言ってたんだよな……。

「ああ、そうだ。思い出した。お前、あの日初めて僕と喋るのに、『昔からの知り合いでしょう！』とか言ってたろ。あれどういうことだ？」

　あの時は写真を見せたい未十士のテンションに押されてしまったが、よく考えればおかしいんだよな。僕は高校で初めてこいつと同じ学校になったわけだし。

「あー……そういえば言ってましたね、そんなこと」

　未十士はとぼけた表情を見せ、

「ほら。中学二年生の頃、私達一度会っているじゃあないですか、小説コンクールの授賞式で。確か会話も少しばかりしたはず……です。なのにあの時初めてなんて言うから！」

「ええ……？　いや確かに授賞式で見かけた記憶はあるけれど、喋ったりしたか？」

「しましたよ！　酷ひどい！　唯乃さん、せっかくもう二度と会えない中学時代の玉のように可か愛わいい時代の私と出会っているというのに！」

「お前はどんなタイミングでも自分をあげられるな……」

　自分大好きすぎだろ。よくそんなに自分の可愛さに自信を持てるな。

『中二っていうと、二年前くらいカ？　それならまあ、オマエらくらいの年齢だと昔からの仲って言ってもいいくらいカ』

「そうでしょうそうでしょう。唯乃さん、私と貴方あなたはもう旧知の仲だと言っても過言ではないくらいですよ」

「ええ……いやでも僕本当に全く覚えていないんだが……」

　でも僕よりも未十士の方が記憶力がいいのは明らかだからなあ。とはいえこんなやつと話しているなら覚えていないはずないとも思うんだけれど。

　僕の困惑した声に未十士は、仕方がないですね……と呟つぶやき、

「では、唯乃さんが覚えていない二年間を取り戻すくらい、これからの日々を濃厚に過ごさせてあげましょう。特別ですよ！」

「おい、なにする気だお前は」

　未十士はふふん、と得意げに笑い、

「覚悟しておいてくださいよ！　私──人を楽しませるのが趣味なんですから！」

　なるほど。

　史上最強のアマチュアは、良い趣味をお持ちのようだった。




　　　　＊




　ふう。危ないところでした。まさか唯乃さんにあそこを突っ込まれるとは。

　帰り道。私は一人歩きながら反省をします。あの日は、唯乃さんとのきちんとした初接触に思ったよりテンションが上がっていたようです。




　本当はあの日、唯乃さんと一言も喋ってなんかいないのに。




　唯乃さんが丸め込まれてくれて助かりました。多分「未十士の方が記憶力いいから〜〜」とか考えたのでしょう。まあ、否定はしませんが。

　でも、あの日が特別なのは本当です。あの日から私は──唯乃さんのことを意識し始めたのですから。

　コンクールでいつものように最優秀賞を獲とった私に対し、多くの参加者が「未十士早來なら仕方がない」と口々に言う中、たった一人、折れていなかった人。

「じゃあこいつより面白い作品を書けばいい」と、上に向かう意思を捨てなかった人。

　私の才能に全く屈せず、気にもせず、ひたすらに目標に向かって努力を止やめない人。




　未十士早來を──『未十士早來』として扱う人。




　誰もが私を『史上最強のアマチュア』というフィルターを通して見てくるけれど、唯乃さんはそれをしない。史上最強のアマチュアというのはただの肩書きであり一つの個性でしかないと認識してくれているのです。

　そして、それは高校生になっても変わっていないようで安心しました。仲良くしてくれてはいますが、やはりどこか雲の上の人間みたいな扱いをしてくるクラスメイトの皆さんとは違って、唯乃さんはあくまで私を『未十士早來』として接してくれる。そりゃあ居心地が良いってものです。

　まあ、その一回しか直接会っていないとはいえ、Ｗｅｂの活動は常にチェックしていましたし、元気にやっていたのは知っていたんですけどね。……毎回律りち儀ぎにコメントしていたせいで、昔から会話していた感覚になっていたのは反省ですが。お陰であんな失言をしてしまいました。

　私はスマホを取り出し、あの日撮ったツーショット自撮りを見返します。
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　もう何度も見ているというのに、まだまだ見飽きる気配がありません。もしかしたら一生見返しているかも。

「……ふふっ」

　思わず笑みが零れてしまいます。でも、仕方がないでしょう。唯乃さんと、これから毎日楽しく過ごせることが確定したのですから。

『……アイツがいないときはこんなにわかりやすいってのになア。なんで本人の前だとあんなに美少女を押すんだカ』

　カメラさんがぼそりとそう呟いてきました。失敬な。あれでいいんですよ。

「だって──好きな人には、可愛いって思って欲しいじゃないですか」

　さて。明日は一体、どんな写真を持って向かいましょうかね。

　彼が待つ、文芸部室に。











あとがき






　お久しぶりです。初めましての方は初めまして。辻つじ室むろ翔しょうと申します。

　この度は「ナゾトキ女とモノカキ男。」をお手にとっていただきありがとうございます。

　前作から時間が空いてしまったお陰で、正直あとがきの書き方を忘れてしまっています。僕どんなテンションで書いていたんだここの文章。

　本作は学園青春ミステリ、という位置づけらしいです。担当さんと打ち合わせする度「本当にこの作品ってミステリなんですか？」と確認し、毎回「この作品はミステリです」と仰おっしゃっていただけたので、きっとこの作品はミステリなのです。

　まあ超理具とかいうわけのわからない代物を使っている時点で、頭に「なんちゃって」がつくわけですが。正式にはこの作品は学園青春なんちゃってミステリコメディ、とでも言うのでしょう。いや過多だなこれ。やっぱりこの作品は学園青春ミステリです。

　こんな過多ジャンルの本作ではありますが、読んでくださった皆様が少しでも笑い、「楽しかった」「面白かった」と読後に感じていただければ幸いです。

　ちなみに、本作は「未十士早さ來きをどれだけ可か愛わいく書けるか」が核の一つでした。いかがでしたでしょうか。読後、皆様が「未十士早來可愛かったな」と思っていただけたのならば嬉うれしい限りです。

　それでは最後に謝辞を。

　担当編集様。読みづらく長いプロットを送る、三章くらいまで書いた文章を全て書き直す等々、非常にご迷惑をおかけしました。ありがとうございました。未熟な僕ではありますが、今後ともよろしくお願いいたします。

　イラストを担当してくださったうなさか様。素敵なイラストを描いていただき、誠にありがとうございます。未十士早來の可愛さが僕の想像の遙はるか上を行っていました。最高です。今後ともよろしくお願いいたします。

　そして、読者の皆様。売り場には数え切れない程のライトノベルが置かれている中、本作を手に取り読んでいただき、誠にありがとうございます。今後とも応援していただけると嬉しいです。何なに卒とぞ、よろしくお願いいたします。

　さて。次はあとがきの書き方を忘れないうちに会えれば、と思います。こればっかりは神のみぞ知る、というやつですが。とりあえず毎晩、売れることを祈っておきます。

　ここまで読んでいただき、誠にありがとうございました。
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